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ウサギとカメの寓話は、誰もがご存じでしょう。生ま

れつき足の速いウサギが競争の途中でたびたび休憩し、

お茶を飲んだり昼寝をしたりしていた結果、カメに抜

かれて負けてしまったという話です。ファーウェイは、

たとえるなら大きなカメです。この25年間、路傍の

花に目もくれず、ひたすら前に進んできました。その間、

多くの人々が好景気の波に乗って裕福になりましたが、

私たちの勤勉と奮闘の道のりはまだ続いています。

ふと顔を上げると、宇宙船「ドラゴン」や電気自動車「テ

スラ」が前を走っているのが見えます。私たちはそれ

でも愚直に這い続けながら、ふと考えます。彼らに追

いつき、追い越すことができるのだろうか、と。

CEO からのごあいさつ

カメの精神で宇宙船「ドラゴン」に追いつこう

大企業が必ずしも自己満足に陥り保守的になるとは

限りません。必ずや滅びる運命にあるわけでもありま

せん。そうでなければ、大企業になろうと努力するも

のなどいないはずです。

BMWはテスラと互角にやっていけるのかという問題が、

ここのところファーウェイの社内で論議を呼んでいま

す。多くの人がテスラは画期的なイノベーションであり、

いずれBMWを超えるだろうという意見ですが、私は

BMWがオープンに自己改革を続ければ、テスラには

負けないのではないかと考えています。
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自動車には駆動、ITS（オンライン地図やオートマチック・

トランスミッションから、自動衝突防止、無人運転ま

で）、機械の耐久性、安全性、快適性などいくつかの

要素があります。機械の耐久性、安全性、快適性に

ついてはBMWが優位にあり、駆動とITSについても

BMWがオープンな姿勢と先進性をもって取り組めば

追いつけるものです。もちろんテスラは機械の耐久性、

安全性、快適性を市場で調達することもできますが、

BMWだって駆動とITSを一から自前で開発しなけれ

ばならないわけではありません。BMWに必要なのは

成功であって、すべてを自分たちの革新でまかなうと

いう狭量な自己満足ではないのです。

ファーウェイは事業規模からいえばBMWと同様です。

世界が覆るような革新が次 と々出現し、絶えず変化し

つづける情報社会の中で、このような大企業は生き

残ることができるのでしょうか。目を背ける者もある

かもしれませんが、これは私たちの前に立ちはだかっ

ている問題です。 当社は25年以上の歳月をかけて優

れたプラットフォームを築き、リソースを蓄積してきま

した。これらのリソースは、上級幹部や専門職員が

多額の資金を投入して蓄積してきた貴重な財産です。

失敗した事業や淘汰された製品への投資は実際には

浪費ですが、浪費した資金ももとは自分たちが稼い

だものであり、そうした浪費がなければ今日のファー

ウェイもありません。私たちは、こうした失敗から学

ぶことで成功を積み上げてきたのです。進取の精神と、

成功の上に胡坐をかくことなく新しい物事を取り込む

勇気を持ちつづければ、ファーウェイはこれからも立

ち後れることはないでしょう。戦略的チャンスを見つ

けたら、それを逃さず、人的資源をはじめとするリソー

スを惜しみなくつぎ込むことができます。これは小企

業のイノベーションに対するアプローチとは異なると

ころです。

ファーウェイにとって、人は最も大事な財産です。オー

プンで先進的な精神と、既得権益を打破する勇気を

持って、時代の流れを追いかけることのできる従業

員こそが、ファーウェイを支える礎なのです。こうし

た従業員たちがいるかぎり、ファーウェイはテスラの

ような企業にも追いつけるでしょう。

重点領域へのフォーカス

継続的な成長のためには、重点領域への集中を維持

していかなければなりません。私たちの能力とリソー

スには限りがあります。米国企業に追いつき、追い越

すことができるのは、限られた範囲でのことです。

狭い範囲に集中して力をかければ、それは大きな圧

力となり、突破口を開くことができます。 当社の戦略・

開発委員会は、向こう数年の収益力に対する確信に

基づき、戦略領域により多く投資したいという考えから、

米国企業を追い抜いて潔く前進しようという提案をし

ています。しかし、当社が米国企業より先を行けるの

は針の先ほどの領域でのみです。それをマッチ棒や

割り箸の先まで広げてしまうと、そうした逆転は不可

能になってしまうでしょう。

個々の従業員には、当社が戦略的に重点を置いてい

る事業のなかで創造力と自発的な積極性を発揮して

もらわなければなりません。盲目的な革新によって投

資と力を分散させるわけにはいかないのです。一方、

主力事業以外の業務では、成功している企業に学び、

安定して信頼できる運営を継続し、合理的で効果的

かつシンプルな管理体系を維持する必要があります。

盲目的な革新は防がなければなりません。四方八方

から革新の声が上がるようでは当社はおしまいです。

ビッグデータの時代というと恐ろしいものに聞こえる

かもしれません。ビッグデータとは正確には何なのか

を誰もわかっておらず、データ・トラフィックの大きさ

も想像がつかないからです。ここで言うビッグデータ

とは業界が定義するそれとは違います。業界で言うビッ

グデータは情報検索の観点から見たもので、データ

の大きさではありません。中国工程院の研究者であ

る鄔賀銓（Wu Hequan）氏によれば、データはマイ



4 CEO からのごあいさつ

ニング、分析、解釈、活用されることで初めて価値を

生み出します。私がビッグデータと呼ぶのは、怒涛の

勢いで流れるデータ・トラフィックと、どれほど大き

いデータが伝送され保存されるのか誰にもわからな

いという現状です。やりとりされるデータはすべて有

用な情報であってほしいものですが、余計な情報の

やりとりや保存を遮ることもできないので、データは

さらに大きくなってしまいます。

インターネット企業の成功ばかりが注目されがちです

が、ファーウェイもインターネットのデータを伝送す

るパイプを作っているという意味ではインターネット

企業です。太平洋のように幅広いパイプを作れる会

社は今後ますます少なくなります。一方で、情報を伝

送する通信サービスを提供する会社は数千社、情報

を管理する会社は数万社に増えるでしょう。

ファーウェイの従業員は、他人の栄華をうらやんだり、

インターネットに過剰に興奮したりするのではなく、

その情熱を持ってインターネットを自社の供給取引の

最適化に活用し、効率の向上と迅速かつ正確な運営

を目指さなくてはなりません。当社の内部取引を含む

年間総決済額は2兆5,000億人民元を上回っており、

ほどなく5兆元に達する見込みです。供給元の数も

5,000を超えています。契約の精度を上げ、契約のシ

ナリオを徹底的に分析して無駄をなくすことができれ

ば、多大な価値が生まれます。こうした目的のために

インターネットを活用すればいいのです。 ファーウェ

イはこの先数十年、情報伝送パイプの性能向上に注

力しつづけるのであり、その軌道から脱線するような

ことをしてはなりません。

情報ネットワークは人々の結束を弱めるかもしれませ

ん。しかし、結束なくしては大きな力を発揮すること

はできないでしょう。ファーウェイには、従業員が一

丸となって結束するという古き良き時代の社風が残っ

ています。核となる数千名の従業員が、強い団結力

で15万人の全従業員をまとめあげているのです。こ

うした結束は、私たちを必ずや勝利へと導くはずです。

価値のある努力を

献身的な姿勢を持ちつづけることもまた重要です。

寓話のカメはたゆまぬ努力の象徴であり、ファーウェ

イはこの精神を失ってはなりません。また、カメの精

神は努力と献身が意義のあるものでなければならな

いことも教えてくれます。やみくもに血をたぎらせても、

基地局の電源になるわけではないのです。必要なのは、

熱心に、かつ秩序を持って仕事に取り組むことのでき

る、熱くても落ち着いた精神です。何事も、価値の

創造を尺度としなければなりません。

米国には、先進的な制度、柔軟な体制、明確な財産権、

個人の権利の尊重と保障が根づいています。そういっ

た良好なビジネス・エコシステムが全世界から何百万

もの優秀な人材を引きつけることで、米国から多くの

発明や革新が生まれるのです。日夜灯りが絶えること

のないシリコンバレーは依然として光彩を放っています。

米国は後れをとってなどおらず、いまだ私たちが学ぶ

べきモデルです。テスラはその好例でしょう。

私たちが彼らに追いつくのは大きな挑戦であり、スロー

ガンを掲げるだけで実現するような簡単なことではあ

りません。スローガンの乱発は経営上の無駄です。

輪番CEOの徐直軍（Eric Xu）は「潔く前進しよう」

と言っていますが、これは失敗や犠牲を恐れず、発

展のために努力をつづけることを指しています。あら

ゆる仕事は創造した価値によって評価しなければな

りません。

ウルトラ・ブロードバンドは電子機器製造業にとって

最後の戦場になるのでしょうか。他の人の見解はわか

りませんが、私はきっとそうなると考えています。ウ

ルトラ・ブロードバンド時代に成功できなければ、ファー

ウェイには挽回できるチャンスはないでしょう。
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近頃私はモスクワを訪れましたが、モスクワの街は

環状構造で、モスクワ環状道路の内側がロシア国民

のなかでも最も影響力のある富裕層の居住する地域

となっています。しかしここ10数年来、この環状道路

内ではファーウェイのネットワーク機器が使われてい

ません。ウルトラ・ブロードバンドをシベリアだけで

発展させることは困難です。大量のデータ・トラフィッ

クによって高い価値を生み出せるエリアでチャンスを

つかめなければ、この市場での事業は最終的に縮小し、

ファーウェイが主要なプレーヤーになることはないで

しょう。

価値分配のパラダイムが再定義されている今、大量

のデータ・トラフィックが見込める価値の高いエリア

を押さえる努力をしなければ生き残ることはできませ

ん。ファーウェイはこれまでに東京やロンドンなど多

くの大都市に進出してきました。モスクワ大環状道路

内でも必ずやプレゼンスを上げることができるはずです。

自己批判による前進

自己批判は会社の存続を左右する行為です。ファーウェ

イは「鳳凰は焼け跡からよみがえる」「聖人は泥の中

からはいあがる」といった信念を標榜し、自己批判を

始めました。このように自らを正すことで、長年にわ

たる健全な成長を維持できているのです。 ファーウェ

イは、お客様のニーズに根差した技術革新と、より

長期的な科学の進歩に向けた探究とを両輪に前進し

ています。そのためには、自己改革や自己批判を通じ

て、常識を覆すような革新を起こす勇気が必要です。

既存のビジネスの価値を十分に生かすことは大切で

すが、これまでの収益モデルを壊してしまうことを恐

れて、常識を覆すような革新を避けてはいけません。

当社の2012ラボでは、ファーウェイの現状と未来へ

の姿勢に対する自己批判、さらにはそうした批判自体

に対する批判を行っています。同ラボでは、常識を

覆すような技術革新にどう適応していくかということ

に加え、現在の技術を将来にわたって発展させるた

めの持続可能な革新をどう実現するかについても検

討しています。

ビッグデータの時代に競争優位を得るためには、思

い切った前進が必要です。ハイエンドでは、お客様

のニーズを満たす製品をつくらなければなりません。

ミドルレンジ、ローエンド製品では、ハードウェアはド

イツや日本の電化製品をベンチマークに、理想的に

は製品寿命が尽きるまでメンテナンスが一切不要と

いう品質水準を保ち、ソフトウェアをオンラインでアッ

プグレードできるようにします。ハイエンドでは完全

に安定した製品づくりがまだできていないため、サー

ビスで強化する必要があります。

すべてが急速に動いているこの時代、現状に満足し

て3か月も立ち止まってしまえば、当社は歴史から消

え去ってしまうでしょう。ファーウェイは自己批判を続

けてきたからこそ今日まで生き延びているのです。

2013年には取締役会にお客様を招いてファーウェイ

の問題点を率直に指摘していただいたほか、中級・

上級幹部は『私たちの目から見た経営上の問題』と

題する一連の記事を社内報に発表しました。これら

の記事は膨大な数にのぼりましたが、私は発表前に

そのすべてに目を通し、修正を加えました。また、社

内のオンライン・フォーラムでも従業員たちが自社へ

の批判的な意見を交換しています。このようにして指

摘された問題は、関連する部門が今後解決に向けて

動き出すことになります。こうした批判と改善のプロ

セスによって、ファーウェイはこれからも絶えざる向

上に努めていきます。
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コア・バリューはファーウェイの核心であり魂です。当

社の組織構造は、これからの情報社会の発展に適応

したものになっていく必要があります。組織の目的と

は、柔軟で機動的な戦略と戦術の実現なのです。

ファーウェイは25年以上にわたって、欧米のコンサル

ティング企業の力を借り、数千人におよぶ人事管理の

プロフェッショナル、管理職、専門職の従業員の努

力を通じて、胡厚崑（Ken Hu）輪番CEOがピラミッ

ド型と呼ぶ人事管理モデルを構築しました。こうした

人事管理制度が、400億ドル近い売上の達成を支え

てきたのです。このピラミッド型モデルの構築に携わっ

た数千人の従業員の功績は、「人事管理の英雄」とい

う称号を贈るべき偉大なものです。現在ファーウェイ

がこのピラミッド型モデルを再構築しているのは、彼

らの努力と成功があってこそなのです。

ピラミッド型モデルによる人事管理は、上層部が現

場の従業員に口頭で指令を下すような経営が行われ

ていた時代には最適なものでした。しかし、通信手

段が発達した現在、現場の従業員が自ら社内のプラッ

トフォームを活用して迅速かつ正確にリソースを動員

することが可能になりました。営業からデリバリー、サー

ビス、財務まで、あらゆるサポートが遠隔に提供され

ています。現場の従業員は、プロジェクトの見積もり、

入札、デリバリー、財務などどんな業務においても、ネッ

トワークを通じて数百名のバック・オフィスのスタッフ

からのサポートを受けているのです。こうした状況では、

現場のリーダーたちはビジネスの最前線に立ちながら

も、戦略的な思考と大局的な視点を持っていなけれ

ばなりません。

貢献度に応じた待遇

改革の一環として、貢献度に応じた待遇の差別化を

進めます。コア・バリューを実践するには、それを身

を持って示すようなリーダーが多くいなければなりま

せん。待遇は管理の規模によって決まるのではなく、

まずは貢献と、責任に応じた成果によって、さらには

献身によって評価すべきです。現在、人事管理に関

する方針の大枠が確定したところです。次の段階では、

さまざまな場面、環境、地区ごとに柔軟性を持たせ

た方針運用を認めていきます。

熱力学の第二法則を自然科学から社会科学に応用し

て考えてみましょう。待遇の格差を大きくすることに

より、数千人の核となる従業員の力で15万人のチーム

を牽引できるようになります。絶えずチームを活性化

させ、「熱的死」を防ぐのです。組織に「ブラックホー

ル」が現れるのを決して許してはなりません。このブラッ

クホールとは怠惰のことです。私たちの光と熱、活力

が怠惰に呑み込まれるようなことはあってはなりません。

人材の有効活用

さらに、プロジェクトの価値と難易度、これまでに生

み出した価値と貢献によって、管理職チームと専門

職チームの人員を合理的に配置します。従来のピラミッ

ド型管理における最下層の従業員は、ランクこそ最下

位ですが、お客様の上層部と接し、複雑なプロジェ

クトに立ち向かい、困難を打開していく人たちです。

これまでは、そうした責務に見合う人材をこの層に配

置していませんでした

現在、より有能な人材を現場に配属する取り組みを

行っています。高い収益を上げ、ハイレベルの専門家

や管理者を雇用できるオフィスからこうした改革を始

め、良質な人材を良質な顧客へ集中させるのです。

社内公募制度と人材プール

社内公募制度と戦略的な人材プールを構築し、組織

の能力向上を図ります。

社内公募制度は優秀な従業員を見つけるためのもの、

献身的な従業員が利用するものであり、落伍者を救
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済することが目的ではありません。社内公募によって

社内の人材の流動性を高めることで、従業員が自分

の能力を最大限発揮できるポストを探せるようになる

と同時に、各部門の責任者に管理手法を改善するよ

う促します。流動性が高まることで、社内が活性化さ

れるのです。

プロジェクト単位で異動する専門職、管理職、プロジェ

クト・マネージャーなどの人材プールを活用し、プロ

ジェクト運営における組織、人材、技術、管理方法、

経験などの共有を促進します。さらに、プロジェクト

を遂行する過程でより多くの優秀な管理者、専門家

を発掘することで、会社のさらなる進歩にもつながる

でしょう。

すべての従業員に、希望は自分たち自身の手にある

こと、努力は実を結ぶこと、実力があれば必ず輝くこ

とを理解してもらいたいと思います。愚痴を言わず、

過去の栄光に浸らず、ひたすら前進に努めるのです。

そうした「勝てば杯をあげて互いに祝い、負ければ命

がけで助け合う」人たちは、功績の記念碑にその名

を刻まれることはないでしょう。記念碑には将軍の功

績しか記されないのです。しかし、今は功績を記さ

れなくても、いずれは千軍万馬を束ねる統帥になる

かもしれません。統帥になる人物の人格がどのように

形成されるのかは誰にもわかりませんが、無私が偉

大であることは確かです。

柔軟で機動的な戦略と戦術は、厳格で秩序があり、

シンプルで確固とした経営から生まれます。

データ・トラフィックの増加にともない、ファーウェイ

も大きくなる可能性があります。しかし、会社の規模

の拡大とともに経営が煩雑化していくことは避けなけ

ればなりません。

当社はコーポレート・ガバナンスを中央集権型から新

たな形へと転換させることを目指しています。新たな

ガバナンス・モデルにおいては、ビジネスの現場にい

る従業員が必要なサポートを得られるよう、現場に

近い組織に責任と権限を持たせ、後方組織はリソー

スの供給と管理監督を請け負います。 このような組

織モデルを構築するには、業務プロセス、データ、

情報、権限などの管理を含む効果的なプラットフォー

ムが必要です。ファーウェイは20年以上の時間をかけ、

欧米のコンサルティング企業の力を借りながら、どち

らかというと集中型のプラットフォームを構築し、現

場にガイダンスやサポートを提供してきました。次の

5年から10年はこれをベースに、適切なサポートを維

持しながら、意思決定と実行の権限を徐々に現場に

委譲していきます。

郭平（Guo Ping）輪番CEOは、ファーウェイのこれ

からの成長は規模の拡大によるものではなく、効率

と効果の追求によるものになるべきだと述べていま

す。プロジェクトの運営管理はそれを実現する重要な

手段であり、すべての管理職に求められる基本的な

スキルでもあります。 また、業績管理はリーダーシッ

プ開発と業務変革を実現およびサポートするもので

す。責任に応じた成果と業績については、より広く長

期的な視野で理解しなければなりません。考課指標

の最適化はすでに完了していますが、今後も引き続

きプロセス考課の指標を減らし、プロセスより結果を

重視するようにしていきます。

さらに、財務管理の変革も正しい方向に進めていか

なければなりません。財務管理の照準は価値の創造

であって、価値の配分ではありません。当社は引き続

き顧客とサプライヤーとの関係構築に注力し、内部

の会計と評価の手法をシンプルなものにしていきます。

プロジェクト管理の改善

ファーウェイの経営改善は、郭平が述べるとおり、プ

ロジェクト管理の改善を基礎として進めなくてはなり

ません。プロジェクト管理において重要な役割を果た
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す8つの役職を慎重に人選したうえで、彼らの能力開

発に注力します。確固とした手順と大規模で優れた

管理チームを構築する必要があります。

プロジェクト管理に携わる管理職、専門職の人材をプー

ルし、複数のプロジェクトにローテーションで参加さ

せることにより、ベスト・プラクティスや業務遂行能

力を各オフィスに伝えていきます。優秀な人材の「種」

を発見し、各オフィスで花を咲かせるのです。こうし

た変革は社内の組織がそれぞれに価値を創造する機

会となり、将来のリーダーを養成していくテスト環境

にもなります。

業績管理の改善

長年の経営改革を通じて、多くの優秀な人材が現れ

ました。そこで、これまで会社の発展に貢献してきた

知られざる英雄たち10名を選抜し、表彰することにし

ました。これは郭平の提案によるもので、私自身もこ

うした人材を見つけ出して表彰し、かつそれを組織の

あらゆるレベルで行うことにより、会社の成功に貢献

してきた従業員を鼓舞すべきだと考えています。

これから活躍する優秀な人材を選抜すると同時に、

これまで貢献してくれた従業員の功績も評価してこそ、

より力強く未来に向かって邁進することができます。

新しい力が古い力に取って代わるのは歴史の必然で

すが、過去に自身の青春、健康、生命までをも会社

の発展のために犠牲にしてくれた人々がいたこと、彼

らがファーウェイのその後の発展の道筋をつけてくれ

たことを決して忘れてはなりません。

財務管理の改善

経営システムを全体として進化させるには、大局的な

視点を持たなければなりません。系統立った、建設

的かつシンプルな取り組みが必要です。有機的につ

ながりあった経営システムを構築し、エンド・ツー・

エンドの業務プロセスを機能させることで、孤立した

改革によって障壁ができてしまうという事態は避けな

ければなりません。事実に基づき、資産を正確に計

上し、嘘を許しません。内部の業務データをできる

だけ減らし、運営効率を高める必要があります。

進歩が必要なのは技術とマーケティングだけではあり

ません。厳格で秩序のあるシンプルな経営を実現し

なければならないのです。内部取引の電子化を進め、

データに基づいた透明性の高い方法を確立しします。

予算策定と会計をクローズド・ループに管理することで、

投資とリスク回避のバランスをとりながら持続的な発

展を目指します。

管理職の従業員は自らの業務だけでなく他の分野に

ついても理解を深めなければなりません。財務部の

管理職は事業について、事業部の管理職は財務につ

いて知っておくべきです。こうした知識の移転を促進

するために、管理職間の交流を組織的に実施します。

現場のチームがより幅広い知識を有していれば、効

率よくタイムリーかつ確実にチャンスをつかみ、健全

な運営を維持しながら事業を拡大し、これまでに導

入してきたLTC（Lead-To-Cash：リード獲得から収

益化まで）や IFS（Integrated Financial Services：

統合的財務サービス）などのプロセスを最大限に活

用できるようになるでしょう。管理職の評価と選抜の

方法はクローズド・ループ管理を通じて改善します。

2002年の管理者会議は、ITバブルが崩壊し、ファー

ウェイが破産と信用低下の危機に瀕しているときに開

かれました。取締役会は状況が厳しいうちに局面を

変えるべきだと考え、鶏肋（けいろく）（「あまり役に

は立たないが、捨てるには惜しい」という意）戦略

を選び、他社が手を引きつつある領域に投資を強化

しました。

この戦略が最終的には功を奏しました。当時は全世

界が困難に直面していた時期であり、ファーウェイは
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ことさら苦しい状況にありました。あのとき思い切っ

た転換を図らなければ、現在のファーウェイはありま

せん。ファーウェイは今また新たな転換を目指してい

ますが、今回の転換はさらなる発展と効果的な成長

を目標とするものであり、より自信を持ってどんな困

難や障害も乗り越え、自分たち自身をも超えていかな

ければなりません。

太平洋の東から大西洋の西へ、北極海の北から南米

の南へ、ボリビアの高原から死海の低地へ、果てし

なく広がる熱帯雨林から灼熱の太陽が照りつける砂

漠へ……。世界の津々浦々で、故郷の家族から遠く

離れて、十数万人の従業員が全世界を通信ネットワー

クにつなげるために奮闘しています。人々 がいる所には、

ファーウェイの献身的な従業員がいます。30億人近

い人々が利用する通信サービスを担っているという重

責が、常に私たち鼓舞し、前進させています。

私たちが歩む道は広く、その先には輝かしい未来が待っ

ています。ファーウェイにとって、この壮大な事業に献

身することは至上の幸福であり、究極の栄光なのです。

CEO　任 正非

（レン・ジェンフェイ／ Ren Zhengfei）
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輪番 CEO からのごあいさつ

世界を前進させる力

世界とのつながり

あらゆるものが互いにつながりつつある現在、ネットワー

クが存在せず、情報を即時に伝達することが不可能

だった時代を思い起こすのはもはや難しく感じられま

す。20年前には、情報がこれほど急速かつ大幅に私

たちの生活や仕事のスタイルを変えるとは想像もつき

ませんでした。

ファーウェイはこのような歴史的変化に重要な貢献を

してきましたが、かつてこれほどまでに世界と身近に

つながったことはありませんでした。この「つながり」

には2つの意味があります。ひとつは、当社が170以

上の国で ICT技術を提供し、30億人を超える人々が

世界とつながり、いつでもどこでもコミュニケーショ

ンをとり、情報の取得や共有が簡単にできるように

お手伝いしているということです。もうひとつは、こ

のようにつながった世界が、政治、経済、ビジネス、

産業の形を驚くべきスピードと勢いで変えているとい

うことです。

当社が過去25年間にわたり注力してきたICT技術は、

業務効率を向上させる支援システムから、価値創造

を後押しする生産システムへと変化してきています。

その結果、個人も、企業や組織も、コラボレーショ

ンを通じた革新と垣根を超えた共有を実現する新し

いビジネス･モデル、規範、パターンを必要とするよ

うになるでしょう。

つながりが社会を変える

ファーウェイは過去25年間にわたり、ICT業界の最新

動向をつかむことで競合他社とのギャップを埋め、

世界市場でトップ3にまで上り詰めて、創業者である

任正非（Ren Zhengfei）が会社設立当初に抱いた夢

をかなえました。現在のファーウェイの姿は、これま

でに重ねてきた努力の賜物とであり、そうした努力は

従業員が自分たちの夢をかなえることにもつながって

います。そしてより重要なのは、そのような努力によっ

て社会に、文明の発展に、大きく寄与してきたという

ことです。

「ファーウェイは過去20年間にわたり、お客

様やパートナーの皆様とともに『つながっ

た世界』を創り出してきました。今後もこれ

まで同様、当社のビジョン実現に力を注ぎ、

ICTインフラ産業をリードし、お客様に向け

てより大きな価値を創造する努力を続けてい

きます。また、この『つながった世界』をよ

り住みやすくし、無限の機会と可能性に扉を

開いていきたいと思います」
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ナローバンドからブロードバンドへ、固定から移動へ、

音声から動画へ、デバイスからクラウドへと技術が変

化するなか、ファーウェイは常にその最前線にあり、パー

トナーの皆様との連携を通して新たな高みへと上っ

てきました。

エベレストの頂上から、北極圏まで。農村部の広大

な山岳地帯から、人口密度の高い大都市まで。アジ

ア、アフリカ、中南米の新興経済地域から、ヨーロッ

パの先進国市場まで。ファーウェイは国境を越えたユ

ビキタスなブロードバンド・ネットワークを構築し、「つ

ながる」可能性を実現してきました。

1分間に何十万件もの取り引きを処理するオンライン・

ショッピング向けのシステムから、1秒間に50兆回の

衝突を生じさせる神の粒子の発見まで。高速なスマー

ト交通システムから、巨大なオンライン教育システム

まで。金融データのプラットフォームから、遠隔医療

診断システムまで。ファーウェイはビッグデータとクラ

ウド・コンピューティングを活用することで、イノベーショ

ンを進めてきました。

優れたユーザー・エクスペリエンスを提供するハイエ

ンド端末から、手頃な価格帯のスマートフォンまで。ホー

ム・エンターテイメント・センターから、ウェアラブル

端末まで。ファーウェイはスマート・デバイスをより多

くの人々が手にし、モビリティなどテクノロジーがもた

らす利便性を享受できるよう取り組んできました。

よりつながった世界の実現に向けて

この先、誰もがあらゆるものをシェアできる、よりつ

ながった世界が実現するでしょう。ファーウェイはお

客様やパートナーの皆様とともに、人と人、人とモノ、

モノとモノを完全につなぐために最も効率的で統合さ

れたデジタル・ロジスティクス・システムを構築してい

きます。こうしたシステムの構築は、より自由なアイ

デアの共有を促進します。夢を追いかけ、イノベーショ

ンを喚起し、技術と産業、人々のコミュニケーション

の方法を進化させつづけることで、当社はよりつながっ

た世界の実現に貢献していきます。

ファーウェイは、仕事や生活、勉強にクラウドをいっ

そう活用できるよう、大量のデジタル・コンテンツ、

数千万の個人向けアプリケーション、数百万の法人向

けアプリケーションをサポートしていきます。

ネットワーク分野では、揺るぎないリーダーシップを

確立し、通信事業者のお客様が太平洋のように大容

量のネットワークを構築するお手伝いをしていきます。

既存の4Gネットワークの100倍の速度を提供するホ

ログラム通信対応の10Gbpsのブロードバンドで、時

間や場所を問わず高精細度ビデオを再生できるよう

な環境を整えます。

また、優れたユーザー・エクスペリエンスを提供する

手ごろな価格のスマート・デバイスを多彩に取り揃え、

数千万の企業、数億の個人や世帯をつないでいきます。

2013年度は継続的なイノベーションと効率的な

成長を実現

ファーウェイの2013年度の売上高は前年比8.5%増の

2,390億2,500万人民元（約4兆1,375億円※）、純利益

は210億300万人民元（約3,635億6,193万円※）とな

りました。このような好業績を収めることができたの

は、好調な世界経済とICT業界における良好なビジ

ネス環境に加え、経営戦略を効果的に遂行できたこ

とによります。営業活動によるキャッシュフローと負

債比率は安定しており、経営効率は引き続き向上して

います。

2013年度、ファーウェイは ICT業界の将来的なトレ

ンドを捉え、SoftCOMネットワーク・アーキテクチャ

を発表しました。とりわけクラウド・コンピューティン

グやストレージといった新たな領域で著しく進展し、
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お客様に競争力のある ITインフラストラクチャ・ソ

リューションを提供しています。企業およびデータセ

ンター向けネットワーキングでは、アジャイルなネット

ワーク・アーキテクチャや世界初となるアジャイル・

スイッチ、業界最大容量64Tを誇るデータセンター・

スイッチを発表しました。また、当社のNFV（Network 

Functions Virtualization：ネットワーク機能の仮想化）

対応ソリューションは ICT業界と主要な通信事業者

から認められています。こうした先進的な取り組みに

より、ファーウェイはネットワーク・アーキテクチャの

移行初期において良好なスタートを切ることができま

した。

一方、従来から得意とする分野でも好調な業績を残

しました。ファーウェイは国際的なLTE市場におい

てさらなるリーダーシップを発揮しています。400G

ルーターが49社のお客様により大規模商用ネット

ワークに導入されているほか、世界初のルーター向

け1Tライン･カード、40Tの伝送が可能となるWDM

（Wavelength Division Multiplex：波長分割多重通

信）プロトタイプ、AOSN（All-Optical Switching 

Network：全光スイッチング・ネットワーク）の新アー

キテクチャを発表しました。端末市場では、特にスマー

トフォン分野において製品の品質とブランド力を高め

ており、消費者の間での知名度向上につながりました。

2014年度は会社に価値をもたらす目標に照準

2014年度は世界経済が回復を続けると見込まれてい

ます。またウルトラ・ブロードバンドとモバイル・ブロー

ドバンド、とりわけLTEネットワークの普及が進み、

通信業界にとって新たな機会が到来することが予想

されます。スマート・デバイスは、人間の知覚器官の

延長としてデジタル世代の若者たちにとっていっそう

必要不可欠なものとなるでしょう。さらにITシステムは、

既存の情報システムを変革し、従来型産業構造のデ

ジタル化を推進することで、企業の生産システムやコ

ア・コンピタンスの重要な一要素となりつつあります。

こうしたことから、2014年度はファーウェイのみなら

ず業界全体にとっても新たな始まりを告げる年となる

でしょう。2014年度、当社は戦略分野にさらに集中し、

スリムな経営を推し進めると同時に、今後10年間の

発展に向けて堅固な基盤を確立すべく効率的な成長

を進めていきます。

戦略分野の重視

2014年度は戦略的な商機を捉えるため、将来的な成

長を目指した取り組みにいっそう注力し、より多くの

リソースを投入していく予定です。戦略分野、中核技術、

戦略顧客、戦略市場に積極的に投資することで、将

来的な発展に向けた基礎を固めます。製品と技術分

野ではSoftCOMネットワーク・アーキテクチャへの

投資に力を入れ、未来指向のリーダーシップを発揮し、

競争優位を確立してお客様に長期的な価値を提供し

ていきます。

変化に対するすばやい適応

ファーウェイが内部からの変革により市場の変化に適

用する能力を持っていることは、これまでの実績か

ら証明されています。今後は ICTコンバージェンスの

トレンドに対応し、社内組織の改革、経営のスリム化、

現場レベルへの権限委譲を進めていきます。これに

より、お客様・製品・地域という3つの側面すべてに

おいて、ファーウェイの全組織がお客様に対する価値

を創造し、会社の効率的な成長や市場での競争力、

お客様満足度に対し責任をとることができるような体

制を整えます。ビジネス環境の変化に適応していくた

め、現場組織への権限委譲を進めることで、経営の

柔軟性を高め、お客様の優先度の高いニーズにより

迅速に対応できるようにするのです。

このような変革によって組織の効率的な運営を促し、

自らの可能性を解き放ち、お客様により優れたサー

ビスを提供していきます。
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経営のグローカライズ

ビジネスの世界は急速に変化しています。保護貿易や

サイバー・セキュリティは課題やリスクのほんの一例に

過ぎません。いかなる状況であれ、お客様のネットワー

クの安全で安定した運用をサポートをすることは当社

の中核戦略のひとつであり、私たちが最も誇りとする

お客様に対するコミットメントです。ファーウェイはす

べてのステークホルダーと密接に協力し、サイバー･セ

キュリティの課題に対処していきます。

2014年度も引き続き世界中から優秀なリソースを集

め、運営の効率と機能を向上させていきます。また、

国籍にかかわらず現地の経営チームに権限を委譲し、

現地オフィスの経営に対して完全に責任を負うことが

できるようにします。さらに、中国国外の子会社の運

営と経営の構造を最適化することで、コンプライアン

スの保証や調和のとれたビジネス環境を実現し、責

任ある企業市民として地域社会へ貢献していきます。

力を結集する

前進していく過程で、従業員の力をできる限り結集す

ることが必要です。

ファーウェイでは年齢、国籍、性別、文化背景にか

かわらず、すべての優秀な従業員に、自らの能力を

発揮し、自分を成長させ、会社や社会に貢献していく

機会を与えています。従業員を信頼し尊重しており、

会社とともに成長してもらえるよう、人材や事業の管

理に関してはより人間味のある方法を採用していきま

す。また、給与を全体的に引き上げ、世界中でより多

くの有能な従業員が長期的なインセンティブを受け

られるようにします。

このような取り組みはいずれも、組織や従業員（管理

職を含む）の士気を高め、お客様のためにさらなる

価値を創造することを目的としています。

自らを超え、潔く前進しよう

ファーウェイがこれまで生き残ってこれたのは、カメ

の精神のおかげです。カメは集中力があり、粘り強く、

環境の変化に強い生き物です。どのような天候や温度

でも陸地や海を渡り歩き、海草で命をつないでいます。

カメは数百年にわたって進化し続け、恐竜を含む大小

のほとんどの動物よりも長い年月生き延びてきました。

この過程のなかで、カメは自らを超越したといえます。

私たちの生きている時代は多くの機会、課題、リス

クにあふれています。このような複雑な環境や不確

かな市場において、正確に未来を予測し舵取りでき

る者は誰もおらず、ファーウェイも例外ではありません。

したがって、あくまでもコア・バリューに力点を置き、

パイプ戦略に注力して、今ある仕事に全力で取り組み、

確実な歩みで進化と発展を続けていくしかないのです。

ファーウェイはまだ若い企業であり、ICT業界は発展

途上です。世界がよりつながったことで、想像もつか

ないような可能性が広がっています。ファーウェイの

献身的な15万人の従業員には、このような状況をリー

ドし、自らを超越し、時代を我が物にする勇気を持っ

てほしいと思います。人生にはどれほどの困難がある

でしょうか。「成功できるかどうかにかかわらず、潔く

前進しよう」というのがファーウェイの哲学です。

そしてまた、ファーウェイの成長はお客様やパートナー

の皆様からの信頼とご支援なくしては不可能だった

でしょう。これからも、ともに手をたずさえ、よりつ

ながった世界を創り出していきましょう。

輪番CEO　徐 直軍
（エリック・シュー／Eric Xu）

※ 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）
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2013 年度の事業ハイライト

世界中のリソースをより効果的に統合

国際的な財務リスクを管理し、基準に準拠した低リス

クかつ効率的な財務運営を実施するため、ロンドン

にFRCC（Financial Risk Control Center：金融リス

ク管理センター）を設置しました。また、欧州、中央

アジア、中東、アフリカ全域をカバーする欧州ロジスティ

クス・センターがハンガリーで正式に稼働を開始しま

した。

5Gの研究とイノベーションをリード

欧州連合が始動した5Gプロジェクトの主なファシ

リテーターとして、また英国に開設した5GIC（5G 

Innovation Centre：5Gイノベーション・センター）

の創設メンバーとして、5G白書を発行し、グローバ

ルな5Gエコシステムの構築を推進するとともに、世

界中で20を超える大学と密接に協力し共同研究を進

め、未来のワイヤレス技術、業界標準、産業チェー

ンの発展に寄与する活動を積極的に実施しました。

商用400Gルーターの大規模展開を実現

ファーウェイの商用400Gルーター・ソリューションは

49社のお客様に認められ、大規模な商用化を実現し

ました。また、バックボーン・ルーター向けの1Tルーター・

ライン･カード、40Tの超大容量WDM（Wavelength 

Division Multiplexing：波長分割多重）プロトタ

イプ、新 AOSN（Application Oriented Software 

Network：アプリケーション指向ソフトウェア・ネットワー

ク）アーキテクチャを世界で初めて発表しました。

LTEでは世界をリードする地位を維持

世界で商用LTE展開を牽引する地位を維持し、これ

までに100か国以上の首都と9つの国際金融都市で

LTEネットワークを構築しています。

アジャイル・ネットワークで未来を変える

サービスとユーザー体験に主軸を置くアジャイル・ネッ

トワーク・アーキテクチャを、アジャイル・スイッチ

S12700とともに世界で初めて発表しました。これら

はクラウド・コンピューティング、BYOD（Bring Your 

Own Device：業務での私物デバイス使用）、SDN

（Software-Defined Networking：ソフトウェア定義

ネットワーク）、IoT（Internet of Things：モノのインター

ネット）、マルチサービス・サポート、ビッグデータといっ

た新たな適用環境に理想的な製品です。

スマート・デバイスのブランド力を強化

お客様中心の姿勢を貫き、引き続き品質戦略に焦点

を当てました。フラッグシップ端末『Ascend P6』は

ブランド認知と収益性の両面で多大な成果を上げ、

ファーウェイはスマートフォン事業において世界トップ

3に名を連ねるという歴史的なブレークスルーを実現

しました。ファーウェイの携帯電話に対する世界での

ブランド認知度は年間110%向上しました。

サービス価値を構築

ファーウェイはサービスの競争力を高める取り組み

をしています。当社のサービス・ソリューション機能

と世界規模のデリバリー体制は進化を重ね、世界中

で均一的に高品質なサービスを地域のニーズに合わ

せた形で提供しています。HUAWEI SmartCare®  

CEMソリューションにより、検証可能なビジネス価値

や継続的なイノベーションの大規模なデリバリーが可

能となり、通信事業者CEM（Customer Experience 

Management：カスタマー・エクスペリエンス・マネ

ジメント）分野でのリーダーシップを強めました。ま

たTMF（TM Forum：TMフォーラム）と協力しCEM

メトリクス・システムを開発したことで、CEM業界

標準の発展をリードしています。当社のマネージド・

サービスは年間を通して市場を上回る成績を残してお
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り、ビジネスは大幅に成長し、業界を牽引するMSP

（Managed Service Provider：マネージド・サービス・

プロバイダー）となりました。さらに、コンサルティ

ングやシステム統合サービスでも安定した成長を実現

し、エンド･ツー･エンドのネットワーク・プランニング

と移行サービスにおける主要な機能を強化しました。



16 過去 5 年間の財務ハイライト

※1 国際財務報告基準の新基準と修正を適用し、今年度の報告形式と一致させた結果、一部の数値は過去の発表値と異なっ

ています。

※2 1人民元あたり0.1651米ドルで換算（2013年12月31日現在）
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単位： 

百万人民元

2013
(百万米ドル)※2

2013 2012※1 2011※1 2010※1 2009※1

売上高 39,463 239,025 220,198 203,929 182,548 146,607

営業利益 4,809 29,128 20,658 18,796 31,806 22,773

営業利益率 12.2% 12.2% 9.4% 9.2% 17.4% 15.5%

純利益 3,468 21,003 15,624 11,655 25,630 19,430

営業活動による
キャッシュフロー

3,724 22,554 24,969 17,826 31,555 24,188

現金・預金および
短期投資

13,529 81,944 71,649 62,342 55,458 38,214

運転資本 12,412 75,180 63,837 56,996 60,899 43,286

総資産 38,226 231,532 210,006 193,849 178,984 148,968

総借入残高 3,803 23,033 20,754 20,327 12,959 16,115

自己資本 14,243 86,266 75,024 66,228 69,400 52,741

負債比率 62.7% 62.7% 64.3% 65.8% 61.2% 64.6%
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会長からのごあいさつ

水の流れはエネルギー、生命力、無限の可能性を生

み出します。世界中で増えつづける情報の流れもこれ

に似て、人々が知識、アイデア、英知を共有すること

を可能にしています。情報通信のコストが下がり効率

が大幅に増すにつれ、社会に教育が浸透し、力を得

る人が増えていることは大きな進歩といえます。

大量のデータ・トラフィックが発生する時代を迎え、

情報技術の発展は社会経済活動や私たちの日常生活

のほぼすべての面に影響を及ぼしています。モバイル・

ブロードバンド、クラウド・コンピューティング、ビッグデー

タ解析、IoT（Internet of Things：モノのインターネット）、

ソーシャル・ネットワークのような ICTの新たな波は、

デジタル世界と現実世界の融合を加速させています。

そして、何十億もの人々がモバイル・デバイスを所有し、

数百億の「モノ」がモバイル・ネットワーク、固定ネッ

トワーク、企業ネットワークを通じたユビキタスなブロー

ドバンド接続でM2M（Machine to Machine：マシン・

ツー・マシン）モジュールにつながれ、数秒ごとに大

量のデータを生成しています。

これほど大量のデータを伝送、処理、保存、表示す

るにはどうすればよいのでしょうか。ファーウェイは

このような課題を念頭に、効率よくあらゆるものをつ

なぐデジタル･ロジスティクス・システムを構築してい

きます。

すべての人をつなぐイノベーション

情報技術の発展により、物理的な境界という制約が

なくなり、世界はフラットになりつつあります。モバイル・

ネットワークがLTE時代に突入し、クラウド技術は企

業や組織の効率を高め、個人レベルでは多種多様な

モバイル・デバイスによりエンターテイメントやショッ

ピング、勉強や就職活動が手軽にできるようになりま

した。

ICTは世界中でイノベーションを後押しする原動力と

なっています。ファーウェイは、インターネットへのア

クセスを持たない人々にはアクセスそのものを、すで

に持っている人にはより高速なアクセスを提供する、

画期的な技術を開発しています。

2013年度にはLTEソリューションを世界で100か国以

上に配備し、多くの人 に々簡単かつ高速なワイヤレス・

ネットワークへのアクセスを提供しました。また、通

信業界に対し、500MHzの周波数バンドを追加する

ことでモバイル・ブロードバンド産業を前進させ、ブロー

ドバンド・アクセスをより多くの人々に提供できるよう

にしようと呼びかけました。

さらに当社は、5Gをできるだけ早急に実現して ICT

産業の発展を促し、すべての人々の生活の質を高め

たいという思いから、5Gについての白書を発行し、

5Gの開発・展開についてのビジョンと主要な技術目

標を確立しました。

また、サービスとユーザー体験に主軸を置いたアジャ

イル・ネットワーク・アーキテクチャを、アジャイル・

スイッチS12700とともに世界で初めて発表しました。

これらはクラウド・コンピューティング、BYOD（Bring 
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Your Own Device：業務での私物デバイス使用）、

SDN（Software-Defined Networking：ソフトウェア

定義ネットワーク）、IoT、マルチサービス・サポート、ビッ

グデータといった新たな適用環境に理想的な製品です。

このほかにも、基礎的な科学技術分野でのイノベーショ

ンと研究への投資を増やし、主要な中核技術を発展

させることで通信業界を牽引していきます。

ファーウェイの製品やサービスは、世界人口の半数近

い人々が簡単かつ手頃な価格で情報ネットワークにア

クセスすることを可能にしています。このようなネット

ワークをすべての人に提供することで、無限の可能性

がもたらされるとファーウェイは信じています。

経営のグローカライズ

グローバル化が進むなか、オープンな協業を促す自

由貿易政策こそが ICT産業の競争力を高め、デジタ

ル経済の発展を推し進めるとファーウェイは考えます。

当社はグローバルな視野で比較優位により最適なリ

ソースを統合し、世界中で一貫性のあるリソース管理

を実施しています。また、相互に責務を分担しWin-

Winな成果を目指すグローバル産業チェーンにより、

健全なビジネス・エコシステムを構築し、通信業界が

長期的に発展できるよう多大な努力をしています。そ

して、常に責任ある企業市民として事業を運営する

現地市場に大きく貢献しています。

ファーウェイは財務、サービス、コンサルティング、

人事など、さまざまな領域の機能とコスト優位性を

最大限に生かし、これまでに40を超えるCOE（Centers 

Of Expertise：専門知識センター）と、30を超える

SSC（Shared Service Center：共有サービス・セ

ンター）を設立しています。2013年にはロンドンに

FRCC（Financial Risk Control Center：金融リスク

管理センター）を設立し、国際的な財務リスクを管理し、

当社の財務運営が効率的で安全かつコンプライアン

スに準拠したものとなるよう保証しています。ハンガリー

を拠点とする当社の欧州ロジスティクス・センターは、

地域リソースを最大限に生かし、欧州、中央アジア、

中東、アフリカを管轄しています。

運営の現地化を進め、各国およびグローバルのパー

トナー企業の皆様と広く協力することで、当社は総合

的な機能を向上させてきました。さらにバリュー･チェー

ンを通じて世界中で機能を流動的に移転することで、

大きな価値を創造しています。ファーウェイのグロー

カルな取り組みは、現地のコミュニティに数万の雇用

を生み出し、各市場において ICT産業の発展をサポー

トしてきました。今日、中国国外で勤務するファーウェ

イの従業員の70%以上が現地採用となっています。

堅牢なネットワークの構築

ICT産業はグローバルなサプライチェーンの上に成り

立っています。スマートフォンからタブレット、PC、

テレビ、家電製品にいたるまで、すべてがグローバル

なサプライ・ネットワークによって生産されており、ど

こにセキュリティのリスクや脅威があるのかを追跡す

ることはますます困難になっています。また、社会全

体がネットワークへの依存を強めており、ネットワー

クの規模や複雑性が急激に増すなか、リスクも増大

しています。

こうしたリスクを緩和するため、当社はセキュリティ

要件を社内プロセスに組み込み、持続性と信頼性の

ある監査可能なセキュリティ保証システムを確立しま

した。また他者との協力という点では、IEEE（Institute 

of Electrical and Electronics Engineers）、IETF

（Internet Engineering Task Force）、OMA（Open 

Mobile Alliance）、UPnP（Universal Plug and 

Play）フォーラム、Wi-Fiアライアンスなどの団体で

積極的に標準化活動に取り組み、ネットワークの堅

牢性とセキュリティの保証に向けて尽力しています。
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2013年は、引き続き170を超える国と地域で安定し

たネットワーク運営のサポートをし、特にメッカ巡礼、

中国で発生した四川地震、フィリピンを襲った台風30

号などの緊急事態、自然災害、特別な行事において

本領を発揮しました。

組織の活性化を図る

会社のグローバル化が進み事業が発展していくにつ

れ、取締役会はより広い地域を代表することとなり

ます。このような中、熾烈な競争が繰り広げられる市

場で持続的かつ効率的に発展していくためには、よ

り視野の広い経営観を採用し、時宜を得た意思決定

ができるようにしていく必要があります。

この目的のために、ファーウェイは取締役会メンバー

を13名から17名に増員しました。2013年12月27日に

株式を所有する従業員の代表により選出された4名の

新たな取締役は、ファーウェイに10年以上勤務し、

市場、技術、経営に関わる幅広い経験を持っています。

彼らの経験と見識はファーウェイの発展に大いに貢献

してくれるものと期待しています。

2014年度、当社は ICTコンバージェンスの時代に適

合するため、会社組織を段階的に再編していく予定

です。こうした変革なくしては、絶えず変化するお客

様の要望を完全に満たすようなソリューションを提供

していくことはできません。お客様の成功を支えるた

め、お客様とのより密接な連携と協力体制を構築し

ながら、当社の健全性と持続的な成長を確保してい

きます。

ICTがもたらす可能性

2013年度、ファーウェイはLTE TDD（Time Division 

Duplex：時間分割多重）ソリューションをアフリカで

展開し、アクセス速度とワイヤレス・ブロードバンドの

カバレッジを劇的に向上させました。同時にワイヤレ

ス・ブロードバンドの利用コスト削減にもつながり、よ

り多くの人が高速ブロードバンド・ネットワークを利用

できるようになりました。

また、各地の現地コミュニティにおいて ICTの専門家

育成や知識の移転に積極的に取り組み、デジタル社

会への参画の手助けをしています。2013年末現在、

ファーウェイの「Telecom Seeds for the Future」プ

ログラムは20か国以上の70あまりの大学で導入され、

1万人を超える生徒に教育の機会を提供しています。

ファーウェイは、やがて全世界をつなぐこととなるデ

ジタル社会において、すべての人々が市民権を得るべ

きであると考えています。万人にアクセスが提供され

ることは、均等な機会を創出する第一歩です。情報ネッ

トワークは多くの人にとって当たり前のものとなりまし

たが、いまだアクセス環境のない人たちにとっては人

生を変える可能性を持っています。つながった世界の

一員となることで、より多くの知識を獲得し、よりよ

い教育を受け、自らを発展させるより多くの機会を得

ることができるのです。

最後に、世界中のすべてのお客様、パートナー、業

界の皆様、従業員とその家族に感謝の念をお伝えし

たいと思います。これからも、すべての人々がつながっ

た、より良い世界の構築に向けて、ともに尽力してい

きましょう。

取締役会長　孫 亜芳
（Sun Yafang）
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コア・バリュー

お客様志向  
Customers First

「お客様のビジネスの成功が、ファーウェイの成功」

という、徹底したお客様志向により、ファーウェイの

すべての事業は展開されています。私たちは、お客

様のニーズにすばやく対応し、常に質の高いサービス

を提供することで、長期的な価値を創造し続けます。

一意専心  
Dedication

ファーウェイはお客様に価値をもたらし、自らを向上

させるためにあらゆる努力を惜しみません。私たちは、

お客様の成功のために努力し続けることによってはじ

めて、お客様から信頼を得ることができると考えます。

継続的改善  
Continuous Improvement

ファーウェイがお客様の頼れるパートナーであるため

には、企業レベルのみならず、個人レベルでの成長

が不可欠です。社員一人ひとりが積極的にお客様の

声に耳を傾け、理解し、そして現状に満足せず、改

善に向けて絶え間なく努力しています。

コア・バリュー

誠
実

オープンネス
＆

イニシアティブ

お客様志向

一
意
専
心

継
続
的
改
善

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

オープンネス＆イニシアティブ  
Openness & Initiative

お客様のニーズに対し、最適なソリューションを提供

するために、ファーウェイは組織・企業の壁を超えた

パートナーシップを築き、協業のシナジーを高めなが

ら、業界を牽引していきます。

誠実  
Integrity

「誠実」は、ファーウェイのコア・バリューを支える最

も重要な資質です。社員一人ひとりが常に誠意をもっ

て行動し、業務を遂行してこそ、お客様から信頼さ

れ敬愛される企業となります。

チームワーク  
Teamwork

成功した企業には、必ず強いチームワークがあります。

いかなる時でも、きめ細かなコミュニケーションを取

り合うことで、緊密な部門間の協力関係、効果的か

つ効率的なプロセスを築くことができます。
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バリュー・プロポジション

情報産業において革新的な変化が起きているなか、ファーウェイは継続的なイノベーションによってお客様のニー

ズに応え、技術の発展をリードし続けています。業界のパートナーとオープンに協業し、将来を見据えた情報

パイプを構築するとともに、お客様のため、社会全体のために価値を創造しています。ファーウェイはこうした

バリュー・プロポジションに基づき、より「つながる」世界を実現することで、人々の生活を豊かにし、効率を

向上することを目指しています。また、通信事業者や法人のお客様にとって最良のパートナーとなり、個人のお

客様からも選ばれるブランドとなるよう尽力していきます。

ユビキタスなブロードバンド

インターネットによって情報の発信と収集がより簡便

になり、いつでもどこでもどんなデバイスからでもネッ

トワークに接続したいというユーザーの要求はますま

す高まっています。こうしたユビキタスな接続が可能

になることで、ユーザーはより多くのコンテンツやア

プリケーションにアクセスできるようになり、モバイ

ル・オフィスを活用した新しい働き方も生まれてきま

す。企業はサービスをITシステムからデータセンター

やクラウドへと移行しており、ネットワークに求める

要件がより高くなっています。今後のデータ量の増大

に対処するためには、ネットワークの容量、カバレッ

ジ、効率を向上させることが不可欠です。ファーウェ

イはより多くの人々にネットワークがもたらす利便性を

提供することを目指しています。

ネットワークのカバレッジ、帯域幅、信頼性、安全性

は、現状ではまだ満足のいくものとはいえません。そ

こでファーウェイは、通信事業者がネットワーク容量

を拡大し、ネットワーク管理を最適化し、インターネッ

ト・ベースのネットワーク運用を実現するために全力

でサポートし、新たなアーキテクチャ（SoftComなど）、

Singleプラットフォーム、新たな技術を生み出し続け

経営成績の検討と分析

世界をもっと「つなげる」ことで、豊かでスマートな暮らしを

ユビキタスなブロードバンド
■

 
モバイル、スマート

■

 
大容量のウルトラ・ブロードバンド

■

 

時間と場所を選ばない
多様なアクセス

■

 
継続的でスムーズな進化

■

 
ビッグ・データ時代における業界の
チャンスについての深い理解

■

 効率よいコラボレーションのための
リソース統合

■  革新的なサービスの迅速な提供
■  サービスとビジネス・モデルの
イノベーション

■

 
シンプルでカスタマイズされた
サービス

■

 リアルで多様
■

 
待ち時間ゼロのリッチな
コミュニケーション

■  エクスペリエンスを通じた
価値の創出

継続的なイノベーションによってお客様のニーズに応え、技術の発展をリード
Win-Winな結果を目指したコラボレーション

機動的なイノベーション 直感的なエクスペリエンス
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ています。革新的な技術とスムーズな進化を特徴と

する製品やソリューションによって、お客様が効率の

よいネットワーク・インフラを構築し、ユーザーにオ

ンデマンドのサービスとユビキタスなブロードバンド

へのアクセスを提供するためのお手伝いをします。

機動的なイノベーション

ICT業界は依然として急速に発展を続けており、モビ

リティ、クラウド・コンピューティング、ビッグ・データ、ソー

シャル・ネットワーキングといった新たなトレンドに後

押しされ、業界は常に新境地を開拓しています。さら

に、デジタル化が現実世界に大きな変化をもたらし、

インターネットが従来型産業の進化と再構築を促進

しています。

各企業や産業には、ビジネス・チャンスをすばやく見

極め、ITを活用した組織的な連携を継続することで、

新商品・新サービスをよりよい方法でより速く市場に

投入することが求められています。ITはサポート・シ

ステムから生産システムへと変化を遂げ、企業のコア・

コンピタンスになっています。

クラウド・コンピューティングをベースとしたファーウェ

イのデータセンター・インフラ向けソリューションは、

ストレージやコンピューター・リソースのより効率的な

利用を可能にし、ビジネス・システムの迅速な配備と

容易な運用・保守、効率よい管理を実現します。また、

ファーウェイのモバイル・オフィス・ソリューションは、

お客様の業務効率の向上に貢献します。さらに、イ

ンテリジェント・データ分析システムは、ビッグ・デー

タ技術を活用してお客様のビジネス・チャンスに対す

る洞察力とイノベーションの機動力を高めます。

次の30年間で、プライベート・データセンターからパ

ブリック・クラウドへの移行が徐々に進むでしょう。

ファーウェイは通信事業者がパブリック・クラウドを

構築し、企業向け ICTクラウド・サービスがもたらす

巨大なビジネス・チャンスをつかむことができるよう

お手伝いします。

直感的なエクスペリエンス

学習、仕事、エンターテイメント、より便利な生活の

ため、ユーザーは待ち時間ゼロのシンプルで使いや

すいリアルなサービスを求めています。

ビジネスの成功は、優れたユーザー・エクスペリエン

スを提供できるかどうかにかかっています。製品自体

がもたらす体験はもちろん、製品を通じて利用するク

ラウド・サービスの体験も重要です。ウェアラブルを

含む未来のスマート・デバイスは、精度の高い感情

認識機能やコンテキスト・アウェアネス機能などによっ

てより高度なユーザー・エクスペリエンスを実現する

ことで、多くのユーザーにとって魅力的なものとなる

でしょう。

ファーウェイは、業界最先端の端末製品を提供する

ことを目標としています。主要技術（アンビエント・イ

ンテリジェンス、音声対話、新素材など）、製品設計、

クラウド・サービスにおけるイノベーションを通じて、

さらに高次元のユーザー・エクスペリエンスを実現し

ていきます。



23経営成績の検討と分析

2013年度の事業概要

2013年、ファーウェイは世界中にバランスよく事業展開

したことで、通信事業者向けネットワーク事業、法人向

け ICTソリューション事業、コンシューマー向け端末事

業において安定した健全な成長を遂げました。年間売

上高は前年比8.5%増の2,390億2,500万人民元（約4
兆1,375億円※1）でした。

中国市場の売上高は、前年比14.2%増の840億1,700
万人民元（約1兆4,543億円※1）でした。通信事業者向

けネットワーク事業は緩やかな成長を維持し、法人向

け ICTソリューション事業とコンシューマー向け端末事

業はどちらも35 %以上の急速な成長を遂げています。

EMEA（ヨーロッパ、中東、アフリカ）地域では、インフラ・

ネットワーク、プロフェッショナル・サービス、スマートフォ

ンにおける発展により、前年比9.4%増の846億5,500
万人民元（約1兆4,654億円※1）の売上高となりました。

アジア太平洋地域では、主に東南アジアの新興市場に

おける発展を背景に成長の勢いを維持し、売上高は前

年比4.2%増の389億2,500万人民元（約6,742億円※1）

に達しました。

南北アメリカでは、ラテンアメリカ諸国ではインフラ・ネッ

トワークが堅調に成長したものの、北米での成長鈍化

により、売上高は前年比1.3%減の314億2,800万人民元

（約5,440億円※1）となりました。

今後3～5年間でファーウェイの売上高のCAGR   
（Compound Annual Growth Rate：年平均成長率）

は約10%に達する見込みです。

単位：百万人民元 2013 2012 前年比（％）

中国 84,017 73,579 14.2%

南北アメリカ 31,428 31,846 (1.3%)

アジア太平洋 38,925 37,359 4.2%

EMEA 84,655 77,414 9.4%

計 239,025 220,198 8.5%

単位：百万人民元 2013 2012 前年比（％）

通信事業者向け 
ネットワーク事業

166,512 160,093 4.0%

法人向けICT 
ソリューション事業

15,263 11,530 32.4%

コンシューマー向け
端末事業

56,986 48,376 17.8%

その他 264 199 32.5%
計 239,025 220,198 8.5%

239,025
2013年度の売上高

239,025百万人民元（約4兆1,375億円※）

前年比8.5%増
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通信事業者向けネットワーク事業

過去20年間、モバイル・デジタル社会が大幅に拡大

したことで、私たちの仕事や暮らしは様変わりしました。

今後20年は、デジタル世界と現実世界の融合がさら

に進むことが予想されます。このような融合はユビキ

タスなインターネットとともに、無限の可能性を生み

出し、数えきれないほどの技術革新やアプリケーショ

ンの出現を促すと考えられます。

このような融合が進むにつれ、消費者のニーズは基

本的な接続環境からコンテンツやアプリケーションへ

と移行しており、ICT産業がこうした需要の変化に新

たな方法で対応していこうとする後押しをしています。

消費者が求めるコンテンツやアプリケーションをどれ

だけ早く提供できるかが、競合する通信事業者間で

急速に差別化要因となりつつあります。通信事業者

が競争優位を維持するためには、次のような能力が

必要です。

■ ユビキタスなネットワークを構築し、最適なネッ

トワーク体験を提供する能力

■ 幅広いコンテンツとアプリケーションを統合する

能力

■ 機動力と効率の高い事業運営を行う能力

ファーウェイは2013年、会社全体の戦略に従って、

引き続き情報の伝達、処理、保存を改善することに

注力してきました。また通信事業者が最適なお客様

体験を実現するネットワークを構築できるよう、統合

された製品、サービス、ソリューションを提供しました。

継続した技術的・構造的な革新が、最適なネッ

トワーク体験を追求する鍵となります。当社は、

SDN（Software Defined Network：ソフトウェア

定義ネットワーク）やNFV（Network Functions 

Virtualization：ネットワーク機能の仮想化）の開

発を進め、通信事業者がデータセンター・ベースの

ネットワーク・アーキテクチャを構築できるよう、

SoftCOMへの投資を実施しました。また、通信業

界の発展を促すべく、5G技術の研究に対して投資

を行い、ワイヤレス・ネットワーク機能の向上に向け

た取り組みを続けるとともに、さまざまな協業を通じ

て、より広い帯域幅の実現と、LTEの進化によるユー

ザー体験の向上に努めました。さらに、FBB（Fixed 

Broadband：固定ブロードバンド）の着実な発展に向

けて引き続き「銅線と光ファイバーのハイブリッド」

戦略を実行し、IPとWDM（Wavelength Division 

Multiplexing：波長分割多重）でトラフィックの増加

に対応する太平洋のように広いパイプを構築しました。

当社はまた、さまざまなコンテンツやアプリケーショ

ンの統合を目指して法人向けクラウド・サービス・プラッ

トフォームを開発し、通信事業者とともにクラウドを

活用する機会を模索・開拓しています。通信事業者

の家庭向けサービス展開を支援する動画を中心とし

たマルチメディア・サービス・プラットフォームを構築

したほか、通信事業者との協業によって、消費者、

家庭、法人ユーザー向けのサービス提供を実現し、

通信事業者のOSS（Operational Support System：

運用支援システム）をインターネット・アーキテクチャ

に基づくビジネス・イネーブルメント・システムに転換

しました。

機動力と効率の高い事業運営に関しては、通信事業

者が個人消費サービスに主軸を移しユーザー中心型

の運営へシフトできるよう、モバイル・インターネット・

サービス向けのプラットフォームを構築するとともに、

CEM（Customer Experience Management：カス

タマー・エクスペリエンス・マネジメント）ソリューショ

ンであるHUAWEI SmartCare®を開発しました。

パイプ戦略に加え、お客様中心の製品やビジネス&サー

ビス・ソリューション戦略に重点を置くことにより、ファー

ウェイは通信事業者から最も信頼される戦略的ビジネ

ス・パートナーとなりつつあります。2013年度、当社
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の通信事業者向けネットワーク事業の売上高は、前

年度比4%増の1,665億1,200万人民元（約2兆8,823

億円※1）に達しました。安定した業績により、技術、

製品、ビジネスおよびサービス・ソリューションの開

発におけるイノベーション力を高めたことで、通信事

業者の変革と発展のための戦略的サポートを継続し

て提供することができました。

• ワイヤレス・ネットワーク

2013年度のワイヤレス・ネットワーク機器の売上高は

525億300万人民元（約9,088億円※1）でした。

ファーウェイはモバイル通信分野における10年以上の

絶え間ない努力と継続的イノベーションにより、分散

基地局の展開から、業界標準となったSingleRANソ

リューションの設置、業界を牽引するエンド・ツー・

エンドのMBB（Mobile Broadband：モバイル・ブロー

ドバンド）ソリューションの開発へと進化してきました。

こうした実績から、当社はもはや単なる製品プロバイ

ダーではなく、真の業界リーダーとして認識していた

だけるようになりました。

モバイル・ブロードバンドは世界を変化させ、大きな

チャンスと限りない成長の可能性をもたらしています。

ファーウェイはエンド･ツー･エンドのMBBソリューショ

ンにより、通信事業者がモバイル・ブロードバンド時

代で成功できる道を切り開くことに注力しています。

ユビキタスなウルトラ・ブロードバンド・ネットワークは、

エンド・ユーザーに優れた体験を提供します。ネット

ワーク・アーキテクチャの最適化とエンド･ツー･エン

ドのリソース連携により、通信事業者は迅速かつ効

率的にネットワークを構築し、サービス展開ができる

ようになります。ネットワーク機能を強化し、よりオー

プンにすることで、通信事業者のビジネス・イノベーショ

ンを促進し、売上高の増大に貢献します。

2013年末までにファーウェイは世界で500を超えるワ

イヤレス・ネットワークを構築し、20億人以上のエンド・

ユーザーにサービスを提供しています。モバイル業界

のグローバルで急速な発展に伴い、世界中で大規模

にLTEが展開されました。さらに中国における4Gラ

イセンスの発行が世界のモバイル業界に新たな刺激

を与えました。ファーウェイは世界の商用LTE展開を

リードし続けており、100以上の首都と9つの国際金

融都市でLTEソリューションを展開しています。中国

では、モバイル・ブロードバンド・サービスを提供す

る最大手の通信事業者3社すべてにとって、最重要パー

トナーになりました。また、UMTS/HSPA+市場で

もリーダーシップを維持しており、世界で297の商用

UMTSネットワークを構築し、うち97のネットワーク

は42Mbit/sのデュアル・キャリアHSPA+にアップグレー

ドされています。世界でもトップレベルにある当社の

マルチバンドおよびスーパー・ワイドバンドの電子制

御アンテナ・ソリューションを活用することで、ファー

ウェイは世界のLTEアンテナ市場を牽引し、155か国

で360以上のネットワークにサービスを提供しています。

3GPPで実証された通り、ファーウェイは2010年以降、

LTE/LTE-A標準に関する最も高品質な特許を実現し

てきました。具体的には、466のLTE/LTE-Aコア標

準への提案書が認定され、全世界の認定数の25%

近くを占めて世界トップとなり、標準開発に対する高

い能力を示しました。当社は現在、100以上の標準

化団体（3GPP、ESTI、IEEE、ITU-Tなど）におい

て議長、役員、ディレクター、作業グループ・リーダー、

スピーカーなど多岐にわたる重要な役割を担っています。

モバイル・ブロードバンドは、ほぼ無意識のうちに私

たちの日常生活のあらゆるところに浸透しています。

ファーウェイはこうした将来を見据え、ワイヤレス・ネッ

トワークにおける未来の主要技術や標準に投資を強

化していきます。2018年までに少なくとも6億米ドル（約

629億円※2）を5G技術の研究とイノベーションに投じ

る予定です。2020年までには、車、計測器、医療機

器、家庭用電気製品など数えきれないほどの「モノ」
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が5Gネットワークに接続されていると予測しています。

通信産業に加え、ヘルスケア、小売、運輸、金融、

メディア、教育、製造などの産業において、当社はこ

れまでにないほどの成長の機会を得ることができる

でしょう。また、このようなハイパー・コネクティビティ

の時代を迎えるにあたり、人々の生活はより良く、豊

かになるはずです。

• 固定ネットワーク

2013年度の固定ネットワーク機器の売上高は450億

8,500万人民元（約7,804億円※1）でした。

クラウド・コンピューティングやビッグ・データに代表

される第4次情報革命、スマート・デバイス、HDやウ

ルトラHD動画といったコンテンツ、OTT（Over The 

Top：オーバー・ザ・トップ）製品の普及などによって、

ウルトラ・ブロードバンド産業は新しい時代へと突入

しています。

ウルトラ・ブロードバンド産業の社会・経済的価値を

上げるために、ファーウェイはBOOSTウルトラ・ブロー

ドバンド・ビジネス戦略を策定しました。この戦略は、

帯域幅管理、OTTとの連携、固定ネットワークとモ

バイル・ネットワーク間の協調、オンデマンド・ネット

ワークの構築に焦点を置き、ユビキタスなウルトラ・

ブロードバンド環境がもたらす新たな課題に対する通

信事業者の取り組みを支援するものです。

まず当社は、通信事業者が魅力的なコンテンツを提

供し帯域幅管理を実施することでユーザー体験を改

善し、サービスの差別化を図るとともに、追加料金

を取らずにより広い帯域幅を提供できるよう支援して

います。

次に、従来型のOTT協力モデルからVTT（Via the 

Telecom：テレコム経由）モデルへの移行を受け入れ、

OTTサービス・プロバイダーとの連携を強化します。

こうした連携はコンテンツやブロードバンド技術の共

同開発を促進し、お互いに利益のある結果を生み出

します。 また、固定ブロードバンドとモバイル・ブロー

ドバンドを同時に展開すれば、通信事業者の全体的

なROI（Return On Investment：投資回収率）を高

めることができます。これによりユーザーはひとつのサー

ビス・パッケージで固定とモバイルの両方が融合した

ブロードバンドにいつでもどこでもアクセスできるよう

になり、通信事業者にとってもネットワーク構築が効

率化されるという利点があります。

さらに、オンデマンド・ネットワークをラスト・マイル

に構築することで、既存の銅線、同軸ケーブル、電

力線などを活用することが可能となり、その結果、

光ファイバーやその敷設リソースを最適な形で利用し

てROIを高めると同時に、加入者からの帯域幅への

要求の増大にも対応することができます。

高速ウルトラ・ブロードバンド・ネットワークを構築する

にあたり、ファーウェイは常にお客様のニーズに焦点を

当て、固定ネットワーク業界の発展を牽引しています。

IPネットワーク分野ではコア・ルーター領域をリード

しており、同業他社に1年先駆けて初の400G/1Tコア・

ルーターを発表、大規模な商用化を展開したほか、

当社のルーター用1Tライン・カードはBroadband 

World Forum 2013において InfoVisionから名誉ある

賞を受賞しました。

光伝送ネットワーク分野では、AOSN（All-Optical 

Switching Network：オール光スイッチング・ネットワー

ク）アーキテクチャをいち早く発表しました。これは、

光ネットワーク技術の発展における重要なマイルストー

ンとなっています。当社の40T WDM装置は、最大

1,000万人のユーザーが同時にオンデマンドHD動画

配信サービスを楽しむことが可能で、太平洋のように

広大な高速伝送ネットワーク構築の確固たる基盤を

築いています。
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アクセス・ネットワーク分野では、100Mbit/sブロード

バンド・アクセスを768のユーザーに同時に提供する

ことができる業界最高のキャパシティを持つベクタリ

ング・システムを発表しました。また、世界初となる

FTTD（Fiber To The Door：光ファイバーを軒先ま

で敷設する）ソリューションは、既存のケーブルを活

用することで、通信事業者による迅速なサービス・プ

ロビジョニングを支援し、お客様のニーズに応じてウ

ルトラ・ブロードバンドの速度を増強させることがで

きます。

2013年度、ファーウェイの革新的な固定ネットワー

ク製品やソリューションと優れたサービスは、世界的

にお客様から認識されるようになりました。当社の

400Gコア・ルーターは世界49社のお客様に採用され、

商用400Gコア・ルーターの世界最大サプライヤーとなっ

ています。ロシアのメガフォン（MegaFon）によるユー

ラシア大陸を横断する世界最長の100G WDMネッ

トワーク構築をサポートしたほか、20以上の100G 

WDM商用ネットワークを構築し、その総延長は地球

5周分を超える約20万kmに及びます。また、当社はファ

イバーと銅線アクセスの両方でユビキタスなウルトラ・

ブロードバンド時代に対応しています。当社のベクタ

リング・ソリューションは出荷数世界第1位で、エアコ

ム（Eircom）、テレコム・イタリア（Telecom Italia）、

スイスコム（Swisscom）、ブリティッシュ・テレコム

（British Telecom）、テレコム・マレーシア（Telekom 

Malaysia）など20以上の通信事業者に広く採用され

ています。さらに IPマイクロ波製品では、40以上の

第2世代Eバンド・マイクロ波ネットワークを展開し、

同分野で最大のサプライヤーとなっています。

固定ブロードバンド・ネットワークは、今後、多くの

機会や課題に直面することが予想されます。通信事

業者はシンプルな管理、フレキシブルな展開、オープ

ンな機能の実現に向け、SDN／NFVを段階的に採

用するようになるでしょう。4K動画の産業チェーンが

成熟するにつれネットワーク帯域幅への要求が高まり、

固定ブロードバンドの発展に対する期待はさらに増し

ています。CT（Communication Technology：通信

技術）、IT（Information Technology：情報技術）、

インターネットが相互に浸透・統合するFMC（Fixed-

Mobile Convergence：固定通信と移動通信の融合）2.0

時代においては、フルサービスでの運用（固定、移動、

コンテンツ・サービスを含む）が、お客様体験を向上

させるための重要な取り組みとなります。ICT業界の

発展がもたらす機会や課題を前に、当社はオープン

な姿勢でイノベーションを追求し、より競争力のある

ソリューションを提供して業界を発展させ、世界中で

より多くのお客様に信頼していただける戦略的パート

ナーとなれるよう引き続き努力していきます。

• グローバル・サービス

2013年度もファーウェイのグローバル・サービスは大

きく成長し、売上高は520億4,700万人民元（約9,009

億※1）に達しました。

2013年度は通信事業者の多くが効率、イノベーショ

ン、成長を重視する傾向が見られました。ネットワー

ク技術、サービス、アプリケーションの急速な進化

が周波数不足につながったことで、通信事業者には

ネットワークの計画、共同設計、スムーズな移行、周

波数効率をより重視してROIを最大化することが求

められています。ビジネス環境、サービスやアプリケー

ションの利用方法、ユーザー行動などの変化により、

通信事業者はCEMにより多くの投資を行い、さらな

る商機を捉えようとしています。マネージド・サービス（ア

ウトソーシング）の需要は依然として高く、その範囲

と要件はより複雑になっています。SDN／NFVやク

ラウド・データセンターなどの新しい技術やネットワー

ク・アーキテクチャの急速な進化が、ネットワーク・

プランニング、設計、運用、保守などのあらゆる領域

においていっそう大きな課題をもたらしています。

ファーウェイは通信事業者が変動の激しい市場でトレ
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ンドに乗り遅れずに競争力を維持できるよう、サービ

スを戦略的投資の最優先領域としています。2013年

度はサービス・ソリューション、プラットフォーム、ツー

ルへの投資を引き続き強化し、世界各地に現地のサー

ビス・デリバリー部門や支援プラットフォームを設置し

ました。さらに、通信事業者に対してより大きな価値

を創造することに専心してきました。通信事業者との

戦略的連携や共同イノベーションの取り組みを進め、

共同イノベーションへの投資を増やし、数多くのCOE

（Centers of Expertise：専門技術センター）を設立

しました。具体的には、インドネシア・ジャカルタの

SOC（Service Operation Center：サービス・オペレー

ション・センター）、アイルランド・ダブリンのビッグデー

タCOE、中国・北京のGNEEC（Global Network 

Evolution & Experience Center：グローバル・ネッ

トワーク発展・体験センター）、中国・深センのCETC

（Customer Experience Transformation Center：

お客様体験変革センター）などが挙げられます。

CEMの分野では、HUAWEI SmartCare® CEMソ

リューションが引き続き業界をリードしました。ファー

ウェイはTMフォーラムと共同でCEMメトリクス・ガ

イドブックの制作を指揮し、CEM測定の標準化にお

いて業界を牽引する存在となりました。同ガイドブッ

クには、お客様体験に関する420以上の主要なKQI

（Key Quality Indicators：品質評価指標）が掲載さ

れています。2013年度も、当社はお客様体験コンサ

ルティング、サービス・モデリング、CEMメトリクス

の機能を拡大しました。100Gプローブを大規模な商

用化向けに導入し、SEQアナリストを開発して、ビッ

グ・データの保管・分析のための成熟した機能を提

供しました。同時に、ネットワークとサービスの最適

化技術のイノベーションも続けてきました。エンド・ユー

ザー指向のSOCソリューションが成熟期を迎えるな

か、当社は業界初となるNOC（Network Operation 

Center：ネットワーク・オペレーション・センター）と

の共同クローズド・ループ管理を確立し、通信事業者

が体験中心の運用へと移行するサポートを行いまし

た。2013年末までにHUAWEI SmartCare® CEMソ

リューションはヨーロッパ、中東、アジア太平洋で広

く使用されており、的確なプロジェクト・デリバリー

を通じて、VIPケア、ブランドの促進、事業開発、エ

ンド・ユーザーの維持などにおいて通信事業者に実

証的な事業価値をもたらしています。

マネージド・サービスにおいては、通信事業者のTVO

（Total Value of Ownership：総所有価値）を向上さ

せる次世代マネージド・サービス・ソリューションの開

発を続けています。戦略のアラインメントや運用転換

のための画期的なモデル、ICTとFMCを統合した運

用を可能にするMSUP（Managed Services Unified 

Platform：マネージド・サービス統合プラットフォーム）、

高性能OSSツール（E-iNOC）など、当社のソリュー

ションは運用効率の強化をはじめとするさまざまな価

値をもたらし、ネットワークやサービスの品質を向上

します。当社は2013年度、通信事業者の事業戦略に

合致したソリューションを提供するマネージド・サービス・

プロバイダーとして市場シェアをリードし、75か国を

超える120以上の通信事業者にサービスを提供しました。

コンサルティングとシステム・インテグレーションの分

野では、ファーウェイは通信事業者のROIを高め、サー

ビスやネットワークのスムーズな発展を促進すること

に注力しています。精度の高いサイト計画、マルチモー

ド／マルチベンダー／マルチシナリオの共同計画・設

計、統合型の検証とシミュレーション、ダイナミック・

リファーミングなど、いくつかの領域では大きなブレー

クスルーを成し遂げました。また、グリーン・クラウド・

データセンター統合やOSSなど複数の成長領域に引

き続き投資し、イノベーションを実現しました。さらに、

ビッグ・データ分析向けの先進的な地理技術をネット

ワークのプランニング・最適化ツールに統合し、情報・

データ分析の競争力を強化しました。当社は2013年

度を通じて堅調な成長を維持し、世界各国でネットワー

クのプランニング・設計サービスを500以上の通信事

業者に、エンド・ツー・エンドのネットワーク進化サー
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ビスを30の通信事業者に提供しました。また、110

のLTEネットワークを構築し、屋内分散型システムを

2万6,000のホットスポットで展開したほか、リファー

ミング技術では技術面や市場シェアにおいてリーダー

シップを維持しました。2013年末までに、世界中の

通信事業者の70のクラウド・データセンターを含む

330のデータセンターに統合サービスを提供しています。

ネットワーク構築と保守の分野では2013年度、ネット

ワーク近代化プロジェクトや国家ブロードバンド・プ

ロジェクトなど950を超える主要プロジェクトで成功

を収め、F1レースやAPEC（Asia-Pacific Economic 

Cooperation：アジア太平洋経済協力）サミットなど

178の主要イベントでネットワーク・サービスを提供し

ました。こうした取り組みすべてにおいて、全体的に

高いお客様満足度を維持しています。

将来的には、新技術の出現、ITとCTのコンバージェ

ンス、継続的なコスト増加により、通信事業者は運

用や保守に関する新たな課題に直面すると考えられ

ます。当社はサービス・ソリューションや関連ツール

とプラットフォームへの投資を強化し続け、グローバル・

サービスを担当する従業員の技術的スキルや作業効

率を向上させるとともに、お客様との共同イノベーショ

ンを強化し、価値ある競争力の高いサービス・ソリュー

ションを提供することで、ROIを最大化し、価値を重

視した運営への転換をサポートしていきます。

• キャリア・ソフトウェアとコア・ネットワーク

2013年度のキャリア・ソフトウェアとコア・ネットワー

クの売上高は、合計で168億7,700万人民元（約2,921

億円※1）でした。

通信業界は急速にデジタル時代へと突入しています。

通信事業者はもはや基本的な接続環境や大規模な

通信サービスの提供に注力するだけではなく、多様

なデジタル・エコシステムの構築へと軸足を移しつつ

あります。将来的に通信事業者のビジネス・モデル

は、人間からマシンへ、音声サービスから多様なデジ

タル・サービスへ、閉じたバリュー・チェーンからオー

プンなエコシステムへ、一方向的なビジネス・モデル

から多角的なビジネス・モデルへと変容していくでしょ

う。それに応じて通信事業者は事業の焦点をネット

ワーク資産管理から顧客資産とネットワーク資産の両

方の管理へと段階的に移行させていくと考えられます。

デジタル化の波を受けて、ファーウェイは顧客資産管

理に基づいたデジタル・サービス、BSS（Business 

Support System：事業支援システム）、コア・ネットワー

ク、ITインフラストラクチャに注力しました。膨大な

デジタル・コンテンツやアプリケーションの集約に必

要とされるオープンな通信機能、デジタル化・インター

ネット化された運用プロセスやシステム、未来指向の

ネットワーク制御機能、クラウド・ベースの ITインフ

ラストラクチャを提供することで、当社はデジタル化サー

ビスへ向けた通信事業者の戦略的な転換を支援しま

した。

デジタル・サービス分野においては、次世代の統合

型オープン通信プラットフォームを開発し、完全なデ

ジタル・サービス・エコシステムを構築したほか、オー

プンな通信機能と膨大なデジタル・コンテンツの統

合を活用することで、通信事業者がより多くの顧客を

獲得し、顧客資産の価値を引き出すとともに、デジタル・

サービスへの戦略的な転換が実現できるよう支援し

ました。2013年度は、ホスティング・モデルにおけ

るSDP（Service Delivery Platform：サービス・デリ

バリー・プラットフォーム）ベースのデジタル・サービ

スへの変革により67%の増収を実現し、当社のSDP

は市場シェア第1位となりました。当社の家庭向けデ

ジタル・サービスは、動画に焦点を当て、市場の需

要に応えマルチスクリーン体験を向上させたことで、

ヨーロッパと米国のハイエンド市場で大きく前進しま

した。また、法人向けデジタル・サービスでは IPCC（IP 

Contact Center：IPコンタクト・センター）のBPO
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（Business Process Outsourcing：ビジネス・プロセス・

アウトソーシング）ソリューションにおいて100%の成

長を達成しました。

BSS分野では、ビジネス・プロセスのデジタル化に

向けた戦略転換能力の強化と、次世代デジタル化プ

ラットフォームの構築に注力してきました。オープン

な通信機能の提供とデータ資産の収益化によって運

用エコシステムと顧客層を拡大し、すべてをオンライ

ンで処理できるお客様体験の提供を実現しました。

当社はBSS分野においてグローバル市場で存在感を

高めています。当社の次世代コンバージェント課金シ

ステムは世界中で商用化が進み、市場シェアをさら

に拡大しました。また、NGBSS（Next Generation 

Business Support System：次世代ビジネス支援シ

ステム）は引き続き運用の抜本的な変化を促進し、

通信事業者の事業の成功を支援しています。

コア・ネットワークの分野では、高品質なリアルタイ

ム通信ソリューションによる主要事業の強化、CaaS

（Communication as a Service：サービスとしての

通信）によるネットワーク機能の収益化、DAaaS（Data 

Analysis as a Service：サービスとしてのデータ解

析）によるデータ資産の評価を通して通信事業者を

サポートし、そのパイプ事業を拡大しました。ファー

ウェイはVoLTE（Voice over LTE）市場の牽引役と

なり、ドイツ・テレコム（Deutsche Telecom）、チャ

イナ・モバイル（China Mobile）、PCCWなど大手通

信事業者の戦略的パートナーとなりました。当社の

IMS（IP Multimedia Subsystem：IPマルチメディア・

サブシステム）は、中国の「国家科学技術進歩賞」

を受賞しています。また、SingleSDBは世界中のユー

ザー30億人にサービスを提供し、6年連続で「障害ゼ

ロ」という記録を達成しました。SmartPCCは引き

続き通信業界の発展をリードし、売上は前年比40%

以上の成長を示しています。通信業界の大手として

NFV開発でも重要な役割を果たし、ドイツ・テレコ

ムやチャイナ・モバイルとともに、コア・ネットワーク

に対しNFVの構想と技術を適用したクラウド・ベース

の検証とテストを実施しました。

ITインフラストラクチャの分野では、インターネット

化されたイノベーションの構想と技術に焦点を当て、

クラウド・オペレーティング・システムFusionSphere

の開発や ICTコンバージェンスに向けたインフラス

トラクチャの再構築を実施し、通信事業者のデジタ

ル・サービスへの移行を支援しました。こうした取り

組みにより、2013年度は116%の成長率を達成して

います。当社のハイエンド・ストレージ製品は中国の

通信事業者最大手3社によって採用されており、チャ

イナ・モバイルの一元化調達プロジェクトではハイエ

ンド・ストレージ検証において全サプライヤーの中で

第1位となりました。さらに当社のUDS（Universal 

Distributed Storage：ユニバーサル分散ストレー

ジ）クラウド・ストレージ・システムはボーダフォン

（Vodafone）のヨーロッパ各国の支社で商用が開始

され、IT管理サービスは南アフリカのMTN、テレフォ

ニカ（Telefonica）のコロンビア、メキシコ、ベネズ

エラ支社に導入済み、通信事業者パブリック・クラウド・

ソリューションは世界20か所で商用展開されています。

2013年度、ファーウェイはパイプ事業と、キャリア・

ソフトウェアとコア・ネットワーク分野における4領域（デ

ジタル・サービス、BSS、コア・ネットワーク、ITイン

フラストラクチャ）との連携の利点を最大限に生かし、

お客様の資産管理のためのソリューションを構築しま

した。MBB VGS（Value Growth Solution：価値成

長ソリューション）は、モバイル・ブロードバンドの

トラフィック運用を継続的に支援しており、新たに西

ヨーロッパ、南太平洋、北部ラテン・アメリカ市場で

サービス提供を開始し、お客様の高い評価を得てい

ます。また当社は、ビッグ・データやM2M（Machine 

to Machine：マシン・ツー・マシン）などの領域の

開拓においても通信事業者と協力しています。TPC

（Transaction Processing Performance Council：

トランザクション処理性能評議会）のビッグ・データ・
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ベンチマークにおける主要メンバーとなっており、当

社のビッグ・データ・プラットフォームは世界10か所

以上で商用化されています。

今後、キャリア・ソフトウェアとコア・ネットワークの

分野では、引き続き「顧客資産管理」と「ネットワー

ク資産管理」に注力し、ソフトウェア・プラットフォー

ム戦略を堅持しながら、オープンで協力的かつWin-

Winなデジタル・エコシステムを構築していきます。また、

インターネット化されたデジタル運用システムを開発

し、通信事業者の売上増加、事業モデルの最適化、

運用効率の向上を支援することで、デジタル・サービ

スへの移行に取り組む通信事業者の最良のビジネス・

パートナーとなることを目指します。

• ネットワーク・エネルギー

当社のネットワーク・エネルギー製品ラインは、LTE

やデータセンターの開発と、省エネルギーや二酸化

炭素排出量削減を進める機会を捉えることを主眼に、

主要な製品ソリューションに適した電力供給ソリュー

ションを展開しています。「効率性、安全性、信頼性、

進化への適応力」という構想を核とし、ICTにおける

電力供給需要に対応するために必要な通信およびデー

タセンター向けエネルギー・ソリューションを提供し

てきました。

世界中でLTEネットワークが急速に発展するにつれ、

通信サイトの構築や保守が複雑さを増しており、通

信事業者はネットワークの将来的な展開に備えて効

率性と信頼性の高いインテリジェントなネットワーク・

エネルギー製品を必要としています。通信エネルギー

分野では、98%の変換効率（これまでに商業化され

た製品の中で最大の効率）を備えた電力供給装置を

他社に先駆けて発売し、電力効率の高い製品とソリュー

ションをフル・ラインナップで取り揃えた業界唯一の

ベンダーとなりました。また、世界トップレベルの通

信事業者に全面的なサービスを提供し、チャイナ・モ

バイル、ボーダフォン、KPN、ブリティッシュ・テレコ

ムなど大手通信事業者の省エネルギーの実現を全方

位から支援しました。一方、発展途上国の通信事業

者は、電力不足や大量の二酸化炭素排出から、高い

OPEX（Operating Expenditure：運用コスト）に悩

まされています。そこで当社は代替エネルギー・ソリュー

ションを発表し、燃料消費を抑えることで通信事業

者のOPEXを著しく低減させ、利益の増大に貢献し

ました。エアテル（Airtel）、テレフォニカ、モビリンク

（Mobilink）、サファリコム（Safaricom）などの通信

事業者はこの代替エネルギー・ソリューションを採用

した結果、運用と保守の費用を大幅に低減し、二酸

化炭素排出量の削減も実現しています。

デジタル社会の進展に伴い、ビッグ・データ処理やク

ラウド・コンピューティング・ベースのデータセンター

が急速に発展しており、サービスの確実な継続とお

客様の投資保護のために、画期的なデータセンター

向けエネルギー・ソリューションが必要となっていま

す。ファーウェイのコンテナ型データセンター・ソリュー

ションやマクロ・モジュール型データセンター・ソリュー

ションの高度なモジュール設計は、業界内で広く認知

されるようになりました。当社のデスクトップ・クラウド・

コンテナ型データセンターは、アップタイム・インスティ

テュート（Uptime Institute）からTier III設計認証（Tier 

III Design Certification）を取得しました。ファーウェ

イとチャイナ・モバイル黒龍江省支店が共同で設立し

たモバイル・ウェアハウス・モジュール型データセンター

はデータセンター・ダイナミクス・アワード（Datacenter 

Dynamics Awards、データセンター業界の「オスカー」

として知られる）で、「最も『グリーンな』データセン

ター賞」を受賞しています。さらに、当社の高効率

UPS（Uninterruptible Power System：無停電電源

システム）の豊富なラインナップは、大・中・小さま

ざまな容量の無停電電源の需要に対応しています。

現在UPSソリューションは、ハイエンド産業や、サウ

ジ・テレコム（Saudi Telecom）、テレノール（Telenor）、

21ヴィアネット（21Vianet）などの主要通信事業者お
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よびデータセンター事業者に加え、中国の3大通信事

業者によって採用されています。これらのソリューショ

ンはヨーロッパ、アフリカ、アジア太平洋など世界中

で導入されており、あらゆる産業に無停電電源サー

ビスを提供しています。

法人向けICTソリューション事業

2013年ファーウェイの法人向け ICTソリューション事

業は「Focus（焦点化）」「Being Integrated（統合）」

戦略に沿って急速に発展しました。売上高は前年比

約32%増の152億6,300万人民元（約2,642億円※1）

に達し、製品の競争力や市場での存在感を顕著に強

めました。世界経済の回復と新たな課題を前に、当

社は機会を捉え、中国での売上高を急伸させました。

中国国外の市場においては、先進市場では西ヨーロッ

パなど、新興市場ではロシア、南アフリカ、ラテン・

アメリカなどにリソースの集約を進めました。当社は

これらの市場における法人のお客様やチャネル・パー

トナー向けビジネスで比較的早い成長を遂げ、大きく

売上を伸ばしています。

クラウド・コンピューティング、ビッグ・データ、モビリティ、

ソーシャル・ネットワーキングなどの革新的な ICT技

術の影響が増大し続け、IoT（Internet of Things：モ

ノのインターネット）やモバイル・インターネットが急

速に発展する中、現実世界とデジタル世界は加速的

に融合しています。ICT時代におけるデジタル再構築

に後押しされ、ICTは企業の生産システムやコア・コ

ンピタンスへと姿を変えつつあります。当社は引き続

きオープンで協力的な姿勢でイノベーションを実現し、

ICTインフラストラクチャ・ソリューションに焦点を絞り、

パートナーと協力しながら革新的でユニークな優れた

製品とソリューションを法人のお客様に提供していき

ます。

• 企業ネットワーク

企業ネットワークの分野では、世界初のアジャイル・

ネットワーク・ソリューションに加え、完全にプログラ

ム可能なENP（Ethernet Network Processor：イー

サネット・ネットワーク・プロセッサー）を搭載した世

界初のアジャイル・スイッチS12700を発表しました。

アジャイル・ネットワーク・ソリューションは、サービス、

ユーザー、体験を主軸とするアジャイルなネットワーク・

アーキテクチャによって、ユビキタスなサービス、包

括的なセキュリティ・コラボレーション、IP品質の感知、

有線と無線の徹底したコンバージェンス、SDNへの

スムーズな展開という5つの斬新な機能を提供し、サー

ビスに対するネットワークの機動性を高めます。IPネッ

トワーク管理モデルは、単一点のベスト・エフォート

型から完全制御型へと移行しました。CloudEngine 

12816は64Tbit/sという業界最大のスイッチング能力

に加え、1:16という驚異的な仮想化能力を有するデー

タセンター・スイッチです。次世代ファイアーウォール

製品USG6000は、業界平均を20%上回る最大6,000

のアプリケーションを認識し、お客様に精度の高いポ

リシー制御を提供します。IoTを対象にした当社初の

次世代産業スイッチング・ルーターAR530は、単一

のプラットフォームにルーティング、スイッチング、セキュ

リティ、ワイヤレス、工業用バス機能が搭載されてい

ます。

現在、企業ネットワーク製品・ソリューションは多く

のプロジェクトで展開されており、中国の国家電子政

府ネットワーク、中国農業銀行、国家電網、阿里巴

巴（アリババ）のバックボーン・ネットワーク、長江の

三峡ダムのASON（Automatically Switched Optical 

Network：自動交換光ネットワーク）、ドイツのボルシ

ア・ドルトムント・スタジアム、百度（バイドゥ）のデー

タセンター、APTサテライト社のデータセンターなど

に採用されています。
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2013年度、データ通信製品からの売上は44%増とな

りました。企業向けルーター市場での当社のシェア

は、ガートナー（Gartner）の調査では4年連続で世

界第2位となっています。また、ガートナー・マジック・

クアドラントの有線・無線LANアクセス・インフラス

トラクチャのレポートでは、当社のスイッチおよび

WLAN製品がチャレンジャーとして評価されています。

さらに、ファーウェイはTBR（Technology Business 

Research：テクノロジー・ビジネス・リサーチ）によって、

国際的なデータセンター・ネットワーキング市場で最

も急成長している会社に2年連続で選ばれています。

セキュリティ領域でも、ファイアーウォール、UTM

（Unified Threat Management：統合脅威管理）、

IPS（Intrusion Prevention System：侵入防止システ

ム）の全製品シリーズがガートナー・マジック・クアド

ラントにリストアップされました。IDCが2013年に発

表した統計によると、ファーウェイは中国でのファイアー

ウォールとUTMを合わせた市場でトップに位置して

います。

• IT

IT分野では「Make IT Simple, Make Business Agile

（ITをシンプルに、ビジネスをアジャイルに）」という

構想のもと、革新的な IT製品やソリューションを発表

しました。特出した製品としては、業界初の分散型ク

ラウド・データセンター・ソリューションFusionInsight

（1,000kmに及ぶ地理的冗長性を備えた業界初の企

業向けビッグデータ分析プラットフォーム）や、SAP 

HANA®向けのファーウェイ・アプライアンスがあります。

継続的な優れたイノベーションを通じ、当社のサー

バーはSPEC（Standard Performance Evaluation 

Corporation：標準性能評価法人）における性能

テストで新記録を連続105回樹立しました。またス

トレージ製品も、SPECの性能テストで500万OPS

（Operations Per Second：秒毎演算）、SPC（Storage 

Performance Council：ストレージ性能協議会）

によるSPC-1テストで100万 IOPS（Input/Output 

Operations Per Second：秒毎入出力演算）といった

結果を出し、製品性能において世界をリードしています。

企業向けハイエンド・ストレージ製品である

OceanStor 18000シリーズ・ストレージ・システムは、

フロスト&サリバン（Frost & Sullivan）から「2013

年度ハイエンド・ストレージ市場における新製品イ

ノベーションのリーダシップ賞（2013 New Product 

Innovation Leadership Award in High-End 

Storage Market）」を受賞したほか、ドイツのレッド・

ドット・デザインでは唯一のストレージ製品として「プ

ロダクト・デザイン賞」を受賞しました。

当社はこれまで世界中のお客様に対して330以上の

データセンターを構築してきました。当社のストレージ・

ソリューションとサーバー製品は100か国以上で展開

されています。また当社は、ボーダフォン、UCSC

（University of California at Santa Cruz：カリフォル

ニア大学サンタクルーズ校）、スイスのCSS保険、中

国工商銀行、中国建設銀行、中国農業銀行などのス

トレージ製品におけるパートナーとなっています。さ

らに金融データ向けのビッグ・データ・プラットフォー

ムを変革するために中国招商銀行とも提携したほか、

淘宝（タオバオ）が11月11日（中国では｢シングル（独身）

の日」と呼ばれ、独身者がオンライン・ショッピング

をする日とされている）に発生する大量の電子商取引

に対処するサポートも行っています。

• UC&C

UC&C（Unified Communications and Collaboration：

ユニファイド・コミュニケーション&コラボレーション）

の分野では、産業チェーンのパートナーと緊密に協力

し、基本的なプラットフォームから高度なエクスペリエ

ンスやアプリケーションに至るまで幅広いUC&Cソ

リューションを提供しています。2013年度は、96シ
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LTEへのスムーズな進化を可能にして、業界トップの

信頼性と性能を実現しました。このソリューションは

約1万4,000kmに及ぶ鉄道をカバーしており、ロシア、

南アフリカ、トルコ、モロッコ、セルビアのお客様に

広く採用されています。当社のGSM-Rソリューショ

ンは、寒冷地を走る世界初の高速鉄道として哈爾浜

（ハルビン）と大連を結ぶ哈大（はだい）旅客専用線

のスムーズな運行もサポートしました。

• BYOD

BYOD（Bring Your Own Device：業務への私的デ

バイス使用）は企業に広く受け入れられるワーク・ス

タイルとなりました。当社はパートナーとの協力の下、

豊富なアプリケーションを有するモバイル・プラット

フォームを構築し、きわめて安全性の高いワンストッ

プBYODソリューションを展開しました。このソリュー

ションはハイアール（Haier）・グループ、中国民生銀行、

南アフリカの教育庁など、大企業、金融サービス事

業者、教育機関に採用されています。

• 産業向けソリューション

産業分野では「Being Integrated（統合）」戦略に従

い、当社の主要製品をパートナー企業のソリューショ

ンに統合して、お客様により大きな価値をもたらして

います。2013年、行政機関や公的セクターにおいて、

当社のスマートシティ、電子政府、緊急指令、電子教

育、ヘルスケアのソリューションが世界中200以上のパー

トナーによって実装され、64の主要プロジェクトを支

援しました。

例えばサウジアラビアのモビリー（Mobily）はスマー

トシティ・ソリューションを採用し、効率的で安全な

都市を構築しています。またラオスでは、当社の公

共安全ソリューションにより、緊急時指令の可視化、

迅速な対応、正確な意思決定などを実現する効率的

な緊急指令システムが構築されました。

リーズのMCU（Multipoint Control Unit：多地点接

続装置）、TEシリーズのビデオ会議エンドポイント、

IVS（Intelligent Video Surveillance：インテリジェ

ント・ビデオ監視）2.0、CC（Contact Center：コン

タクト・センター）2.0など、一連の主要製品を発表

しました。当社の主要製品は、サウジアラムコ（Saudi 

Aramco）、ウズベキスタン教育省、香港の永隆銀行

など、世界各地で多くのお客様に採用されています。

ガートナーの2013年のマジック・クアドラントで当社

のUC製品はチャレンジャーのポジションを維持し、

CC製品は最上位をキープしています。IDCが発表し

たUC&C市場における2013年のMarketScapeレポー

トでは、ファーウェイのUCは「主要プレーヤー（Major 

Player）」に昇格しました。

• ワイヤレス

企業向けワイヤレスの分野では、当社のeLTEブロー

ドバンド・トランキング・ソリューションが、政府、運

輸、エネルギー産業の複数のプロジェクトで広く採用

されました。これらのプロジェクトにはベネズエラの

安全都市プロジェクト、鄭州メトロ1号線、天津市政

府のネットワーク、南京市政府のネットワーク、ガー

ナの地方自治体ネットワーク、スペインの通信事業者

IB-RED、ポーランドのオザロビッチャ（Ozarowice）

プロジェクトなどがあり、41のeLTE商業契約を獲得

しています。

鄭州メトロ1号線は、都市鉄道輸送線としては世界で

初めて4G LTE技術を採用し、当社のeLTEソリューショ

ンによってPIS（Passenger Information System：

乗客情報システム）と車載ビデオ監視サービスを実

装しました。このソリューションは、分散した構造、

干渉への脆弱性、サービス遮断といった、列車と地

上を結ぶ既存の無線システムの問題点に効率的に対

処しました。

また、GSM-Rソリューションを引き続き強化し、
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エネルギー分野では、地下採鉱通信ソリューションに

より神東煤炭集団向けに業界トップの地下高速情報

システムを構築し、高い安全性と生産性を実現しまし

た。南アフリカ最大の電力会社エスコム（Eskom）は、

当社のオール IPソリューションを採用した電力供給や

通信により、高速で信頼性の高い電力データ・ネット

ワークを構築しました。

運輸の分野では、ロシアのソチとその周辺の主要都

市を結ぶ高速鉄道に当社のGSM-Rソリューションが

採用され、ソチで行われた2014年冬季オリンピック

の成功に寄与しています。また当社のインテリジェン

トな道路交通ソリューションは、モルドバの交通渋滞

を効果的に緩和しました。

金融サービス分野においては、中国農業銀行が小切

手画像データ管理ソリューションを採用したことで

10PBに及ぶ膨大な小切手の画像データを効果的に

管理することが可能となり、管理コストを20%削減し

ています。また金融サービス業界向けデスクトップ・

セキュリティ・ソリューションにより、深セン証券取引

所や興業銀行が安全で制御可能なビジネスおよびオ

フィス向けプラットフォームを構築する支援をしました。

• チャネル・パートナー

ファーウェイの法人チャネル事業は堅調に成長を続け、

当社のチャネル・ポリシー、プロセス、IT支援システ

ムは成熟度を増しています。2013年末の時点で、提

携しているチャネル・パートナー数は世界で5,000社

を超えています。

ファーウェイはトレーニングと認証、MDF（Marketing 

Development Fund：マーケティング・デベロップメント・

ファンド）、資金調達などの面で、パートナー企業へ

の支援を拡大し、積極的に共同マーケティング活動

を行いました。パートナーの数と質はいずれも大きく

向上しており、安定したオープンなチャネル・エコシ

ステムを形成しています。

• 法人向けサービス

ファーウェイの法人向けサービスは、法人市場に対し

ネットワーク・ライフサイクル全体を網羅した ICTサー

ビスを提供しています。例として、技術コンサルティング、

ネットワーク・プランニング、ネットワーク設計、展開、

技術サポート、ネットワーク最適化に加え、技術研修・

認証および販売前研修・認証などがあります。

当社は認証、権限付与、イネーブルメント、奨励、全

般的なサービス支援などによって、サービス・パートナー

と強固なグローバル・エコシステムを構築することに

注力しています。このパートナー・エコシステムを通じ、

それぞれの利点を活用することで、お客様にサービス

を提供しています。2013年末の時点で、当社の認定

済み公認サービス・パートナーの数は800を超えてい

ます。2013年、当社はパートナーとともに5,000以上

のプロジェクトを遂行しました。

また、グローバルな ICTトレーニング・プログラムと

認証プログラムを設立しており、これにはファーウェ

イの社内トレーニング・センター、公認トレーニング・

パートナー、30以上の大学との教育プロジェクトなど

が含まれます。こうしたトレーニングおよび認証プロ

グラムにより世界中で ICTの専門家を育成しており、

2013年末時点でのトレーニング受講生は1万6,000人

以上、認証を受けたエンジニア数は3,000人を超えま

した。

情報社会は止めようのない勢いで到来しつつありま

す。どの産業や企業にとっても他人事ではありません。

企業はこうした流れに乗って、デジタル改革に向けた

先進的な ICT技術やソリューションを取り入れ、将来

を見据えて競争優位を築いていく必要があります。

2014年、ファーウェイは引き続き投資とリソースの統

合を実施し、法人向け ICTソリューション事業におけ
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るマーケティングとチャネルの機能とチームを増強す

ることを優先していきます。マーケティングを活用し

て販売促進を行い、マーケティングと販売を同等に

重要視し、革新的でユニーク、最先端でありながら

統合の容易な ICT製品とソリューションを開発し、専

門的なチャネル・パートナーを育成していきます。当

社は今後も法人市場で成長のための努力を惜しまず、

企業のお客様にとって ICTインフラの領域で最良のイ

ノベーション・パートナーとなるべく尽力していくとと

もに、ICT時代の機会や課題を積極的に捉え、技術

トレンドを把握し、顧客志向の姿勢でお客様の事業

の成功のために価値創造を続けていきます。

コンシューマー向け端末事業

4G LTEは非常に速いペースで発展を遂げており、と

りわけ中国市場は今後数年の間に世界のLTEの急成

長を牽引していくことが予想されます。これはファーウェ

イのスマート端末の急速な成長にとってかつてない機

会をもたらします。当社は4G LTEをエンド・ツー・エ

ンドで手がけるリーダーとしての利点を活かし、今後

もユーザー体験に主軸を置いた高品質な携帯端末を

発表し、ハードウェア、アプリケーション、サービスを

統合することで顧客満足度を向上させ、世界をリード

するスマート端末のブランドとなる努力を続けます。

2013年度、当社のコンシューマー向け端末事業は効

果的な成長を維持し、売上高は569億8,600万人民元

（約9,864億円※1）と、年間で約18%増加しました。

年間の総出荷台数は1億2,800万台でした。スマート

フォン事業では歴史的なブレークスルーを達成し、

世界で上位3社のスマートフォン・メーカーにランクイ

ンしました。また、品質戦略にも注力し、Ascend 

P6やAscend Mateといったフラッグシップ端末を発

表しました。Ascend P6は100か国以上で販売され、

ブランド認知と利益の両面においてめざましい成果を

上げています。Emotion UIはこれまでにないユーザー

体験を実現し、花粉倶楽部（ファーウェイ・ファン・ク

ラブ）への投資も実を結び始めました。モバイル・ブロー

ドバンドLTE市場における当社のシェアは拡大し、テ

レマティクスにおいても情勢を一変させるようなブレー

クスルーを起こしました。ホーム・アクセス市場にお

ける当社のシェアはさらに拡大し、タブレットの売上

は200%以上の増加となっています。

• スマートフォン

2013年、当社のスマートフォン出荷台数は5,200万台

に達し、年間で60%以上の増加となりました。スマー

トフォンは携帯電話出荷台数合計の87%以上を占め

ています。

チャネル・セールスからの売上高については、通信事

業者チャネルを確保する一方で、それ以外のチャネ

ルをさらに拡大しています。オープン・チャネル（オ

ンライン販売を除く）からの売上高は総売上高の

45%、オンライン販売からの売上高は5%を占めました。

• モバイル・ブロードバンド

モバイル・ブロードバンド機器の2013年のグローバル

での出荷台数は4,450万セットに達し、同市場におけ

る最大シェアを6年連続で維持しました。また、商品

ラインナップ全般の最適化も継続して行っています。

LTE製品のグローバル出荷台数は約800万台に達し、

103%の年間成長率となりました。

モバイル・ブロードバンド機器においても、チャネル

の多様化戦略を積極的に実践しています。2013年、

オープン・チャネルを通じたモバイル・ブロードバン

ド機器の出荷台数は400万セットを超え、サウジアラ

ビア、インド、ドイツ、フィリピンなど中国国外に大

規模なチャネル市場を構築しました。また、中国の

オンライン・ショッピング市場でのインターネット・マー

ケティングの取り組みも結果を出し始めています。
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• テレマティクスとホーム・デバイス

テレマティクスでは大きなブレークスルーがあり、フ

ロントエンド・モジュールについて複数の国際的な自

動車メーカーと密に連携するとともに、複数の自動車

ブランドと戦略的パートナーシップを結びました。

ホーム・デバイスからの利益も堅調な成長を示して

います。固定アクセス市場におけるシェアは14%から

21%へと拡大し、当社は無線LANルーター市場での

グローバル・リーダーとしての位置づけを維持しまし

た。また、多くの大手通信事業者やMSO（Multiple 

System Operators：複数システム・オペレーター）

とSTB（Set-Top Box：セットトップ・ボックス）製品

について協力しています。さらに、ローエンド、ミッド

レンジ、ハイエンドのタブレットで包括的な製品ポー

トフォリオを確立し、タブレットの売上は200%以上

の増加となりました。

• Emotion UI

当社のEmotion UIはこれまでにないユーザー体験を

実現しました。クラウド・サービスのユーザー数は1,000

万ユーザーを超え、アクティブ・ユーザー数は100万

人以上となっています。ユーザー・エンゲージメント

の点では革新的なマーケティング・モデルをいくつか

実施し、例えば「Tomorrow's Partners（未来のパー

トナー）」プログラムには600万人以上のファーウェイ・

ファンが参加するなど、一定の成果を上げました。

• ブランディング

当社は2013年、コンシューマー向け端末事業におい

て「Make it Possible」というブランド・プロポジショ

ンを発表し、ユーザー体験に焦点を当てたブランディ

ング・キャンペーンを世界中で実施しました。例として、

スペインのリーガ・エスパニョーラ、イタリアのACミ

ラン、ドイツのボルシア・ドルトムント、英国のアーセ

ナルといったサッカーの試合やクラブ・チームのスポ

ンサーを行ったことなどが挙げられます。

こうしたキャンペーンは、ファーウェイの携帯電話のブ

ランド認知度の上昇に大きく貢献しています。イプソ

ス（Ipsos）の調査によると、2013年、当社の携帯電

話に対する世界的なブランド認知度は前年比110%増

となる52%に達しました。この数字は中国では68%

と、前年比113%の増加となっています。さらに、ヨー

ロッパ、南米、南西アフリカでも認知度が高まり、

増加率はドイツで230%、イタリアで213%、英国で

200%、スペインで140%でした。

ファーウェイのコンシューマー向け端末事業は、行動

力と理想を持つ人たち、つまり努力によって夢は実現

できるというビジョンや自発性、信念を持ったチャレ

ンジャーを対象としています。当社は世界中の消費者

に最新技術を届けることを目指しています。製品開発

においては、ユーザー体験の向上を最重要事項とし、

品質戦略を着実に実行して、消費者の要望に合わせ

たイノベーションを実現するために技術的制限を打ち

破ろうと努めています。そうすることで、世界中でよ

り多くの人たちが技術的進歩の恩恵を享受し、夢を

実現する手助けをします。Ascendの製品ラインナッ

プには、技術を極めたDシリーズ、ファッション性を

極めたPシリーズ、性能と価格を最良の形で融合さ

せたGシリーズ、最も手頃な価格のYシリーズなどが

あります。

将来的に当社は、4G LTEのインテリジェント技術に

おける強みを活用し、不可能を可能にすべく尽力し、

ユビキタスな高速接続を消費者に提供していきたい

と考えています。当社の目標は、先進的な技術によ

り優れた体験をお客様に提供することです。

• チャネル開発

2013年、当社はチャネル開発において特筆すべき成
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果を上げています。オープン・チャネルからの売上高

は前年比98%の成長を達成し、中国、ロシア、イタリア、

英国、サウジアラビア、フィリピン、南アフリカなど全

売上高のうち小売が高い割合を占めるオープン・マー

ケットでは、当社のスマートフォンの売上高は80%以

上の伸びを示しています。

さらに、中国、西ヨーロッパ、中東、東南アジアといっ

た市場では、販売代理店や小売業者と戦略的パート

ナーシップを提携することで、大幅な売上の促進を

実現しています。

オンライン販売チャネルの開発についても、2013年

には売上が伸び、成果が見え始めました。Ascend 

Mate、Honor 3 Outdoor、MediaQ M310、Honor 

3C、Honor 3Xなど、当社の製品の多くはオンライ

ンでのベストセラーを維持しています。1,000万人以

上のユーザーがHonor 3Cを先行予約し、ファーウェ

イの携帯電話の売上で新記録を達成しました。

4G LTEの開発は世界中で本格化しており、「ボーダー

レス・ネットワーク」が現実となりつつあります。さま

ざまな4G LTE製品や将来性のあるファーウェイの革

新技術により、消費者はウルトラ・ブロードバンドを

利用していつでもどこでも待ち時間なしでネットワー

クに接続できるようになります。このような「つながっ

た」世界では、消費者は会社でも移動中でも自宅でも、

よりいっそうの利便性と機会を享受することができ、

スマート端末は消費者にとって最も重要な携行品とな

ります。ファーウェイはスマート端末の分野において

は後発参入企業ですが、4G LTEを戦略上の貴重な

機会とし、4G LTEネットワークや先端技術、特許に

おける強みを活用することで世界中の競合他社を凌

ごうとしています。通信分野で証明された実績を元に、

当社はこの歴史的な機会をつかみ、卓越した体験と

より多くの驚きを世界中の消費者に届けていきます。

※1 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）

※2 1米ドルあたり104.87円で換算（2013年12月31日現在）
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経営成績

単位：百万人民元

2013 2012

再発表値

前年比（％）

売上高 239,025 220,198 8.5%

粗利益 98,020 87,686 11.8%

－粗利率 41.0% 39.8% 1.2%

営業費用 68,892 67,028 2.8%

－売上高に占める割合 28.8% 30.4% (1.6%)

営業利益 29,128 20,658 41.0%

－営業利益率 12.2% 9.4% 2.8%

純金融費用 3,942 2,039 93.3%

所得税 4,159 2,758 50.8%

純利益 21,003 15,624 34.4%

2013年の売上高は前年比8.5%増の2,390億2,500万人民元（約4兆1,375億円※）、純利益は前年比34.4%増の

210億300万人民元（約3,636億円※）となりました。利益の増加は主に、継続的な内部の経営改革によって営

業コストを削減したことによります。法人向け ICTソリューション事業の売上比率と、コンシューマー向け端末

事業の利益が増加したことで、粗利益率は前年比1.2ポイント増加しました。
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営業費用

単位：百万人民元

2013 2012

再発表値

前年比（％）

研究開発費 30,672 29,747 3.1%

－売上高に占める割合 12.8% 13.5% (0.7%)

販売および一般管理費 38,943 38,667 0.7%

－売上高に占める割合 16.3% 17.6% (1.3%)

その他の営業費用 (723) (1,386) (47.8%)

－売上高に占める割合 (0.3%) (0.6%) 0.3%

総営業費用 68,892 67,028 2.8%

－売上高に占める割合 28.8% 30.4% (1.6%)

2013年、営業費用が売上高に占める割合は前年比1.6ポイント減少しました。これは、営業効率の継続的な向

上を目指す内部の取り組みによるものです。その他の営業費の割合が前年比0.3%増加したものの、SG&A（販

売および一般管理費）の割合は1.3ポイント、R&D（研究開発）費の割合は0.7ポイント減少しました。

純金融費用

単位：百万人民元

2013 2012

再発表値

前年比（％）

為替差損 3,686 1,085 239.7%

その他の金融費用 256 954 (73.2%)

純金融費用 3,942 2,039 93.3%

2013年の純金融費用は前年比19億300万人民元（約329億円※）増加し、39億4,200万人民元（約682億円※）

となりました。これは、その他の金融費用が前年比6億9.800万人民元（約121億円※）減少したものの、為替

差損が26億100万人民元（約450億円※）増加したためです。 

※  1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）
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財務状況

単位：百万人民元 2013年12月31日 2012年12月31日 前年比（％）

固定資産 44,688 40,538 10.2%

流動資産 186,844 169,468 10.3%

総資産 231,532 210,006 10.3%

内訳：現金・預金および短期投資 81,944 71,649 14.4%

売掛金 59,880 55,101 8.7%

棚卸資産 24,929 22,237 12.1%

固定負債 33,602 29,351 14.5%

内訳：長期借入金
19,990 16,077 24.3%

流動負債 111,664 105,631 5.7%

内訳：短期借入金 3,043 4,677 (34.9%)

買掛金 31,290 33,536 (6.7%)

自己資本 86,266 75,024 15.0%

負債・資本合計 231,532 210,006 10.3%

当事業年度末の現金・預金および短期投資の合計は、前事業年度末比14.4%増の819億4,400万人民元（約1

兆4,185億円※）となりました。

当事業年度のDSO（Days Sales Outstanding：売掛金回収日数）は前事業年度と同じく90日となりました。

棚卸資産は前事業年度末に比べ12.1%増加しました。ITO（Inventory Turnover Days：棚卸資産回転日数）は

前事業年度の60日から4日増加し、64日となりました。

買掛金は前事業年度末に比べ6.7%減少しました。当事業年度のDPO（Days Payable Outstanding：買掛金

支払日数）は前事業年度から11日短縮し、80日となりました。

当事業年度末の長期・短期借入金合計は前事業年度末から11.0%増加し、230億3,300万人民元（約3,987億円※）

となりました。 

※ 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）
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営業活動によるキャッシュフロー

単位：百万人民元

2013 2012

再発表値

前年比（％）

純利益 21,003 15,624 34.4%

減価償却費および営業外費用の調整 5,550 3,164 75.4%

確定給付債務の保険数理上の損失 (618) (244) 153.3%

営業活動に係る資産および負債の増減
調整前のキャッシュフロー

25,935 18,544 39.9%

営業活動に係る資産および負債の増減 (3,381) 6,425 (152.6%)

営業活動によるキャッシュフロー 22,554 24,969 (9.7%)

当事業年度の営業活動によるキャッシュフローは前年比9.7%減の225億5,400万人民元（約3,904億円※）とな

りました。コンシューマー向け端末事業と法人向け ICTソリューション事業の急速な発達と内部の管理運営コス

トの削減により純利益は前年比34.4%増加し、減価償却費および営業外費用の調整は前年比23億8,6000万人

民元（約413億円※）増の55億5,000万人民元（約961円※）でしたが、営業活動に係る資産および負債はマイナ

ス33億8,100万人民元（約585億円※）となりました。

※ 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）

金融リスクの管理

2013年、当社は金融リスクに対する抵抗力の強化と事業発展に向けて、引き続き既存の金融リスク管理の方針

とプロセスを変更・改善しました。

信用リスクの管理

• 与信リスク

当社は独自の与信管理方針、業務体制、プロセス、ITシステムおよび与信リスク評価ツールを構築し、全世界

で一貫して与信管理に活用しています。また、すべての地域と事業単位を管轄する専門の与信管理部門を設け

ています。与信リスク評価モデルを利用して、お客様の信用格付けと与信限度を決定しています。さらに、エン

ド・ツー・エンドの販売サイクルの主要プロセスに複数のリスク管理ポイントを設け、与信リスクをクローズド・ルー

プで管理しています。与信管理部門では全世界の与信リスク・エクスポージャーの評価と潜在的損失の見積り

を定期的に行い、必要に応じて貸倒引当金を計上しています。特定のお客様の売掛金残高にかかわり与信リス

クが過大となった場合には、特別な処理を施しリスクを軽減しています。
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• 販売金融

当社のグローバル販売金融チームは、お客様と緊密にやりとりすることでお客様の資金ニーズを把握し、世界

中のさまざまな金融リソースを活用しています。金融機関とお客様との橋渡しをしながら、販売金融チームはお

客様の成功に継続的に貢献できる専門的な金融ソリューションを提案しています。輸出信用、リース、売掛債

権の買取については第三者金融機関と提携してそのメリットを活用し、付帯するリスクをそれらの金融機関が負

担しています。当社は金融に関する体系的な方針とプロジェクト承認プロセスを確立し、金融リスク・エクスポー

ジャーを厳格に管理しています。また、特定のプロジェクトについてのみ金融機関とリスクを分担し、偶発損失

引当金を計上してリスク管理を徹底しています。

市場リスクの管理

• 為替リスク

当社の機能通貨は人民元であり、人民元以外の通貨での売買および金融取引が関わる為替エクスポージャを

主に米ドルとユーロで有しています。当社は自社の為替方針に従い、為替エクスポージャが重大な場合には、

市場の流動性やコストを勘案し、ヘッジしています。為替ヘッジの評価にはVaR※（Value at Risk：バリュー・アッ

ト・リスク）モデルを用い、以下のような手法でこうしたリスクを軽減しています。

■ ナチュラル・ヘッジ：外貨による売掛金と買掛金を可能なかぎり近い額にするよう事業運営を行う。

■ 金融ヘッジ：ナチュラル・ヘッジによって為替差損を相殺できない外貨については、短期および長期外国債によっ

てリスクをヘッジする。

その他の条件に変更がない場合、為替レートの変動による当社の純利益への影響は次の通りです。

純利益への影響

単位：百万人民元

2013

米ドルに対し5%の人民元上昇 (1,454)

ユーロに対し5%の人民元上昇 (173)

2012

米ドルに対し5%の人民元上昇 (1,009)

ユーロに対し5%の人民元上昇 (140)

※ VaRモデルは統計ツールです。ファーウェイはこのモデルを使用し、為替エクスポージャの定量値を推定しています。こ

れは一定の期間内において特定の信頼水準で、当社の外貨による純資産、為替相場変動の推移、為替レート間の相関性

に基づき推定されます。
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• 金利リスク

当社の金利リスクは長期借入金および長期売掛金から発生します。当社は金利リスクの分析をもとに、固定金

利および変動金利の両方の借入を銀行から行うことにより、金利リスクを軽減しています。

2013年12月31日現在、当社が保有する有利子長期金融商品は次の通りです。

2013 2012

実効金利 金額

単位：百万人民元

実効金利 金額

単位：百万人民元

固定金利長期金融商品

－長期売掛金 – – 1.98% (70)

－長期借入金 4.59% 3,722 4.60% 3,788

合計 3,722 3,718

変動金利長期金融商品

－長期売掛金 – – 4.20% (337)

－長期借入金 2.41% 16,268 2.24% 12,289

合計 16,268 11,952

2013年12月31日現在、その他の変数が一定であると想定した場合、金利が50ベーシスポイント変動すると、当

社の純利益および自己資本は8,100万人民元（約14億211万円※1）（2012年は6,500万人民元（約8億9,635万円※2））

変動します。当社が事業年度末に保有する、金利変動による公正価値変動リスクの影響を受ける金融商品につ

いては、上述の感応度解析における純利益および自己資本への影響は、事業年度末に金利が変動すると仮定し、

新たな金利に基づいて金融商品を再評価した金額となります。当社が事業年度末に保有する、金利変動による

キャッシュフロー・リスクの影響を受ける変動金利および非デリバティブ金融商品については、上述の感応度解

析における純利益および自己資本への影響は、金利変動を勘案し年単位で予測された支払利息または受取利

息への影響となります。前年度の分析も同一の仮定と方法に基づくものです。
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資金調達にかかわる流動性リスクの管理

当社は短期・中期・長期の流動性のニーズをより正確に評価できるよう、キャッシュフロー計画の策定、予算や

予測のシステムに対する改善を続けました。例えば、現金および預金の集中的管理、合理的な資金レベルの維持、

十分な短期借入枠の確保など、全体的な流動性のニーズを満たすため数多くの慎重な施策を行ってきました。

2013年、ファーウェイは流動性リスクの監視・管理機能のさらなる強化のため、ロンドンにFRCC（Financial 

Risk Control Center：金融リスク管理センター）を開設し、国際的な流動性リスクを監視するチームを設けました。

2013年12月31日現在、現金・預金および短期投資は前事業年度末比14.4%増の819億4,400万人民元（約1兆

4,184億円※1）となりました。十分な資本準備金と安定した営業活動によるキャッシュフローにより、流動性リ

スクと借入リスクを管理し、安定した財政状態を確保することができました。

• 流動性の動き

単位：百万人民元 2013年 2012年 前年比（％）

営業活動によるキャッシュフロー 22,554 24,969 (9.7%)

現金・預金および短期投資 81,944 71,649 14.4%

長期・短期借入金 23,033 20,754 11.0%

流動性リスクの管理に加え、当社は負債の返済計画をより合理的なレベルに最適化しました。

単位：百万人民元 1年以下 1年以上

総借入金残高 3,043 19,990

※1 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）

※2 1人民元あたり13.79円で換算（2012年12月31日現在）
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研究開発

ファーウェイはドイツ、スウェーデン、アメリカ、インド、

ロシア、日本、カナダ、トルコ、中国など各国に16の

R&D（Research and Development：研究開発）セ

ンターを設置しており、世界の全従業員の45%にあ

たる約7万人が製品とソリューションの研究開発に従

事しています。

当社は、待ち時間ゼロの優れたユーザー体験を実現

する、より広く、スマートで、エネルギー効率の高い

パイプを提供するために、ICT分野の主要な技術、

アーキテクチャ、標準への投資に力を入れています。

また、継続的なイノベーションによって、5G通信、ネッ

トワーク・アーキテクチャ、コンピューティング、スト

レージといった分野で特筆すべき成果を挙げてきまし

た。さらに通信業界、学術機関、研究機関のパート

ナーとの密接な連携の下、未来型ネットワークの研究、

イノベーション、導入をリードするとともに、先端技術

をお客様の競争力やビジネスの成功へとつなげるため、

主な通信事業者と28の共同イノベーション・センター

を開設しています。

2013年12月31日現在、ファーウェイの申請済み特許

件数は、中国国内で4万4,168件、中国国外で1万8,791

件、PCT（Patent Cooperation Treaty：特許協力条約）

に基づくものが1万4,555件でした。このうち3万6,511

件の特許を取得しています。

当社は通信業界の主な国際標準を採用し、世界の主

要な通信事業者と密接に協力しながら、ICT業界の

発展に積極的に貢献しています。

2013年は、WRC-15（World Radiocommunication 

Conference 2015：世界無線通信会議2015）で IMT

（International Mobile Telephony：国際モバイル通

信規格）に向け少なくとも追加で500MHzスペクトル

を開放するよう積極的に働きかけたほか、『5G：テク

ノロジー・ビジョン』と題した白書を発行しました。

さらにSAE（System Architecture Evolution：シス

テム・アーキテクチャ・エボリューション）やPCC（Policy 

and Charging Control：ポリシーおよび課金制御）

の分野では、サービス・エクスポージャやサービス・

チェイニングといったネットワーク機能を推進しました。

そのほか、以下のような取り組みを実施しました。

■ NFV（Network Functions Visualization：ネッ

トワーク機能の仮想化）標準の開発をリード

■ ICTコンバージェンスの標準エコシステムを構築

■ キャリアSDNの発展を推進

■ 相互運用性と堅牢性を高めるIP／インターネット

のセキュリティ規則の策定を促進

■ Flex-OTN標準をリードし、100GE／400GE標

準への多大な貢献を認められる

■ IEEE 802.11における次世代Wi-Fi標準に向けた

研究を開始、主導

2013年末までにファーウェイは、170を超える業界

標準化団体やオープン･ソース団体に参加していま

す。例として、3GPP（3rd Generation Partnership 

Project：第三世代パートナーシップ・プロジェクト）、

IETF（Internet Engineering Task Force：インターネッ

ト・エンジニアリング・タスクフォース）、IEEE（Institute 

of Electrical and Electronics Engineers：米国電気

電子学会）、ITU（International Telecommunication 

Union：国際電気通信連合）、BBF（Broadband 

Forum：ブロードバンド・フォーラム）、ETSI（European 

Telecommunications Standards Institute：欧 州

電気通信標準化機構）、TMF（TeleManagement 

Forum：テレマネジメント・フォーラム）、WFA（WiFi 

Alliance：WiFi ア ラ イ ア ン ス ）、CCSA（China 

Communications Standards Association：中国通

信標準化協会）、GSMA（GSM Association：GSM

アソシエーション）、OMA（Open Mobile Alliance：

オープン・モバイル・アライアンス）、ONF（Open 

Network Foundation：オープン・ネットワーク・ファ
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ウンデーション）、INCITS（International Committee 

for Information Technology Standards：情報技術規

格国際委員会）、OpenStack（オープンスタック）、

OpenDaylight（オープンデイライト）などが挙げられ

ます。

ファーウェイの2013年度の研究開発費は306億7,200

万人民元（約5,309億円※）に達し、年間売上高の

12.8%を占めています。当社の過去10年間の研究開

発費は累積で1,510億人民元（約2兆6,138億円※）を

超えました。 

※1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）

サイバー・セキュリティー

ファーウェイは、エンド･ツー･エンドのグローバル・

サイバー・セキュリティ保証システムを構築し、それ

を十全に実施していくことを、重要な企業戦略とみな

しています。また、サイバー・セキュリティは国際社

会が共同で取り組むべき課題であると考えています。

グローバル規模のサイバー・セキュリティの脅威に対

し有効に対処していくためには、サプライヤー、お客

様、各国政府の間での国際的な協力が不可欠です。

したがって、すべてのステークホルダーが知識と専門

性を共有し、実践的かつ協力的な姿勢で、技術の悪

用によりもたらされる想定外のリスクを減らす努力を

することが必要です。

2013年度、グローバル・サイバー・セキュリティー責

任者であるジョン・サフォーク（John Suffolk）は『サ

イバー・セキュリティに対するファーウェイの視点と取

り組み：サイバー・セキュリティをファーウェイのDNA

に―統合プロセス、指針、標準』と題した提言レポー

トの第2版を発表しました。この提言レポートは、サ

イバー・セキュリティをどのように当社のDNAに組み

込み、サイバー・セキュリティの統一的な国際標準の

策定と実施をどう推進していくかという点を考察して

います。当社はサイバー・セキュリティ分野における

見識と実践を共有していくことで、より幅広い課題に

ついて、官民の垣根を越えた合理的・協力的・建設

的でオープンな対話を実現し、サイバー・セキュリティ

という共通の目標を達成していきたいと考えています。

2013年度は会社のあらゆる側面を最適化してサイ

バー・セキュリティの課題に対処し、戦略とガバナンス、

標準とプロセス、法律と規制、人材管理、研究開発、

検証、サードパーティ・サプライヤーの管理、製造、

デリバリー、問題への対処、トレーサビリティ、監査

など、当社のエンド･ツー･エンドの企業方針やプロ

セスにサイバー・セキュリティ要件を組み込んできま

した。また、従業員は日常業務を改善し、お客様に

より安全な製品、ソリューション、サービスを提供す

ることに尽力してきました。

■ 2013年も引き続きすべての従業員にサイバー・

セキュリティに関するトレーニングや教育を実施し、

全社でサイバー・セキュリティに対する意識を高め、

従業員の行動を規制するような雰囲気や企業文

化を築きました。

■ IPD（Integrated Product Development：統合

製品開発）プロセスにサイバー・セキュリティ要

件を組み込み、全従業員の日常業務と各製品・

サービスにこうした要件を取り込みました。つまり、

サイバー・セキュリティは今や全員の取り組みとなっ

たといえます。また、セキュリティを視野に入れ

て製品の設計、開発、デリバリーを実施するよ

う従業員を指導する取り組みを改善しました。

個別の検証に加え、業務の各ステップごとに検査、

改善、自動化ができるようになっています。

■ サイバー・セキュリティ技術力センターの持つ機

能を大幅に強化・改善し、設計段階でセキュリティ

を組み込み、製品の堅牢性とプライバシー保護

を増強しました。
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■ 多層構造のサイバー・セキュリティ評価システム

を作り上げたことで、当社の社内サイバー・セキュ

リティ・ラボ、英国のCSEC（Cyber Security 

Evaluation Centre：サイバー・セキュリティ評価

センター）、お客様の評価チーム、サードパーティ

の監査・評価チームなど異なるチームが製品の

独立したテストと評価を実施することが可能とな

りました。これにより、お客様に最適なセキュリ

ティ保証を提供し続けています。

■ 当社の認定サプライヤーのデリバリーとセキュリ

ティ機能を監視・評価するため、包括的なサプ

ライヤー管理システムを改善しました。納品する

製品やサービスの品質とセキュリティの向上に貢

献し、お客様に利益をもたらすようなサプライヤー

を選定しています。

■ 当社の製造力はセキュリティ能力と歩調を合わせ

る形で向上を続けています。標準化されたエン

ド･ツー･エンドの製造サプライ・チェーン・シス

テムにより、製品の品質を維持しながら、製造

過程におけるセキュリティ・リスクを安全な方法

でより効率的に解消し、ハードウェアとソフトウェ

アの完全性を保証しています。

■ サイバー・セキュリティ管理の主要な要件をすべ

てのサービス・デリバリー活動に組み込み、お客

様のネットワークへのアクセス権を持つ従業員を

厳密に管理することで、納品する製品やサービ

スのセキュリティを強化しています。

■ 問題が発生した場合や、お客様と研究員がセキュ

リティ上問題となりうる事象を確認した場合に

は、密接に連携したPSIRT（Product Security 

Incident Response Team：製品セキュリティ・

インシデント対応チーム）と中核的R&Dプロセ

スを介し、あらゆる脆弱性に迅速かつ効率的に

対処します。さらに、バーコード・システムと電

子化された製造システムにより、わずか数分で

コンポーネントの98%を前方または後方に追跡

することができます。

■ 企業や部門の報告が真正かつ有効であることを

保障するという点で、監査が重要な役割を果た

すことから、当社では社内監査チームがサイバー・

セキュリティの指針、プロセス、標準が確実に

実施されるよう監視しています。これにより、よ

り効果的で包括的なサイバー・セキュリティの管

理が可能となっています。

ファーウェイは透明性の高いオープンな組織を目指し、

お客様、同業他社、政府機関、メディアなどすべて

のステークホルダーと頻繁に十分な話し合いの場を

積極的に設けています。こうした対話を通じて、サイ

バー･セキュリティに対する理解を促進し、セキュリティ・

リスクの低減に対する見解やアイデアを募り、サイバー・

セキュリティに関する信頼性を共同で高めたいと考え

ています。

当社は過去や現在のサイバー・セキュリティ問題を解

決するばかりではなく、将来的な発展に向けた基礎

を築きたいと考えています。製品やサービスの設計・

開発・配備などにおけるセキュリティへの対応力を高

めるため、強い信念を持ってあらゆるステークホル

ダーと協力していきます。当社は今後もサイバー・セ

キュリティ保証を会社の中核戦略と位置づけ、オープ

ンで透明性のある方針を維持し、責任ある運営により、

将来のサイバー世界が安全なものとなるよう尽力して

いきます。
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重要な会計上の見積もり

本報告書の「経営成績の検討と分析」の基となる連

結財務諸表は、国際財務報告基準（IFRS）を遵守し

ています。詳細については、連結財務諸表の1(a)を

参照してください。

IFRSを適用する場合、会社は報告する財務状況と

経営成績に直接影響を及ぼす可能性のある判断、見

積り、および仮定を行う必要があります。当社の経営

陣は、以下に示す会計上の見積りと仮定が、連結財

務諸表において最も重要であると考えています。

収益認識

収益の測定・認識にかかわる会計ルールを適用する

際は、重要な判断と見積りが必要になります。たと

え販売する製品が同一であっても、契約条件を分析

したのちに異なる会計処理を施すことがあります。製

品とともに機器の設置、トレーニングの実施などのサー

ビスを提供・販売する場合、当社はまずそれらを会

計上、個別に処理すべきかどうかを判断し、それに従っ

て収益を認識します。さらに、同じお客様を相手に

複数の取引を行う場合、契約条件に基づいて別々の

契約を1つの合意としてみなす方が適切であるかどう

かも考慮します。設置が必要とされる機器の納入と

検収をお客様が別々の段階で実施した場合、当社は

終了したプロジェクトをお客様が利用できるかどうか、

入手した納品書から支払いが確認できるかどうかを

判断したうえで、収益を段階的に認識すべきかどうか

を決定します。

収益認識は、お客様の信用度を含むさまざまな要因

に左右されます。当社は、これらの要因の見積りを

定期的に見直し、その妥当性を評価します。見積り

が変更されれば、収益はその影響を受けることにな

ります。

建設契約の場合、収益認識は、当該日までに発生し

た契約コストが見積り総契約コストに占める割合に基

づく工事進行基準（POC）によって行われます。見

積りによって利益にならないことが判明した時点で、

契約の残余部分のトータルの見積り損失を即座に費

用として認識します。

貸倒引当金

売掛金残高合計は、前事業年度末では585億8,800

万人民元（約8,079 億円※1）でしたが、当事業年度

末では642億2,000万人民元（約1兆1,116 億円※2）と

なりました。貸倒引当金は、前事業年度末では売掛

金残高合計の6.0%にあたる34億8,700万人民元（約

481 億円※1）でしたが、当事業年度末では売掛金残

高合計の6.8%にあたる43億4,000万人民元（約751 

億円※2）となりました。引当金はお客様からの売掛

金の回収可能性に基づいて推定されます。当社は過

去の回収実績、お客様の信用度、売掛金の経過期間、

お客様を取り巻く環境などの要因を考慮して、引当

金の見直しを定期的に行っています。

損益計算書に計上された貸倒引当金繰入額は、前事

業年度末では34億7,900万人民元（約480 億円※1）

でしたが、当事業年度末では10億7,500万人民元（約

186 億円※2）となりました。主要なお客様の信用度

が悪化したり、債務不履行のリスクが過去の傾向を

上回る場合には、回収可能額の見積りが過大であり

引当金の積み増しが必要であるという事態も考えら

れます。その場合には、当社の利益に悪影響を及ぼ

す可能性があります。

棚卸資産の償却

棚卸資産残高は、前事業年度末では222億3,700万

人民元（約3,066 億円※1）でしたが、当事業年度末

では249億2,900万人民元（約4,315 億円※2）となり

ました。棚卸資産は原価と正味実現可能価額のいず
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れか低い額をもって計上されます。また、原価と正味

実現可能価額の差額を棚卸資産引当金として計上し

ます。正味実現可能価額とは、通常の営業過程での

見積り販売価額から、見積り完成費用と販売に必要

な見積り費用を控除したものです。正味実現可能価

額の算出に際しては、保有している棚卸資産の目的、

棚卸資産の経過期間、回転日数と棚卸資産利用の割

合、棚卸資産の種別と状態、棚卸資産の価値に重大

な影響を及ぼす後発事象などを考慮します。当社は

棚卸資産を定期的に見直し、正確性と合理性を確保

しています。

損益計算書に計上された棚卸資産の評価減は、前事

業年度末では1,700万人民元（約2 億円※1）でしたが、

当事業年度末では12億3,100万人民元（約213 億円※2）

となりました。

製品保証引当金

当社は収益の認識において、製品の保証義務のもと

で将来発生しうる債務を見積もり、製品保証引当金

として計上しています。製品保証債務は、前事業年

度末では24億700万人民元（約332 億円※1）でしたが、

当事業年度末では29億6,300万人民元（約513 億円

※2）となりました。当社の一般的な製品保証期間は

12か月です。製品保証の費用は過去の材料費、技術

的サポートの労務費、および間接費支出に基づいて、

原価の一部として認識されます。

製品保証引当金は、前事業年度末では28億4,400万

人民元（約392 億円※1）でしたが、当事業年度末で

は34億9,100万人民元（約604 億円※2）となりました。

製品保証の要求や保証サービスの費用が増加する場

合には、実際の製品保証コストが製品保証引当金を

上回り、その結果、粗利益に影響を及ぼすことがあ

ります。

所得税

当社は、中国や諸外国で所得税を課税されています。

そのため、所得税納付に備えて連結引当金を計上す

る上で、重要な判断が求められます。

通常の事業過程では、最終的な税額が明確にならな

い取引が多数あります。こうした状況を踏まえ、当社

は税の追加徴収の可能性も考慮して税金負債を認識

しています。将来の税金負債については、過去の実

例と税法の解釈などを検討した上で税金負債を計上

しています。また、繰延税金資産は、将来の実現性

の高い課税所得予測に基づいた利用可能額を計上し

ています。

租税の査定と認識は見積りと仮定に依存し、場合に

よっては将来の事象について複雑な判断が必要とな

ります。その結果、最終的な課税額が当初計上した

額と異なる場合があります。こうした差異は、その決

定が下される期間の所得税と繰り延べ税金引当額に

影響を及ぼします。

※1 1人民元あたり13.79円で換算（2012年12月31日現在）

※2 1人民元あたり17.31円で換算（2013年12月31日現在）
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人間社会と文明の進化の歴史は科学技術の発展の歴

史でもあります。さまざまな独創的なインターネット

のイノベーションに集約される過去半世紀の数多くの

ICT技術は、時間や場所の制約を取り除き、人類の

文明をかつてない新しいフロンティアに至らせています。

今、あらゆる場所でネットワーク・アクセスや情報が

手に入る時代を迎えようとしていますが、これはより

大きな情報革命の第一歩にすぎません。私たちは今、

来るべきデジタル社会の扉を開けようとしています。

「Internet+」がデジタル世界と現実世界の融合を促

し、情報革命の次の波を形成

今日私たちはインターネットや情報が遍在する時代に

生きていますが、デジタル世界と現実世界はいまだ

お互いに平行線をたどり、緊密に絡み合ってはいませ

ん。今後はすべての産業界や企業にとって「Internet+」

がイノベーションの焦点となることが予測されます。

特に従来型の産業や企業はインターネットの力を活用

することでデジタル改革を実現する必要に迫られてお

り、これにより現実世界とデジタル世界の融合が深

化していくでしょう。こうした改革は、今後の成長の

ための新たな動向となっています。

インターネットは単なるインフラではなく、まっ

たく新しい世界観

インターネットの本質は、時間や場所を問わず接続

できるということです。インターネットは電気と同じよ

うにインフラの一部であり、社会の生産性を大幅に

上げ、コスト削減に貢献しています。しかし、インター

ネットの価値は接続を提供するにとどまりません。そ

の影響は深遠で革新的であり、人々 、企業とその顧客、

ビジネス・パートナーの間で「すべてが距離感なくつ

ながる」ことを核とするまったく新しい世界観をもた

らします。

業界動向

したがって、企業はインターネットを単に従来のモデ

ルに上乗せするツールとして使うのではなく、インター

ネットを軸として世界の見方や、ビジネス、マーケティ

ング、研究開発、運用やサービスのモデルを再構築

していく必要があります。そのなかでも世界観の再構

築は、それに続く取り組みを決定するための最重要

事項です。

インターネットは価値の提供から価値の創造へと浸

透し、従来型産業を再定義する

事業プロセスはいくら複雑なものでも、主に価値の

創造と価値の提供から成り立っています。価値の提

供とは通常、情報のフロー、資本のフロー、ロジスティ

クスのフローと呼ばれるもので、これら3つのフロー

はすべて、急増する電子商取引プラットフォームに吸

収されています。つまり、インターネットは価値の提

供のプロセスに完全に浸透し、それを変化させてき

ました。結果としてデジタル世界と現実世界が融合し、

ビジネス・チェーンは再構成され、多くの中間プロセ

スが削減あるいは廃止されます。

現在、インターネットは価値の創造にも浸透しつつあり、

特に研究開発と製造の分野では顕著です。この浸透

は総合的なもので、テスラ（Tesla）が ITとインターネッ

トを使って自動車を再定義した例に見られるように技

術的な側面もあれば、ユーザー参加型やクラウド・ソー

シングといった方向に研究開発モデルが変換していく

ことも示唆しています。製造分野もこうした変化と無

関係ではいられません。蒸気機関、電気、ITに続き、

インターネットが第4次産業革命を牽引し、効率的な

大量生産と多様な手工業生産との統合を可能にして

います。インターネットとICTが価値の創造の領域に

浸透することで、デジタル世界と現実世界の融合が

より深まっていきます。従来型産業の変換が今まさに

始まったのです。

デジタル化のトレンドに乗り新たな産業時代へ
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今日のビジネスにおけるコア・コンピタンスである

データ解析により、インターネットは情報の独占と非

対称を一新する

インターネットは情報の伝達とアクセスを非常に簡単

にするため、特定の産業や企業は従来のように知識

と情報を独占できなくなり、そこに高い価値を見出す

ことが難しくなっています。しかし、すべての物事に

は二面性があります。インターネットはこれまでの独

占状態を崩す一方で、より高い次元において情報の

新たな独占と非対称を作り出しています。大手インター

ネット企業は大量のユーザー・データと取引データを

収集し、ビッグ・データ解析を活用してユーザーの行

動を完全に把握しようとしています。これにより、他

の企業やサービス・プロバイダーに対して優位となる

新たな独占と非対称が生まれます。すなわち、より

高次の新たな独占が姿を現しているのです。情報が

物理的なインフラよりも重要な資産となった今、情報

とデータの運用は現在のみならず将来的にも、きわ

めて重要なコア・コンピタンスであり続けるでしょう。

バリュー・チェーンの力がユーザーに移るなか、ユー

ザーの集合的な英知を結集した高次のユーザー中心

主義が求められる

従来型の情報独占の形が崩れ、情報の透明性が全

般的に増すなか、ユーザーはより大きな力を手に入

れつつあります。企業は顧客の要求に応え、それを

満たすだけでは不十分となりました。要件の収集か

ら製品の着想と設計、研究開発、テスト、製造、マー

ケティング、アフター・セールスに至るまで、すべての

ビジネス・プロセスにユーザーを組み入れるような、

より高次のユーザー中心主義が必要となります。ユー

ザーの集合的な知恵を活用することによってのみ、

企業は顧客とともに成功することができるのです。

インターネットの世界観の中核にあるのはユーザー中

心主義といっても過言ではありません。製品設計、優

れたエクスペリエンスの提供、口コミによるブランド・

イメージの促進にはユーザーの参加が不可欠です。

しかしそのためには、オンラインのコミュニティやユー

ザー・フォーラムを作りさえすればいいというわけで

はなく、経営、研究開発、技術的なアーキテクチャ

の変換が必要となります。

ICTは企業の競争力の中核としてイノベーションと市

場の再定義を可能にする

情報化の時代においては、企業 ICTシステムは効率

を高めコストを削減する支援システムにとどまらず、

お客様志向のビジネスと生産のシステムとなっており、

「デジタル管理とIT資産」から「デジタル製品とデー

タ資産」へと焦点が移行しています。ICTは企業の

ビジネスの発展を後押しし、イノベーションを実現さ

せて市場を再定義を可能にするコア・コンピタンスとなっ

たといえます。これは自動車製造業からホットドッグ

の売店に至るまで、大小を問わずあらゆる企業に適

用される事実です。事業の範囲や規模にかかわらず、

未来の企業はまず「ハイテク」企業であり、ICTを最

大限に活用して自らを高め変換していく必要がありま

す。さもなくば、残された商機はなくなり、馬に乗っ

て高速の電車に追いつく努力をするようなものです。

デジタル社会の次の波を迎えるなか、インターネット

が価値の創造の領域に浸透し、デジタル世界と現実

世界のより深い融合が進行しています。「Internet+」

は従来型産業のイノベーションの焦点であり、デジタ

ル化へ向けた改革の起点なのです。

デジタル改革: トレンドに乗って未来の情報社会を

勝ち取る

デジタル社会へと向かうトレンドはもはや後戻り不可

能です。このトレンドに乗って現在と未来に向けた競

争力を確立し、インターネットの世界観とICT技術を

取り入れてデジタル改革を迎え入れることは、避ける
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ことのできない選択です。デジタル化へ向けたこのよ

うな改革は、インターネットを道具として使用するこ

とにとどまらない、より総合的で深淵なものです。

世界観の改革: 「すべてを距離感なくつなぐ」という

発想を軸に新たなビジネス観を形成する

インターネットはどこでも利用できるものとなったと

同時に、ビジネスの前提となる世界観にもなっていま

す。企業はまずインターネットを本質的な世界観とし

て受け入れる必要があり、その後で「すべてを距離感

なくつなぐ」という発想を軸に、ビジネス、マーケティ

ング、サービス・モデルといった外側の形式を再構築

していきます。それに続いて、内部システムの改革に

より経営、研究開発、運用モデルを設計し直します。

企業はこのようにして文化、組織、プロセスの面で

再定義されるのです。

世界観を変えることはたいへん難しい選択ですが、

変遷の途上にある産業や企業にとっては不可欠なも

のです。新たな時代が明けるとき、生き残れるか否

かは変化するかしないかではなく、どれほど早く変化

できるかにかかっています。

ビジネスの改革: 製品のデジタル化やクラウド・サー

ビスに焦点を当てたビジネス・モデルは企業が情報

時代で生き残るために不可欠であり、クラウド・サー

ビスはユーザーとそのデータの運用がすべて。企業

はクラウド・コンピューティングが可能とするビジネ

ス・モデル変換の利点を生かし、ICTが実現するクラ

ウド・サービスを活用して通信業界を再構築すること

ができる

上述のとおり、デジタル世界と現実世界の融合は製

品のデジタル化という動向に反映されています。すべ

ての産業はどのように製品をデジタル化していくかを

検討しなければいけません。クラウド・サービスは新

しいビジネス・モデルでありビジネス観です。企業に

より異なりますが、製品、アフター・サービス、オン

ライン情報サービス、オンライン・ゲームからオンラ

イン・ショッピング、オンライン・バンキングに至るま

で、その中核は、突き詰めれば製品自体の運用では

なくユーザーと高次のデータ運用にあります。クラウド・

サービスなしでは企業がそのような運用のための土

台を持つことはできません。クラウド・サービスが未

来のビジネスの土台としていかに重要かはナイキ（Nike）

の例によく表れています。

企業向けクラウド・サービスに必要な ICTインフラス

トラクチャ自体が基本的なクラウド・サービスとなる

なか、このトレンドは通信業界に大きな戦略的商機

をもたらしています。1900年から1930年の歴史を振

り返ってみると、企業は自社の発電機を手放し発電

所からの電気を使用し始め、パンチャーやタビュレー

タといった初期のシステムによりITの配備を開始して

います。これからの30年も歴史は繰り返し、企業が

自らのデータセンターを手放し、ICTクラウド・サー

ビスの購入を選ぶことが予想されます。クラウド・コ

ンピューティングに基づくビジネス・モデルの変換に

より、企業 ICTはパブリック・クラウドに移行するで

しょう。これは通信市場に匹敵する大きさの市場であ

り、通信事業者にとって数兆ドル相当の戦略的ビジネ

ス商機です。

運用の改革: インターネット化された運用により自動

的でインテリジェントに「オール・オンライン」の「オ

ンデマンド」サービスを提供することで、内部統制か

ら外部サービスへ焦点をシフト

先に述べたように、すべてを距離感なくつなぐことが

できるインターネットにより、時間と空間の制限や非

対称的な情報の分配が取り除かれ、力がユーザー側

にシフトしていることは不可逆的な事実です。インター

ネット化された運用は企業にとって必須のものとなっ

ています。これによりユーザーはサービスをオンデマ

ンドで入手でき、選択の自由というユーザーが最も望
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んでいる自由を得ることができます。オンデマンド・サー

ビスをサポートするには、オンラインによる運用が不

可欠な基盤となります。ここで言うオンライン運用とは、

単にユーザーとやりとりをするオンライン・インターフェー

スではなく、企業の社内プロセスすべてをオンライン

に移行し、その上に自動化とインテリジェンスを構築

するというユーザー志向のオンライン運用を意味して

います。

つまり、運用の改革とはお客様にオンラインでサービ

ス提供や販売をするにとどまらず、あらゆるプロセス

をお客様のオンデマンドの要望に沿わせるように改革

し、焦点を内部の管理と統制から外部のお客様サー

ビスにシフトすることです。

ICTインフラストラクチャの改革: データセンター中

心のICTインフラストラクチャの構築により、「デジタ

ル油田」と呼ばれる情報とデータの価値を最大限に

活用する

企業や通信事業者にとって、ICTインフラストラクチャ

は事業の変革やデジタル改革を支える土台となるも

のです。情報化時代には、すべての企業で情報とデー

タの解析・運用がコア・コンピタンスとなります。デ

ジタル油田と呼ばれる企業データの価値を開拓する

鍵となるのは、データの発掘と管理です。企業はビッ

グデータ解析を利用して新たなインテリジェンスと英

知を獲得することで、お客様に対する理解を深め、

精度の高い製品開発、的確なマーケティング、正しい

情報に基づく経営と意思決定、省エネルギーを実現

できます。

将来的にはあらゆる事業活動がデジタル化されるで

しょう。データセンターは ICTインフラストラクチャの

中核として、いわば「デジタル時代の交換局」となり

ます。データーセンターは情報が保存、処理、やりと

りされる場であり、サービスが処理され取り引きが行

われる中継地点でもあります。そのため、情報化時

代にはデータセンター中心の ICTインフラストラクチャ

を構築することが必須となります。

技術の改革:ソフトウェア定義によるスケールアウト

型のコンピューティング・モデルでITとネットワークの

アーキテクチャを再定義し、技術革命の次なる波に

向けトレンドを定める

ビジネスのイノベーションが成功するには、技術イノベー

ションという力が必要です。この2つの要素があってこ

そ、インターネットは大きな効果を発揮しはじめます。

チューリング賞受賞者であるジム･グレイ氏によるムー

アの法則の新たな解釈によれば、いまや18か月ごと

に人類の歴史で生成された全データ量に匹敵するデー

タ・トラフィックが生じているといいます。このような

大量のデータ・トラフィックは予期せず急増する可能

性もあり、ICTインフラストラクチャにはより優れた

機動性と拡張性が求められます。従来のハードウェア

に基づくアーキテクチャや事前計画型の構築モデル

は時代遅れです。未来に向けたビジネスの発展を支

えるため、機動性と拡張性を実現するまったく新しい

技術的なアーキテクチャが必要となっています。

ここで登場するのが、ソフトウェア定義によるスケー

ルアウト型コンピューティング・モデルです。これは

現在、新たな標準となりつつあります。ソフトウェア

定義とはソフトウェア定義ストレージやソフトウェア

定義データセンターなど IT領域だけを指すのではな

く、SDN（Software Defined Network：ソフトウェ

ア定義ネットワーク）やNFV（Network Function 

Virtualization：ネットワーク機能の仮想化）などネッ

トワーク領域も指しています。ソフトウェア定義はソ

フトウェアを介し、プログラマブルなハードウェアに

基づいて、より柔軟なアーキテクチャを実現します。

一方、スケールアウト型のコンピューティング・モデルは、

基盤となるマルチコア・チップから分散型ストレージ、

パラレル・コンピューティングから完全分散型ネットワー

ク・アーキテクチャに至るまで、あらゆる領域に浸透
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しています。スケールアウト・モデルは、スケールアップ・

モデルのように資材や処理上の条件に制約を受ける

ことなく、容量の増加とコストの低減を実現します。

ソフトウェア定義とスケールアウト型のコンピューティ

ング・モデルは従来のITとネットワークのアーキテクチャ

を変革しつつあり、技術革命の次なる波のトレンドを

決定づけています。

情報化社会は止めようのない勢いで到来しつつあり

ます。どの産業や企業にとっても他人事ではありませ

ん。企業はこうした流れに乗って、デジタル改革に向

けたインターネット的な世界観と先進的な ICT技術や

ソリューションを取り入れ、将来を見据えて競争優位

を築いていく必要があります。未来はバーチャルな世

界に基盤を置くインターネット企業だけのものではな

く、現実世界に深く根ざした企業にも開かれています。

ファーウェイは ICTインフラストラクチャを取り巻くパ

イプ戦略に注力し続け、最新の ICT構想と技術の融

合であるSoftCOM戦略を発展させていきます。当社

は今後もパートーナー企業の皆様と手を取り合い、

従来型産業のデジタル改革を実現するサポートをし、

情報化社会を新たな高みへと押し上げていきます。
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Huawei Investment & Holding Co., Ltd.の連結

財務諸表の要約に関する監査報告書

当監査法人は、Huawei Investment & Holding Co., 

Ltd.およびその子会社（以下「本グループ」）の監査

人であり、国際財務報告基準に準拠して作成された

本グループの2013年12月31日をもって終了した年度

の連結財務諸表について監査を行った。また、本グルー

プの2013年12月31日をもって終了した年度の監査済

連結財務諸表について、2014年3月10日付の無限定

適正意見を発行した。

Huawei Investment & Holding Co., Ltd.は非公開

企業であるため、中華人民共和国の会社法の下では

監査済連結財務諸表の公表が義務付けられていない。

本グループは、連結財務諸表の要約を発表した。こ

の要約は、本グループの本監査済連結財務諸表から

抽出された2013年12月31日現在の財政状態計算書、

連結損益計算書、同日をもって終了した年度の連結

キャッシュフロー計算書、会計方針の要約その他の

注記で構成されている。本監査済連結財務諸表およ

び連結財務諸表の要約は、監査済連結財務諸表に

関する当監査法人の報告書作成日以降に発生した事

象の影響を反映していない。

連結財務諸表の要約には、本グループの本監査済連

結財務諸表の作成にあたり国際財務報告基準に義務

付けられている開示事項すべてが含まれてはいない

ため、連結財務諸表の要約の閲覧は本グループの本

監査済連結財務諸表の閲覧に代わるものではない。

社外会計監査報告書

連結財務諸表の要約に対する経営陣の責任

経営陣は注記1(a)に記載の事項に基づき連結財務諸

表の要約を作成する義務を負う。

監査人の責任

当監査法人の責任は、国際監査基準第810号「要約

財務諸表に関する報告業務」に準拠して行った当監

査法人の監査に基づき、連結財務諸表の要約に関す

る意見を表明することである。当監査法人の任務には、

本グループの連結財務諸表の要約に記載の金額およ

び開示事項と本監査済連結財務諸表との整合性を裏

付ける証拠を、試査により検証することが含まれる。

当監査法人は、連結財務諸表の要約の監査を行って

いない。したがって、当監査法人は監査に関する意

見を表明しない。

意見

当監査法人の意見では、本グループの2013年12月31

日に終了した年度の本監査済連結財務諸表から抽出

された連結財務諸表の要約は、すべての重要な点に

おいて、注記1(a)に記載の基準に照らして連結財務

諸表と整合していると認められる。

KPMG Huazhen

公認会計士事務所

518001中国深圳市深南東路5001号

華潤大廈9階

2014年3月28日
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連結財務諸表

Consolidated Financial Statements Summary and 

Notes PDF Download（英語PDF - 302KB）

http://www.huawei.com/ilink/en/download/HW_U_323371
http://www.huawei.com/ilink/en/download/HW_U_323371
http://www.huawei.com/ilink/en/download/HW_U_323371
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本レポートにおいて、特に以下で触れているリスク要

因はすべて、今後、ファーウェイの事業目標に影響を

及ぼす恐れのある主な不確実性に関するものです。

こうしたリスク要因は当社の戦略的計画、ビジネス・

モデル、外部環境、金融システムの中から特定しまし

た。主なリスク要因とは、ファーウェイの競争環境、

評判、財務状況、業績、18か月先までの予測に大き

く影響する事象です。以下に主なリスク要因を示します。

ファーウェイのリスク管理システム

ファーウェイは、COSO（Committee of Sponsoring 

Organizations of the Treadway Commission：ト

レッドウェイ委員会支援組織委員会）のフレームワー

クに基づき、当社の組織体制と経営モデルに合わ

せて、ISO31000のリスク管理標準に準拠したERM

（Enterprise Risk Management：事業リスク管理）

システムを設計・確立し、それに対応するERM方針・

プロセスを定めるとともに、ERMに関する組織と運

用メカニズムを最適化しました。ERMシステムは以

下の3つの主要な役割を有しています。

■ 財務委員会が会社のリスク管理に関する日常的

な意思決定を行います。

■ 全役員が担当する事業領域のリスク管理に対し

責任を負います。

■ すべての主要なリスク管理において、事業リスク

管理部が財務委員会をサポートし、全役員の調

整を行います。

ファーウェイはリスク管理要因を当社の戦略的計画お

よび事業計画プロセスに組み込んでいます。戦略的

計画を通じて、すべての事業領域におけるリスクを体

系的に同定し、評価します。2013年の事業計画にお

いては、すべての事業領域でリスク対策を策定し、リ

スクの監視と日常業務における報告に経営上高い優

先度をつけています。また、戦略的意思決定と計画

に際して主要なリスクを明確にしておくことで、確実

リスク要因

な事業継続に努めるとともに、事業計画とその実行

においては予防的にリスク管理を行っています。

戦略上のリスク

■ 激しい競争：ファーウェイは、事業を営む市場に

おいて、製品の価格、機能、サービスの質、さ

らには新製品の発表時期をめぐって激しい競争

にさらされています。科学技術の急速な発展や

代替技術の誕生、業界基準の変化に伴い、製品

のライフサイクルが短くなっていきます。あるいは、

ファーウェイが活動している市場に、さらに多く

の企業が参入してくる可能性もあります。

こうした市場において、ファーウェイはお客様の多様

な要求を特定し、深く理解し、対応することに尽力し

続けています。競争力を強化し、業績を継続的に向

上していくため、お客様にとっての総コストを削減し

つつ、常に高品質な製品とサービスを市場に投入して

いきます。 

外部からのリスク

■ 経済環境：世界経済は依然として不確定な要素

や景気後退リスクをはらんでおり、通信事業者

は財務状態の改善を図るために投資を延期した

り、その他の経費節減対策を実施したりする可

能性があります。こうした要因は、ネットワーク

のインフラやサービスの需要減少につながる可

能性があり、ファーウェイの業績に影響するでしょう。

■ 地域で事業を展開しています。そうした国々での

事業では、国内紛争、経済や政治の不安定、為

替管理の導入、公的債務危機、経営権に対する

監視、労働問題といったリスクが伴います。これ

らのリスクに対しては、高度なリスク管理能力が

求められます。
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■ 法的リスク：ファーウェイは事業を行う各地の法

律や規制をすべて遵守するように尽力しています

が、複雑な法的環境によってさまざまな悪影響

を受けかねない地域もあります。

■ 貿易障壁：ファーウェイは現在世界中で事業を行っ

ており、一部の国々では複雑な国際的経済状況

や金融情勢とますます熾烈になる業界の競争に

よって、さまざまな貿易障壁に直面する可能性

があります。貿易調査、多額のアンチダンピング

関税や補助金相殺関税の賦課、製品品質や技術

についての特別な仕様の設定など、貿易障壁と

なりうる措置は複雑化しており、こうした措置は

いずれもファーウェイ製品の自由な流通に影響を

及ぼす可能性があります。当社ではこうした貿易

障壁リスクの緩和に積極的に努めるものの、そ

の障壁はなおファーウェイの業績に悪影響を及

ぼす可能性があります。

■ 自然災害：地震、洪水、その他の自然災害のた

めに当社のサプライチェーン業務が影響を受け、

一部もしくはすべての地域における商品・サービ

スの引き渡しが遅延または中止されることがあり

ます。 

業務上のリスク

■ 供給の継続性：ファーウェイは、単一サプライヤー

からの調達を避けるよう努めていますが、外的

要因によりそれが不可能な場合もあります。代

わりのサプライヤーを探し出すか、製品の設計

を変更するのは、時間やコストがかかることもあ

ります。そのため、もし単一のサプライヤーが継

続的な供給ができなくなったり、製品品質上の

問題に遭遇したりした場合、お客様への製品の

供給・納入に深刻な支障を来たす可能性があり

ます。こうしたリスクを軽減するため、サプライヤー

に対して定期的に評価・監査を実施し、問題が

生じる前にコンポーネントの交換やソリューショ

ンの設計変更を行っています。

■ 人件費の高騰：中国の人件費高騰がファーウェイ

の効率向上への努力を相殺し、最終的に収益を

圧迫するといった事態も起こりえます。

■ 情報セキュリティとIPR（Intellectual Propertiy 

Rights：知的財産権）：ファーウェイは IPR保護

のために情報セキュリティ対策を講じていますが、

当社の情報、特許、ライセンス供与の侵害や不

正使用を防止するうえでは必ずしもそれだけで

十分であるとは言えません。知的財産権法によ

る一定の保護があるとしても、こうした不正使用

はファーウェイに損害をもたらします。 

財務上のリスク

財務上のリスクについては、金融リスクの管理を参照

してください。
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コーポレート・ガバナンス体制

「お客様は会社の中心、勤勉な従業員は会社の基盤」をコア・バリューとするファーウェイは、コーポレート・ガ

バナンス体制、組織、プロセス、評価システムを絶えず改善し、長期にわたる効率的な成長を追求します。

コーポレート・ガバナンス報告書

株主総会

外部監査人 監視委員会

人事委員会 財務委員会

CEO/輪番CEO

戦略・開発委員会 監査委員会

投資管理
プラットフォーム

サービス
事業グループ

通信事業者向け
ネットワーク
事業グループ

法人向け
ICTソリューション
事業グループ

コンシューマー向け
端末事業グループ

2012ラボ

取締役会
執行委員会

運営本部

HR

地域組織

財務 事業開発 戦略
マーケティング BP&IT サイバー・

セキュリティ

倫理・
コンプライアンスPR&GR 法務 内部監査JCR

（地域統括委員会）

Integrated Business
Services (IBS)

製造

ファーウェイ・
ユニバーシティ
ファーウェイ
内部サービス

当社は2014年、ICTコンバージェンスの時代にイノベーションと技術において優位性を確立し、お客様のニーズ

を十分に満たし卓越したユーザー体験を実現するために、段階的な組織再編を進めていきます。さらに、お客

様とより緊密なパートナーシップを築き、お客様のビジネスの成功をサポートしながら、健全で持続可能な効

率よい成長を目指します。

株主

ファーウェイ・ホールディング株式会社（Huawei Investment & Holding Co., Ltd.、以下「会社」または「ファーウェ

イ」）は従業員の全額出資による民間企業です。ファーウェイの株主はファーウェイ・ホールディング株式会社組

合（以下「組合」）と任正非（Ren Zhengfei）です。

会社は労働組合を通じて従業員持株制度（以下「制度」）を導入しており、2013年12月31日現在、84,187人の

従業員が当制度を利用しています。この制度は、従業員の個人目標と会社の長期発展を効果的に合致させ、ファー

ウェイの継続的な成長を促します。
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任正非は会社の個人株主であるとともに、制度を通

じた出資もしています。2013年12月31日現在、任正

非の出資比率は総株式資本の約1.4%となっています。

株主総会と代表委員会

株主総会は会社の最高権威であり、労働組合と任正

非という2者の株主からなっています。

会社の主要な議題は、株主としての労働組合の決議

を考慮し、主に代表委員会（以下「委員会」）により

検討および決定されます。委員会は株主である従業

員の全代表者（以下「代表者」）で構成され、株主

である従業員に代わり権利を行使します。委員会は

2013年度、3度の総会を開催しました。この総会で

委員会は、会社の2012年度の営業成績、連結財務

諸表、監視委員会の活動について報告を受けました。

利益配当、増資、取締役会および監視委員会メンバー

の補欠選挙規定についての提案を検討・承認したほか、

委員会は追加で4名の取締役を選出しました。

株主である従業員によって51名の代表者と9名の予

備代表者が5年の任期で選出されます。代表者に欠

員が生じた場合、予備代表が順番に欠員を補充する

ものとします。現在の委員会は2010年12月に選出さ

れ、代表者は次のとおりです。

孫亜芳（Sun Yafang）、郭平（Guo Ping）、徐直軍（Xu 

Zhijun）、胡厚崑（Hu Houkun）、任正非、徐文偉（Xu 

Wenwei）、李傑（Li Jie）、丁耘（Ding Yun）、孟晚

舟（Meng Wanzhou）、陳黎芳（Chen Lifang）、万

颷（Wan Biao）、張平安（Zhang Ping' an）、余承

東（Yu Chengdong）、梁華（Liang Hua）、彭智平

（Peng Zhiping）、任樹録（Ren Shulu）、田峰（Tian 

Feng）、鄧颷（Deng Biao）、周代琪（Zhou Daiqi）、

蔡立群（Cai Liqun）、江西生（Jiang Xisheng）、尹

緒全（Yin Xuquan）、姚福海（Yao Fuhai）、査鈞（Zha 

Jun）、李英涛（Li Yingtao）、紀平（Ji Ping）、陶景

文（Tao Jingwen）、張順茂（Zhang Shunmao）、丁

少華（Ding Shaohua）、李今歌（Li Jin’ge）、王勝

利（Wang Shengli）、王克祥（Wang Kexiang）、呂

克（Lv Ke）、楊凱軍（Yang Kaijun）、蒋亜非（Jiang 

Yafei）、何庭波（He Tingbo）、孫銘（Sun Ming）、

呉昆紅（Wu Kunhong）、 趙勇（Zhao Yong）、顔偉

敏（Yan Weimin）、唐暁明（Tang Xiaoming）、王家

定（Wang Jiading）、魏承敏（Wei Chengmin）、熊

楽寧（Xiong Lening）、李山林（Li Shanlin）、徐赤（Xu 

Chi）、楊蜀（Yang Shu）、宋柳平（Song Liuping）、

周紅（Zhou Hong）、陳軍（Chen Jun）、恵椿（Hui 

Chun）

取締役会および委員会

取締役会は、会社の戦略と経営についての意思決定

機関です。また、事業運営全体の指導と監督を行い、

戦略上の重要問題について意思決定を下します。取

締役会は、その機能を補佐する人事委員会、財務委

員会、戦略・開発委員会、監査委員会を設けています。

取締役会の主要な役割と責任は、以下のとおりです。

■ 会社の戦略的方向性および中長期事業計画の承

認ならびにその実施の監視

■ 重大なリスクや市場変化など、発生した重要問

題に関する経営者への助言・指導

■ 会社の事業運営および組織プロセスの精査、

主な組織改革、ビジネス転換、プロセス改革の

精査

■ 会社の重要な資金計画および商取引の承認

■ 会社の営業成績・財務実績の承認、会社の財務

諸表の承認

■ 会社の監視機構の確立および実施の監督

■ 会社のガバナンス構造確立および最適化と展開

の計画

■ 最高経営責任者の指名、評価、報酬額の決定。

その他上級管理職の指名・報酬額の決定
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■ 全社レベルの人事（HR）計画作成と主要なHR

方針の承認

2013年は、12回の取締役会が開催されました。年間

を通して、会社の中長期事業計画、年間事業計画・

予算、会社の通常定款の改訂、取締役会の委員会運

営、組織の構築と説明責任、その他の主要なHRお

よび財務の方針・活動を精査・承認しました。

2013年12月27日に、代表者により4名の取締役が追

加で選出され、取締役会のメンバーは13名から17名

に増員されました。現在のメンバーは、会長の孫亜芳、

副会長の郭平、徐直軍、胡厚崑、任正非、上級取締

役の徐文偉、李傑、丁耘、孟晩舟、取締役の陳黎芳、

万颷、張平安、余承東、李英涛、李今歌、何庭波、

王勝利です。

2013年の各取締役会メンバーの会議出席状況は以下

の通りです。

取締役 会議出席数

孫亜芳 12

郭　平 12

徐直軍 12

胡厚崑 12

任正非 12

徐文偉 12

李　傑 12

丁　耘 12

孟　舟 12

陳黎芳 11

万　颷 7

張平安 12

余承東 11

注：

■ 李英涛、李今歌、何庭波、王勝利の4名は2013年12月

27日に選出されたため、2013年に開催された会議に

は出席していません。

取締役会は、取締役会の休会中に代理の執行機関と

して機能する執行委員会を設けています。執行委員

会のメンバーは、郭平、徐直軍、胡厚崑、徐文偉、

李傑、丁耘、孟晩舟です。

2013年、執行委員会は21回の会議を開催しました。

人事委員会

人事委員会は組織、人材、報奨、企業文化など組織

管理の中核となる要素を管理し、改善を行います。

取締役会の承認により、HR管理に関連する主要な

方針と変革活動を策定し、その実施状況を監視しま

す。事業の発展を支援するため、全部署のビジネス

特性や管理モデルを考慮しながら、HRの方針が会

社のHR管理についての考え方を反映したものとなる

よう努めます。

人事委員会の主要な役割と責任は、以下のとおりです。

■ 取締役会の承認による、後継計画、配置、指名

もしくは解任、主要な管理職の業績評価、報酬

額、報奨金の精査

■ 報奨金の全体的方針、福利厚生についての方針、

報酬体系、職務適性の精査

■ 組織の編成および最適化に関する方針の精査、

各予算単位のHR予算および人員配置の精査

■ 従業員の訓練・能力開発のための方針の精査お

よび指導

■ 従業員の規律・コンプライアンスに関する方針の

決定、重大な違反に対する懲罰措置の精査

■ 従業員の労働衛生・安全にかかわる方針の決定

および指導

■ 戦略計画および主要なHR変革活動の管理

人事委員会は毎月会議を開催し、必要に応じて特別

会議を招集します。また、経営幹部や議題に関連の

ある専門職の従業員を投票権のない参加者として招
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集する場合もあります。2013年は、取締役会の要請

と複数の事業グループのグローバルな事業展開上の

必要性に対応し、12回の会議を開催しました。

2013年、委員会は引き続きHR管理に関する戦略計

画を策定しました。「人材のピラミッド」とその構造に

フォーカスし、管理職と専門職の管理システムを構築

しました。また、報奨金管理に関連した課題やニー

ズに対応するため、報酬・報奨金体系を最適化し、

その効果的な実施に努めました。さらに、事業の拡

大に適応するため、関係する組織を再編し、ビジネ

ス上のニーズと合致した柔軟な人員予算編成メカニ

ズムを確立する取り組みを続けました。従業員の規

律・コンプライアンスに関する課題についても引き続

き取り組みました。HR管理の枠組みと方針の策定、

重要な決定と方針の実施の監督といった領域でも、

計画通りの進捗を達成しました。

近年策定された主要なHR方針について、あらゆるレ

ベルの管理職の従業員によりよく理解してもらうため、

2013年、委員会はファーウェイ年次管理総会を開催

しました。この会議では、会社のビジョンや、人材・

報奨管理に関する主な方向性と方針について、詳細

な議論が行われ、参加者の共通理解を得ました。こ

こでの議論によって、会社の方針が組織全体でより

効果的に実践されるようになりました。

人事委員会のメンバーは15名で、取締役会メンバー、

上級事業責任者、上級HRエキスパートで構成され

ます。委員長は胡厚崑です。メンバーは郭平、徐直軍、

徐文偉、李傑、丁耘、孟晩舟、李英涛、万颷、何庭波、

張平安、査鈞、田峰、彭博（Peng Bo）、李山林です。

財務委員会

財務委員会は会社全体のバリュー・インテグレーター

（価値統合機関）として位置づけられています。取締

役会の承認により、事業運営、投資活動、企業リス

クをマクロ的に管理し、機会とリソースのバランスを

ダイナミックに維持します。これは会社の効率的な成

長を促します。

財務委員会の主要な役割と責任は、以下のとおりです。

■ 会社のリソースとリソース確保能力に基づく、ビ

ジネス・ニーズに合ったリソース調整

■ 会社および各責任センターの成長・投資プロジェ

クトについての財務目標の設定、リソース投資の

基準、体制、スピードの決定

■ 主要戦略の金銭的価値の測定、将来に向けた予

測および分析、取締役会への提案

■ 会社の年次予算計画の精査、各責任センターの

年間予算の承認、全社レベルの計画・予算・会計・

業績評価のクローズド・ループ管理の確保

■ 資本構成計画の精査、主な財務活動、資産構成、

利益配分についての提案

■ 主な財務方針、年次財務諸表、情報開示事項の

精査

■ 資本運用および戦略的協力プロジェクトの精査、

取締役会への提案、実施状況の定期的評価

■ リスク管理フレームワークの精査、取引コンプラ

イアンスに関するアドバイス、事業継続性管理シ

ステムの確立

財務委員会は毎月会議を開催し、必要に応じて特別

会議を招集します。2013年は、事業上の必要性と取

締役会の要求に基づいて13回の会議を開催し、会社

の中長期事業計画、年次予算計画、業務管理、資本

運用プロジェクト、資本構成、企業リスク管理、子会社・

合弁会社の管理などについて協議しました。関連す

る財務方針とシステムを協議・策定し、関連する活動

について精査・決定を行い、これらの活動の実施状

況を監視しました。

財務委員会は取締役会メンバーと財務エキスパートを

含む15名のメンバーから構成されます。委員長は郭平
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です。メンバーは、徐直軍、胡厚崑、徐文偉、李傑、

丁耘、孟晩舟、梁華、易翔（Yu Xiang）、方惟一（Fang 

Weiyi）、鄒志磊（Zou Zhilei）、CT Johnson、譙能東

（Qiao Nengdong）、姚福海、熊楽寧です。

戦略・開発委員会

戦略・開発委員会は会社の戦略的方向性の策定と戦

略の実施を担当します。業界、技術、お客様のニー

ズの主要な動向について洞察を深め、会社発展のた

めの機会と道筋を明らかにします。会社が効率的成

長のために一丸となって努力し続けられるよう、産業

投資、技術、ビジネス・モデル、事業の変革をマクロ

的に理解することを目指します。

戦略・開発委員会の主要な役割と責任は、以下のと

おりです。

■ 会社の中長期戦略計画、重要なイニシアティブ、

年次の主要目標の管理

■ 会社のブランド戦略、アーキテクチャー、特性、

パブリシティー戦略と方向性の管理

■ 戦略的提携における戦略および戦略的パートナー

選択の管理

■ 事業のポートフォリオおよび範囲の管理

■ 価格設定方針、商品化承認ルール、主な戦略製

品の価格設定の管理

■ 中長期技術開発計画、基準・特許戦略、主要技

術投資の管理

■ 中長期事業転換戦略、プロセス・経営システム

体制、品質方針などの管理

■ 投資が戦略的領域で行われるようにするための、

事業ポートフォリオの頻繁な精査

2013年、戦略・開発委員会は12回の定例会議を開催

し、9月には4日間にわたって複数の戦略・開発ワーク

ショップを実施しました。また、事業の方向性とポジショ

ニング、重点投資領域に関する28の決定を下しまし

た。取締役会によって決定された役割と責任に則して、

戦略・開発委員会は会社の戦略の立案とそれに沿っ

た運営の実施に注力し、各事業ユニットを戦略的重

点領域、イノベーション、差異化、リーダーシップといっ

た方向性に沿わせ、パイプ戦略と業界の発展動向に

基づく将来性のあるコア・コンピタンスを築けるよう

ガイドしました。また、会社の事業上のプレゼンスと、

業界における投資ポートフォリオの焦点化も管理しま

した。こうした機能により、委員会は戦略管理のプロ

セスと方法を改善・制度化し、ICT業界の今後の発

展における不確実性を系統立てて分析し、グローバ

ル化、SoftCOM、5Gといった主要な戦略的イニシ

アティブを引き続き推進することで、会社の長期的で

持続可能な成長の実現に寄与しました。

戦略・開発委員会のメンバーは15名で、取締役会の

メンバー、上級事業責任者、当該領域の上級専門職

員から構成されます。委員長は徐直軍です。メンバー

は郭平、胡厚崑、徐文偉、李傑、丁耘、孟晩舟、余

承東、李英涛、梁華、張平安、査鈞、鄧颷、王盛青

（Wang Shengqing）、張順茂です。

監査委員会

監査委員会は取締役会からの任命のもと、内部統制

を監督しています。こうした監督責任により、内部統

制システム、内部・外部監査、業務プロセス、法規

制とBCG（Business Conduct Guidelines：業務行

動規範）の遵守を監視しています。

監査委員会の主要な役割と責任は、以下のとおりです。

■ 当該年度の内部監査計画の承認、内部監査計画

の内容・実施に必要なリソース・実施結果の精査

■ 内部統制管理に関連する会社の方針の承認、内

部統制開発計画と主要なマイルストーンの承認、

会社の内部統制に対する総合的な姿勢の定期的

な評価
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■ 会社の倫理・法令遵守機能の実効性の監督、法

律と規制の要求および会社の方針の遵守の監督

■ 外部監査人指名の精査、外部監査人変更時の

取締役会への報告と承認申請、すべての関連費

用の承認、外部監査人の業績の実効性の評価

■ 会社の財務諸表の正確性・完全性・法遵守の監

督、会計方針の遵守と実行の精査、財務諸表の

公開時における精査

■ 監査委員会は毎年年初に内部統制に関するKPI

（Key Performance Indicators：重要業績評

価指標）を承認するとともに、GPO（Global 

Process Owners：グローバル・プロセス・オーナー）

と執行役員を招集して各自の内部統制業務を報

告させる権利を持つ

監査委員会は、四半期ごとに会議を開催し、必要に

応じて特別会議を招集します。監査委員会の招聘に

より、事業責任者と当該領域の専門職員が投票権

のない参加者として会議に出席することもあります。

2013年は、5回の会議を開催し、会社のリスク管理

および内部統制の構築と推進に重点を置き、年次内

部監査計画およびグローバル・プロセス統制構築の

ための年次計画を精査・承認し、内部統制完成度の

動向分析、半期統制評価、GPOによる統制改善、

内部統制フレームワークと責任体系などについての報

告を受けました。さらに、主要監査結果および違反

事例の公表を通じて、全従業員に対してBCGの遵守

徹底を働きかけたほか、委員長が外部監査人ととも

に経営陣に対する改善提案について検討しました。

監査委員会のメンバーは8名で、監査役会メンバー、

取締役会メンバー、当該領域の専門職員から構成さ

れます。委員長は梁華です。メンバーは彭智平、任

樹録、田峰、李傑、彭志軍（Peng Zhijun）、恵椿、

周代琪です。

監視委員会

ファーウェイは、中華人民共和国の企業法の規定に

従って監視委員会を設置しています。監視委員会の

主要な役割と責任は、会社の財務実績と業績の監督、

取締役と上級管理職の職責遂行の監視、取締役会

機能の標準化です。監視委員会のメンバーはオブザー

バーとして取締役会に出席します。

2013年、監視委員会は会議を4回開催し、委員会の

運営に関する規定を承認し、次の3年間の業務計画

を策定しました。この計画に従い、委員会は取締役

会と上級管理職の任務遂行の監視、会社の財務成

績の監視、監視委員会の運営体制の確立という3分

野に注力していきます。また委員会は、会社の財務

成績を精査・評価するとともに、社内の監視に関わ

る各部署からの報告を受けました。監視委員会のメ

ンバーは年間12回の取締役会にオブザーバーとして

出席し、会社の財務成績、取締役と上級管理職の

職責遂行、取締役会機能の標準化を監視しました。

2013年、監視委員会は取締役会の任務遂行の年次

評価を開始しました。

監視委員会のメンバーは5名です。各メンバーは代表

者全員により指名されます。監視委員会のメンバーは

委員長の梁華と、彭智平、任樹録、田峰、鄧颷です。

CEO輪番制度

ファーウェイは取締役会の指導のもとCEO輪番制度を

実施しています。輪番CEOはその在任期間中、会社

の業務と危機管理における中心人物として、会社の存

続と発展の責任を担います。

輪番CEOは取締役会の執行委員会の招集と進行に責

任を負います。経営に関する日常的な意思決定におい

ては、輪番CEOは取締役と監視委員会のメンバーに

職責の遂行を適切なタイミングで報告しています。



66 コーポレート・ガバナンス報告書

3名の副会長が輪番CEOとして6か月ごとの任期を務

めます。2013年の輪番CEOとその任期は以下の通り

です。

■ 郭平（2012年10月1日～2013年3月31日）

■ 胡厚崑（2013年4月1日～2013年9月30日）

■ 徐直軍（2013年10月1日～2014年3月31日）

取締役会および監視委員会のメンバー

取締役会のメンバー

1列目左から、李今歌、郭平、孟晚舟、徐直軍、任正非、胡厚崑、何庭波、李傑

2列目左から、陳黎芳、万颷、張平安、孫亜芳、徐文偉、余承東、丁耘、李英涛、王勝利
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事業体制

ファーウェイは3つのBG（Business Group：事業グルー

プ）を設置しています。各BGの任務は、特定の顧

客分野でエンド・ツー・エンドの業務を遂行すること

です。BGはファーウェイ事業の重要な原動力です。

各BGは、効率的成長、会社の効率向上、事業目標

の達成、事業業務の顧客満足の実現に責任を負って

います。SBG（Service Business Group：事業サポー

トグループ）の任務は、他のBGにエンド・ツー・エ

ンドの支援とサービスを提供することです。SBGは

絶えず効率向上と業務コスト節減を推進しています。

運営本部はBGに支援とサービスを提供し、BGを監

督します。運営本部は各事業拠点に正確でタイムリー

な、そして効果的なサービスを提供するために設置

され、各事業拠点に十分な権限を移譲しつつも、そ

れを厳しく監督しています。

2014年、ファーウェイは段階的に組織構造を改革し

ていきます。

監視委員会のメンバー

左から、鄧颷、任樹録、梁華、田峰、彭智平

外部監査人

外部監査人は、年次財務諸表を監査する責任を負い

ます。関連する会計基準および監査手順に従って会

社の財務諸表を監査し、財務諸表が真実かつ公正で

あるかどうかについて意見を表明する責任があります。

会計監査および年次監査結果の範囲は、監査委員会

の審査を条件とします。外部監査人は、その客観性

および独立性に影響を与える可能性のある関係や便

宜がないか、監査委員会によって精査されます。外

部監査人は、財務監査の過程で特定された監査上の

課題や問題について監査委員会と協議する場合もあ

ります。

ファーウェイは、2000年よりKPMGを外部監査人に

選任しています。

（社外会計監査報告書はこちら）
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経営システムの継続的改善

ファーウェイは企業文化の振興と継承に努めつつ合

理的な事業経営を実現できるよう、グローバルな経

営システムを確立しました。その目的は次のとおりです。

■ お客様中心主義を掲げ、お客様のさらなる成功

を支援する。

■ リスク管理を徹底し、事業継続を保証する。

■ 企業の社会的責任（CSR）を果たし、持続可能

な社会発展を促進する。

ファーウェイの経営システムは、ISO9001（品質管理

システムの国際規格）とTL9000（通信産業の品質管

理システムの国際規格）に基づいています。ファーウェ

イは継続的に組織を進化させ、自己評価と改善を頻

繁に行う機能を確立し、お客様をはじめとするステー

クホルダーの要求と期待に絶えず応えてきました。

ファーウェイは自社の企業戦略に従って経営システム

の要件を満たすとともに、統合ビジネス・プロセスに

基づいたお客様中心の経営システムを引き続き強化し、

事業の発展と継続的な改善を効果的に推進してきま

した。また、優れたビジネス・プラクティスを基盤として、

業務プロセス、運営プロセス、サポート・プロセスを

カバーする包括的なプロセス・システムを確立しました。

こうしたプロセスを通じて、品質、内部統制、環境・

安全・衛生（EHS）、サイバー・セキュリティー、CSR

に関する要求事項を、マーケティング、研究開発（R&D）、

サプライチェーン、調達、デリバリー、サービスなど

の事業領域に取り入れています。また、プロセスのエ

ンド・ツー・エンドの合理化も推進しました。さらに、

業界のベスト・プラクティスに準拠した品質評価も実

施し、継続的な改善を促進しています。

お客様に提供する製品・サービスの効果と信頼性

を保証するために、ファーウェイのシステムは複数

の第三者機関による認証を受けています。さらに

ISO9001／ TL9000（品質）、ISO14001（環境）、

OHSAS18001（ 安 全衛生 ）、ISO27001（ 情 報セ

キュリティ）の認証を取得し、端末事業の領域では

SA8000（CSR）の認証も取得しています。

ファーウェイは世界の大手通信事業者上位50社のう

ちの33社およびその他の企業や業界団体が実施する

包括的な監査、定期評価、厳格なレビューに合格し

ています。評価対象項目は、財務の安定性、品質管理、

デリバリー、サプライチェーン管理、知識管理、プロ

ジェクト管理、情報セキュリティーとサイバー・セキュ

リティー、リスク管理、EHS、CSR、事業継続性な

どです。ファーウェイは、お客様の戦略的パートナー

に選ばれていることからもわかるように、これらの重

要領域でお客様から広く認められています。

また、ファーウェイは第三者の市場調査専門会社に

委託して世界各地で顧客満足度調査を実施しており、

お客様からの回答に基づいて当社の重要な課題を特

定し、必要な改善を行い、顧客満足度のさらなる向

上に向けてこれらの課題をクローズド・ループで管理

しています

戦略から実行へ

ファーウェイは、「DSTE（Develop Strategy to 

Execute：戦略開発から実行へ）」戦略管理システム

を立ち上げ、戦略に従った事業計画作成、予算編成、

業績評価を実施しています。この取り組みの目的は、

ファーウェイと各事業部門の中長期戦略目標を考慮に

入れて年次計画や予算を作成し、事業部門間での十

分な連携を図ることです。また、会社の投資を効果

的に管理し、戦略的事業目標の達成に寄与すること

も目指しています。

当社は、年次事業計画作成と予算編成の際にバラン

ス・スコアカードを活用して組織の業績を評価してお

り、会社の戦略目標を各組織レベルの業績目標に落
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とし込んでいます。業務報告をレベルごとに行い、従

業員のPBC（Personal Business Commitment：業

績評価制度）を管理し、各組織と個人の業績を有効

に活用しています。こうしたアプローチによって、各

組織と個人の目標が会社全体の目標に沿ったものと

なり、会社の戦略が全社で効率的に理解され実行で

きるようになります。

経営改革

2013年、ファーウェイはプロセス構造の統合強化に

注力し、主要な業務フローの円滑化、プロセスに基

づいた現場への権限委譲、プロセスに合致した組織

編成、プロセスの実践・運用の改善を推進しました。

また、内部統制の設計をプロセス管理システムに統

合しました。さまざまな経営改革プログラムの実施を

通じて、お客様の要求に迅速に対応し、それをエンド・

ツー・エンドで管理するとともに、社内の運営コスト

の削減と業務効率の向上に努め、グローバル化と持

続可能な成長という会社の戦略目標の実現を支援し

ました。

■ CRM（Customer Relationship Management：

顧客関係管理）のさらなる改革：お客様志向の

マーケティング・販売・サービスを可能にするプ

ロセス・ベースの組織体制を構築しました。これ

は、常にお客様の期待や要求に重点を置き、効

率を高め、リスクとコストを低減することにより、

お客様のために最大の価値を生み出し、お客様

の成功、ひいてはファーウェイの成功を実現する

ためのものです。現在までに、「LTC（Lead to 

Cash：リードからキャッシュまで）」プロセスと

それに関連する ITシステムの開発を完成し、各

地域の条件に合わせて最適化しました。また、

「MCR（Manage Client Relationship）」プロセ

スも全世界で14の地域と10の主要顧客向けに運

用を開始し、顧客関係管理と顧客満足度の効果

的な管理を実現しています。

■ お客様問題管理の継続的改革：「ITR（Issue to 

Resolution：問題発生から解決まで）」プロセス

の完全な運用が始まったことで、技術的な問題

に加え、お客様から指摘された非技術的な問題

やクレーム、懸念にも対処できるようになりまし

た。これにより、お客様が提起した問題を契約

に基づいて迅速かつ合理的に解決し、お客様の

機器およびネットワークのサービス継続性とサイ

バー・セキュリティを守ることを目指します。この

取り組みは、ファーウェイの製品および管理を改

善し、お客様の満足度を保証することにもつな

がります。

■ IFS（Integrated Financial Services：統合的財

務サービス）の継続的改革：データに基づいた

管理を通じて持続可能な利益ある成長を促進す

るために、グローバルな財務管理システムの構

築を進めており、取引レベルでの財務・事業の

プロセスとデータの最適化をほぼ完了しています。

現在は、運営および意思決定に関わる包括的な

財務機能の構築に注力しているところです。

■ IPD（Integrated Product Development：統合

的製品開発）プロセスの継続的最適化：ファーウェ

イはPLM（Product Lifecycle Management：

製品ライフサイクル管理）システムによるOne 

Track開発モデルを展開し、プロセスの統合とデー

タの一貫性の維持を実現しています。製品の要

件から、設計、実装、検証、バージョン構築、

リリースに至る研究開発の全活動をエンド・ツー・

エンドで支える運用システムを統合し、これに対

応するITシステムの整備がほぼ完了しています。

こうした施策により、研究開発の効率と製品の

品質を向上するとともに、研究開発の過程でサ

イバー・セキュリティと製品コンプライアンスに関

する要件を特定し、それらを満たすことができ

るようにしています。イノベーションの管理をプ

ロセス構造の観点から最適化し、プロセスと管
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理システムにイノベーションのDNAを組み込み、

サービスと端末分野では新たな産業の発展に対

応するIPDプロセスの構築を継続しています。

■ 継続的なプロジェクト管理と知識管理：プロジェ

クト運営に重点を置いた管理文化の構築に努め、

関連プロセス、組織、リソース分配の仕組み、

評価制度を引き続き変革し、プロジェクトを独立

した運営主体として扱うことを目指しています。

組織の効率を高めるために、プロジェクト・チー

ムがリソースを運営本部（Group Functions）か

ら購入できるリソース売買の仕組みも導入してい

ます。さらに、知識管理、文書管理、知識コミュ

ニティにいっそう注力することで、知識・経験の

共有を促進し、従業員の効率向上を図っています。

組織機能

財務、HR、BP（Business Process）&IT、営業サポート、

デリバリー&サービス、総務などの部署では共有サー

ビス・モデルを広く採用し、リソースを統合して組織

機能と業務効率の向上に寄与することを目指していま

す。16か国に40以上のCOE（Centers of Expertise: 

専門知識センター）を設置し、機能の均質化と専門

知識の共有に注力しています。グローバルな専門人

材を統合することにより、主要な技術におけるブレー

クスルーを実現し、専門的な経験を共有し、ビジネ

ス機能を向上させることができます。さらに、世界各

地に30以上のSSC（Shared Service Centers: 共有 

サービス・センター）を設置しています。財務や契約

履行など高度に確立されたSSCのいくつかは、地域

レベルからグローバルの統合センターへと役割をシフ

トしつつあります。入札、IT、HR、サプライチェーン、

ロジスティクスのSSCも運用を開始しました。COE

とSSCは、各事業部門や各地域の組織がさらにお

客様に専念できるよう、より質の高い効率的なサー

ビスを提供することを目指しています。

内部統制体制の確立

ファーウェイは、組織構造と運営モデルに基づいて、

内部統制体制を策定・実施しています。内部統制の

枠組みと、それに関係する管理システムは、会社、

子会社、事業単位の業務・財務プロセスのすべてに

適用されます。この内部統制体制は、統制環境、

リスク評価、統制活動、情報通信、監視の5つのか

ら構成されるCOSO（Committee of Sponsoring 

Organizations of the Treadway Commission：トレッ

ドウェイ委員会支援組織委員会）のモデルに基づい

ています。また、財務諸表が真実、公正、完全であ

ることを保証するための内部統制も含んでいます。

統制環境

統制環境は内部統制体制の礎です。ファーウェイは

完全性という企業文化の維持、企業倫理の尊重、厳

格な法令遵守に力を入れています。BCG（Business 

Conduct Guidelines：業務行動規範）を定め、許容

できる行動であるかについて企業としての基準を明

確にします。また、研修プログラムを提供し、全従業

員に対してBCGの理解と遵守についての約束を確認

するよう義務づけ、定期的にBCGに署名するよう全

従業員に要請しています。

ファーウェイには、権限委譲と説明責任を明確に定

めた確固としたガバナンス体制があります。これは

BOD、その委員会、運営本部、マルチレベルの管理チー

ムから構成されています。ファーウェイは、各チームが

チェックとバランスを徹底する役割と責任を負っている

ことを明確に定めています。内部統制管理の責任者は

ファーウェイのCFO（Chief Financial Officer：最高財

務責任者）です。また、事業統制部が改善点を同定し、

内部統制に関して改善がなされた点についてCFOに

報告するとともに、CFOによる内部統制環境の確立を

支援します。さらに、内部監査部門がすべての業務に

おける内部統制の有効性を独立に監視・評価します。
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リスク評価

ファーウェイは全世界のすべての事業プロセスについ

て定期的にリスク評価を行う専門の内部統制・リスク

管理部を設置しています。その任務は、重大なリス

クを特定・管理・監視し、内外の環境変化によって生

じる潜在的リスクの予測を行い、意思決定に際してリ

スク管理戦略と軽減対策を提出することです。

すべてのプロセス・オーナーが、事業上のリスクを特

定、評価、管理し、それに対する内部統制対策を取

る任務を負っています。ファーウェイは、内部統制と

リスク管理を向上し、重大なリスクを効率よく管理す

るためのメカニズムを確立しています。

統制活動

ファーウェイはGPMS（Global Process Management 

System：グローバル・プロセス管理システム）と

BTMS（Business Transformation Management 

System：事業変革管理システム）を確立し、グロー

バルなBPA（Business Process Architecture：ビジ

ネス・プロセス・アーキテクチャー）を発表し、BPA

に基づいてGPOを指名しました。プロセスと内部統

制の構築に責任を負うGPOは、各プロセスのKCP

（Key Control Point：主要統制ポイント）と職務分担

マトリックスを特定し、それらをすべての地域、子会

社、事業単位に適用します。GPOはKCPについて、

毎月コンプライアンス・テストを実施し、内部統制の

実効性を絶えず監視し、そのテスト報告を公表しま

す。また、事業の弱点に基づいてプロセスと内部統

制を最適化し、業務効率の向上と事業目標の達成を

目指します。さらに、SACA（Semi-Annual Control 

Assessments：半期統制評価）を実施して、プロセ

ス設計全体の実効性と、各事業単位の実施面での実

効性を評価し、結果を監査委員会に提出します。

情報およびコミュニケーション

ファーウェイは、情報とコミュニケーションのチャンネ

ルを確立して、お客様、サプライヤー、その他の第

三者から最新の情報を収集できるよう心がけています。

内部の情報伝達のための公式なチャネルに加え、従

業員同士が自由にコミュニケーションを図れるオンラ

イン・フォーラムも立ち上げています。

管理職はすべてのレベルの部門と定例会を開き、経

営上の指示を伝達して経営陣の決定が効果的に実施

されるよう努めています。事業方針とプロセスはすべ

て会社のイントラネットで閲覧できます。責任者とプ

ロセス・オーナーはビジネス・プロセスと内部統制に

ついて定期的に研修プログラムを実施し、すべての最

新情報が全従業員に入手可能になるよう徹底します。

あらゆるレベルのプロセス・オーナーが互いに定期的

にコミュニケーションをとり、内部統制が効果的に実

施されているかを精査し、内部統制上の問題解決に

おいては、徹底的にフォローする仕組みが確立されて

います。

監視

ファーウェイは内部苦情チャネル、調査機構、説明

責任制度を設けています。サプライヤーと「正直で誠

実であること」について合意書を交わし、明確なガ

イドラインを定めています。サプライヤーはファーウェ

イの従業員の不正行為を、その合意書に記載された

チャネルを通じて通報することができます。

内部監査部は会社の内部統制の実効性を独自に評価

し、BCG違反の疑いがあれば調査します。同部は、

監査および調査の結果を監査委員会と経営幹部に提

出します。

ファーウェイは、GPOおよび地域担当責任者に対す

る内部統制評価、説明責任、弾劾のメカニズムを確
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立しています。監査委員会とCFOは会社の内部統制

の実効性を定期的に精査し、内部統制にかかわる行

動計画と計画実施状況について報告を受けます。監

査委員会とCFOは、特定された内部統制上の問題に

ついて各事業ユニットのGPOまたは経営幹部に説明

し、必要に応じて是正措置を講じるよう求める権利

を持っています。さらに、必要に応じて、懲罰措置や

弾劾決議を行うよう人事委員会に提案することもでき

ます。　
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2013年度、当社はサステナビリティに対する取り組みにこれまで以上に力を入れました。サステナビリティに関

する要件をビジネス活動に取り入れるとともに業務運営の中にも組み込み、全ファーウェイ社員の日常業務の一

部としました。また、デジタル・デバイドの解消、安定性・安全性の高いネットワーク運用のサポート、環境保

護の推進、相互に利益のある発展の追求というサステナビリティ戦略にも引き続き注力しました。当社は経済、

環境、社会の調和を保つことを目標としています。

デジタル・デバイドの解消

すべての人に通信環境を

サステナビリティ

「山の王国」で800万人の通信環境を改善

ヒマラヤ山脈に位置するネパールは、海抜6,000km級

の山々が数多く存在する「山の王国」として知られてい

ます。同国ではこのような地形のため輸送が大変困難

で、物資は主に人間や牛、ヘリコプターで運ばれます。

電力の供給も大きな課題で、冬になると毎日最大16時

間も電気が切断される地域もあります。ネパールの通信

事業者は長年、基地局設置の難しさ、長期におよぶ工

事期間、高い建設費などに悩まされており、通信環境

を効果的に普及することができずにいました。ネパール

では長距離の通信は言うまでもなく、途切れのない通話

さえままならない状態でした。

ファーウェイはこのような同国の状況を十分に把握した上で、現地の通信事業者が統合型基地局を農村地

域に設置できるよう、SingleSiteソリューションを提供しました。太陽光発電を採用したエネルギー効率の

高い屋外型基地局により、通信事業者は基地局の設置費用を大幅に抑え、電力依存を効果的に低減させる

とともに、該当地域のカバレッジ目標も早急に達成しました。ファーウェイは2013年末までに、ネパールの3

大山岳地帯である中西部・西部・極西部に2Gネットワークを展開し、800万人にカバレッジを提供しています。

通信環境が整ったことで、ネパールの人々の生活はより便利になりました。

ファーウェイのSingleSiteソリューションによりネ

パールの山岳地帯に住む人々は快適な通信を利

用可能に

デジタル・デバイド解消の取り組みの一環として、ファーウェイはあらゆる地理的環境下の人々に基本的な音声

通話サービスを提供することを目標にしています。当社の製品やソリューションは170以上の国や地域で配備さ

れており、その中には多くの発展途上国・地域も含まれています。
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すべての人々にブロードバンドを

アフリカでより多くの人々に高速ブロードバンド・アクセスを提供

ITU（International Telecom Union：国際電気通信連合）

の分析によると、ブロードバンドにアクセスできるアフリ

カの家庭は2013年の時点でわずか6.7%でした。欧州

では、この数字は77%まで達しています。アフリカのユー

ザーはインターネットへのアクセス環境を切望しており、

高速で信頼性のある、かつ手頃な価格のブロードバンド・

サービスを求めています。

アフリカではブロードバンド・アクセスに対する需要が

あるにもかかわらず固定ネットワークのリソースが乏しい

ため、デジタル・デバイドの解消にはワイヤレス・ブロー

ドバンドが特に重要になっています。ファーウェイのTD-

LTEソリューションは、超高速ダウンリンク帯域と成熟した産業チェーンによりワイヤレス・ブロードバンド・

アクセスへのコストを削減し、アフリカでのブロードバンド普及率を効果的に上昇させました。かつてアフリ

カのブロードバンドは裕福な個人や企業のためだけの贅沢品でした。しかし今ではファーウェイのTD-LTEソリュー

ションにより、ブロードバンドは贅沢品から、一般のアフリカ人にも手に入る基本的な ICTサービスとなりま

した。

ワイヤレス・ブロードバンドは急速に発展しており、アフリカにおけるインターネット接続をの普及に重要な役

割を果たしています。より多くの人々が、高速ブロードバンド・サービスを利用し、情報社会の効率性と利便

性から恩恵を受けられるようになってきました。

ファーウェイのTD-LTEソリューションによりア

フリカではブロードバンド・サービスの普及率が

上昇

ファーウェイは世界中のすべての人々にブロードバンドを提供することを目指しています。さまざまな地域におけ

るブロードバンド構築プロジェクトを推進し、世界各地でブロードバンド格差を取り除こうとしています。また当

社は、人々の暮らしを改善し、地域コミュニティーが情報社会にアクセスできるような、将来を見据えた ICT技

術の開発に尽力しています。
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ICT人材の育成

視覚障害のある学生への援助

未来の ICT人材育成のための「Telecom Seeds for the Future」活動

ファーウェイはさまざまな国の学生に実践的なICTトレー

ニング、奨学金、就労体験、インターンシップを提供し

ています。2013年末までに、オーストラリア、フランス、

ドイツ、ガーナ、インドネシア、ケニヤ、モロッコ、ノルウェー、

スペインなど20以上の国の70以上の大学で、1万人以上

の学生にトレーニングを提供し、その活動を「Telecom 

Seeds for the Future」と呼んでいます。

ICTトレーニングの実習に参加する学生

ブロードバンド・アクセスに関する課題が徐々に解決に向かう一方、デジタル・リテラシーの高い ICT人材の育

成が課題となっています。2013年末現在、ファーウェイは45のグローバル・トレーニング・センターを設立し、

地域社会における専門家の育成と知識移転に努めています。現地の高等教育機関などの組織と協力し、優秀

な学生には奨学金やインターンシップの機会を提供することで、ICT教育のサポートと人材の育成を図っています。

ICT技術の適用

視覚障害を持つ学生は異なるコンピューターやデスクトッ

プの違いを見分けることが難しく、複数のコンピューター

の使い分けが困難です。ファーウェイの仮想デスクトッ

プ技術はこのような視覚障害者のニーズを考慮し、学生

ごとのカスタマイズを可能にしています。これにより、

学生は異なる端末の使用がより容易になり、どの端末

からでも使い慣れたGUI（Graphical User Interface：

グラフィカル・ユーザー・インターフェース）にログイン

することができるようになります。

2013年3月、ファーウェイは上海市盲童学校に80の校

内ポートを設置しました。ファーウェイのデスクトップ・クラウド・システムにより、学生は容易に高速アクセ

スが利用できるようになり、学習体験が向上しました。ある高校生の利用者は、「クラウド・デスクトップ・シ

ステムでは、別の教室にあるデスクトップに簡単にログインしたり、タブレットや携帯電話にもスムーズに接

続したりできるので、勉強しやすくなりました」と述べています。

ファーウェイのデスクトップ・クラウドで学習する

視覚障害を持つ学生
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ファーウェイは消費者、政府機関、公共機関、運輸やエネルギー産業などにおけるICT技術の活用を推進して

います。当社のカスタマイズされた ICTソリューションは、世界中のあらゆる地域であらゆる人々が ICT技術を

活用し、経済状態や業務効率、競争力を高めるためのサポートをしています。

四川地震後の安定した通信の提供に貢献

2013年4月20日、マグニチュード7.0の地震が四川省雅安

（があん）市を襲い、広範囲に及ぶ被害をもたらし、余

震も4,000回以上観測されました。電気と水の供給は

途絶え、道路は遮断、通信の維持に必要な回線とワイ

ヤレス基地局は破壊され、数千人が影響を受けました。

悪天候、強い余震、がけ崩れによって、通信を回復す

る作業は困難を極めました。

地震発生時、ファーウェイは迅速に緊急対策を発動し、

現地での作業を調整するため緊急指令センターを雅安

に設置して、通信事業者、政府機関、下請け業者、救護員と連携のうえ復旧にあたりました。

度重なる余震により建造物崩壊やがけ崩れの可能性がある危険な状態にも関わらず、ファーウェイの従業員

は地震直後、宝興（ほうこう）や廬山（ろざん）など被害の大きな地域に出向き、現地の通信事業者と協力

して救助や救護に必要な通信設備を提供しました。被災地に派遣された400名以上の従業員が機器の回復

に従事した結果、ファーウェイの通信設備はすべて4月26日正午までに復旧しました。全関係者の貢献と協力

により、現地の通信設備をすばやく回復し、救護活動を効果的にサポートすることができました。

現地で復旧にあたるファーウェイ社員

安定性・安全性の高いネットワーク運用のサポート

ネットワークの安定性

2013年、ファーウェイは世界中で30億人近くの人 に々スムーズな通信を確保し、170以上の国や地域で、600以

上のお客様が利用する1,500以上のネットワークの安定した運用をサポートしました。自然災害（四川地震やフィ

リピンの台風30号など）や大規模なイベント（メッカ巡礼など）を含む181の重要な出来事に対応し、惜しみな

い努力でネットワークへの安定した接続を確保しました。
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サイバー・セキュリティ

ファーウェイのサイバー・セキュリティ提言レポート

2013年ファーウェイは『サイバー・セキュリティに対するファーウェイの視点と取り組み：

サイバー・セキュリティをファーウェイのDNAに――統合プロセス、指針、標準』

と題したサイバー・セキュリティ提言レポートの第2版を発行しました。この提言レポー

トでは当社がサイバー・セキュリティをどのように会社のDNAとしているかを示し、

一貫性のある国際的なサイバー・セキュリティ標準の策定と実践を提唱しています。

「当社は引き続きすべてのステークホルダーと連携し、安全な通信技術の設計・開発・

展開の能力と効率性の向上に努めてまいります」 

——ファーウェイ　グローバル・サイバー・セキュリティ委員会議長 

胡厚崑

サイバー・セキュリティ

提言レポート

サイバー・セキュリティ保証はファーウェイの中核戦略であり、当社が長年にわたって注力してきた分野です。

2013年ファーウェイは、戦略とガバナンス、法律と規制、人材管理、研究開発、検証など12領域の企業方針

やビジネス・プロセスにサイバー・セキュリティ要件を取り込み、エンド･ツー･エンドのグローバル・サイバー・

セキュリティ保証システムを策定・実践してきました。

http://www.huawei.com/ilink/jp/download/HW_310660
http://www.huawei.com/ilink/jp/download/HW_310660
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天然資源を燃料とする基地局を2万台設置

電源のない場所に設置された基地局の多くは、ディーゼ

ル発電機により稼動しています。これは二酸化炭素や他

の大気汚染をもたらす有害物質を排出するのみならず、

通信事業者は基地局に定期的に燃料を補給し、保守の

ため熟練した作業員を出向かせなくてはならず、結果と

して追加の交通費と保守費用が発生してしまいます。

再生可能エネルギーを燃料とする基地局は運用コストが

低く、エネルギー効率に優れ、環境に配慮されています。

再生可能エネルギーは基地局にとって理想的な電力供給

源といえます。

ファーウェイは世界中におよそ2万のグリーン基地局を設置しています。グリーン基地局では、風力発電と太

陽光発電で消費エネルギーの大半を補い、燃料消費を80%節約できます。これにより、通信事業者はネットワー

ク拡張に際して二酸化炭素の排出量を削減し、運用コストを抑えることができます。

中国・内モンゴルに設置された太陽光基地局

環境保護の推進

グリーンなネットワーク

ファーウェイは設計、研究開発から製造、デリバリー、サービスまで製品ライフサイクルの全過程でグリーン構

想に力を入れており、継続的な技術革新によって製品のリソース利用効率を高めることを目指しています。また、

高いエネルギー効率と環境への配慮を備えた最先端の製品やソリューションを提供することで、お客様の運用

コストと二酸化炭素排出を削減するサポートをしています。
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グリーンな事業運営

太陽光発電による二酸化炭素排出量の削減

ファーウェイは近年、当社製品の二酸化炭素排出量と

運用コスト削減のため、新たなエネルギー・ソリューショ

ンの研究と利用を積極的に進めてきました。特に中国・

東莞（とうかん）市にあるファーウェイのキャンパスで使

用している太陽光発電は、2013年、350万kWhの電力

を生成し、3,228トンの二酸化炭素排出量を削減しました。

さらにファーウェイは深圳、杭州、南京など他のキャン

パスでにも太陽光発電プロジェクトを計画しています。

これらの発電所の稼働開始後には、自社の業務に必要

な電力をより多く発電できることになっています。これ

は同時に、二酸化炭素排出量を削減するという目標の達成につながり、低炭素社会の実現に貢献します。

ファーウェイの東莞キャンパスで使用している太

陽光発電

ファーウェイは気候変動に積極的に対処するのみならず、具体的な方策によりエネルギー効率を高め、温室効

果ガス排出を削減することで、環境に配慮した事業運営の模範を示すことも目指しています。エネルギー管理

を強化し、エネルギー保全に向けた管理と技術面での取り組みにより、ファーウェイは2013年4,198万kWhの

電力を節約しました。これは3万8,000トンの二酸化炭素排出量削減に相当します。
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グリーン・パートナー

ファーウェイ・グリーン・パートナー認証

HW GP（Huawei Green Partner：ファーウェイ・グリー

ン・パートナー）プログラムは、当社のサプライヤーが

環境保護の取り組みを体系的に管理し、「グリーンな」

設計から「グリーンな」製造に至るまで、製品ライフサ

イクルの全過程で環境保護活動に留意することを目的に

しています。禁止資材の使用を供給源から管理するこ

とでグリーンなサプライチェーンの確立を目指します。

ファーウェイは2013年、環境管理システムに加え、エ

ネルギーや温室効果ガス管理の要件を追加することで

HW GPの基準をGP2.0に引き上げました。2013年には34のサプライヤが当社のHW GP認証に合格してい

ます。

ファーウェイ・グリーン・パートナー認証授与式

ファーウェイは当社製品を環境保護要件に合致させるとともに、当社のパートナーが環境保護法令に準拠するよう、

あらゆる努力をしています。当社はサプライヤーの適性確認、選定、実績管理、資材選定において、サプライヤー

とその使用資材に対する環境保護要件を明確に定めています。サプライヤーに明確な要件を提示してエネルギー

保全と排出量削減に向けたより良いアプローチを取るよう求めることで、産業チェーンでの二酸化炭素排出量削

減や環境保護において積極的な役割を担っています。
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循環型経済成長に向けたファーウェイの「SmartExchange」プログラム

ファーウェイの「SmartExchange」プログラムでは、使

用済みの携帯端末を再利用やリサイクルのために下取り

し、新しいスマートフォン購入の際に割引価格を適用し

ています。これにより、電子廃棄物を削減し、環境に対

する責任ある消費者行動を促しています。

2013年ファーウェイはフランスで「SmartExchange」プ

ラットフォームを開発し、試験段階で300台の使用済み

携帯電話を回収しました。回収した電話はすべて廃棄

せずに再利用もしくはリサイクルし、13トン相当の二酸

化炭素排出を削減しました。

2014年は複数のパートナーと協力してこの取り組みを広範囲で実施し、広く周知に努めるとともに、より大

きな効果を上げることを目指します。「SmartExchange」プログラムにより、電子廃棄物をさらに削減し、循

環型経済成長を大きく後押しすることが期待されます。

「SmartExchange」プラットフォーム

グリーンな世界

ファーウェイの多岐にわたるグリーン統合 ICTソリューションは、さまざまな産業における省エネルギーと二酸

化炭素排出量の削減に貢献します。これにより、ファーウェイは省エネルギーや環境保全、低炭素社会を積極

的に推進する役割を果たしています。
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従業員の充足感の向上

ファーウェイは「よく働き、よく遊ぶ」をモットーにしてい

ます。仕事上の優秀な成績を評価し、幅広いプラットフォー

ムによって個人の能力育成を促進することに加え、従業

員の充足感の向上とワーク・ライフ・バランスの実現も支

援しています。

2013年、当社は従業員がファーウェイという「大家族」

の一員としての喜びを味わい、心身ともに健康を保ち、

仕事外でも充実した生活が送れるよう、さまざまな活動

を実施しました。こうした活動には、「ファミリー・デイ」、「3+1」

（友達を作る、スポーツ活動に参加する、趣味を作る、思考を刺激する本を読む）、「Looking for Huawei 

Health-Conscious Employees（健康志向の仲間を探せ）」などがあります。

豊富な従業員向けアクティビティ

相互に利益のある発展の追求

従業員への配慮

ファーウェイは従業員を最も価値ある資産であり、長期的な競争力とリーダーシップを維持する鍵であると考え

ています。従業員の健康、安全、利益は会社の最重要事項です。貢献した社員には時宜を得た適切な報酬を

与えています。また従業員の自己実現に役立つ幅広いプラットフォームを提供しています。
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 フランス

- 「SmartExchang」プログラムを立ち上げ、携帯電話のリサイクルを
推進

- 行政機関と協力して若者をサポート

 スペイン

- 「SmartBus」プログラムを立ち上げ、ICTの責任ある利用を推進

 英国

- 皇太子チャリティ財団を支援

ポルトガル
- 「SmartBus」プログラムを立ち上げ、ICTの責任ある利用を推進

ベネズエラ
- 優秀な学生にファーウェイMediaPad 

を寄付

米国
- 非営利組織K to Collegeをサポート

 ケニア

- SlumCodeと協力し、デジタル・

リテラシーの向上を推進
- 戦略的救援パートナーとして赤十

字に協力
- レワ・チャリティ・マラソンを支援

 タンザニア

- 学校でE-educationを推進

 ウガンダ

- 環境保護のためのチャリティ・マ
ラソンを支援

ナイジェリア
- 1,000名の女子に ICTトレーニング

を提供
- Nungtsoチャリティー財団を支援

南アフリカ
- Khulisani財団をサポートし ICT教

育を推進

地域社会への貢献

ファーウェイが2013年に実施した主な社会貢献活動の概要

「Telecom Seeds for the Future」プログラムを開始
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中国
- 2013年の地震後、雅安

の通信設備の安定を保
証し、被災地に携帯電
話3,000台を寄付

- 社会慈善活動を開始し、
農村部の子どもに本を
寄付して夢の実現をサ
ポート

 日本

- チャリティー・リレー・マ
ラソンをサポートし、東
北地方の被災地の地域
活動を支援

 アラブ首長国連邦

- チャリティー・マラソン
をサポートし、教育に対
する関心を高める

インド
- 「Maitree奨学金プログ

ラム」により中国の大学
に入学する学生を支援

フィリピン
- 台風30号の後、ボーダ

フォン・ファウンデーショ
ンと共同で被災地にイン
スタント・ネットワーク
を設置

 シンガポール

- 「Telecom Seeds for 
the Future」活動の一
環として　GPON訓練
センターを立ち上げ

ハンガリー 
- 「革新的リーダー育成奨学金制度」によりICT分野の優秀な学生を

支援

ベルギー
- 「InnoApps Challenge」を立ち上げ、若者の起業家精神を育成

トルコ
- 教育省、テュルクセル・トルコ教育連合（TEV）と協力し、ヴァンの災

害復旧支援をサポート

 オーストラリア

- 小児病院での看護士教育を支援
- ガン撲滅に取り組むツール・ド・キュア財団を

支援
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ファーウェイの社会貢献活動は、デジタル・デバイドの解消、教育による機会の創出、環境保護活動の推進、

事業を運営する地域社会への貢献という4つの目標を達成するために設計されており、特にチャリティ、教育、

環境保護、衛生、災害救護活動を支援することで地域社会に貢献しています。当社は地域社会の一部となる

ことで、地域社会に価値を生み出し、その発展とサステナビリティをサポートすることを目指しています。

適用法令を遵守した事業運営

汚職と賄賂の禁止

ファーウェイは倫理的な商慣行を守り、各国の適用法令に準拠して誠実な事業運営を行い、賄賂や汚職を

禁じています。2013年には賄賂や汚職を防止・撲滅するため、引き続き管理体制を最適化し、世界中の従

業員が当社のBCG（Business Conduct Guidelines：業務行動規範）に則り、関連する研修に参加するこ

とを必須としました。さらに、すべてのパートナーやサプライヤーに対しても賄賂禁止と潔白で誠実な事業運

営を定めた合意書へのサインを求めています。

ファーウェイは倫理的な商慣行を守り、国際条約ならびに各国の法律に従って誠実な事業運営を行い、当社の

BCGに則った「透明な調達」と「透明な販売」により賄賂や汚職を禁じています。また、公正な競争を擁護し、

各国の定める反ダンピング・独占禁止法令を遵守しています。ファーウェイは自社の IPR（Intellectual Property 

Rights：知的財産権）を保護しつつ他の知的財産権保有者の権利を尊重し、IPRに関する国際的な規制を確実

に遵守しています。これらの取り組みはすべて調和のとれたビジネス・エコシステムを構築することを目的として

います。
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エンジニアリング・デリバリーにおける安全性の確保

お客様の要件を満たし、適用法令を遵守するため、

ファーウェイは下請け業者と共同で、下請け業者のEHS

（Environment, Health, and Safety：環境、健康、安全）

管理とエンジニアリング・デリバリーのための専門部署を

設置しました。これにより、当社のデリバリー担当者は

健康や安全の危険性から保護され、当社のエンジニアリ

ング・デリバリーが環境に悪影響を及ぼすことはありません。

ファーウェイはデリバリー・プロジェクトにおけるEHS管

理について、「EHSでリーダーシップを発揮し、EHSを重

視する文化や環境を醸成」「下請け業者にEHSの実施を

要求」「EHSについて最低限の基準を設け、厳守規則を

遵守」「事故の前兆の警告、違反の報告、違反者の処罰」

という4つの戦略を設定しています。これらの戦略は、プ

ロジェクトのデリバリー中の「無事故、無負傷、無汚染」

というEHSの目標を達成するために設定されたものです。

機器の輸送、高所での作業、機器の電源が入ったまま

での作業など、プロジェクトのデリバリー中に高いリスクのある領域には、「プロジェクトのデリバリーにおけ

るEHS管理のための6つの厳守規則」をEHS管理のレッド･ラインとして設定しています。全てのデリバリー

担当者はこれらの規則に従う必要があります。

安全性の確保についてリーダーシップを確立することは、エンジニアリング・デリバリーにおける安全性管理にとっ

て重大な事柄です。ファーウェイの幹部は安全性管理に対する関心を高めており、デリバリーの現場で安全

性管理に自ら立ち会って手本を示しています。2013年、地域本部長レベル以上のファーウェイ幹部が安全性

確認のためにプロジェクト現場を訪問した回数は77回に及びました。

エンジニアリング・デリバリーの現場で安全性の

確認をしているファーウェイの幹部

EHS厳守規則

運転中のシートベルト着用

高所での保護具着用

電源が入ったままの機器の操作は 
権限が与えられている場合のみ実施

アルコールや薬を 
服用した場合の作業禁止

運転中は速度制限を厳守

運転中の通話禁止

厳守事項 禁止事項

サステナビリティ・リスク管理

サステナビリティ・リスク管理は事業運営活動とサービス・プロセスにおける優先事項です。エンジニ

アリング・デリバリーにおいては、EHS管理に気を配り、これに関して継続的な投資を実施し、EHS

管理要件を下請け業者にも適用しています。また、企業のお客様や消費者に安全な製品を提供するため

には努力を惜しみません。さらに、サステナビリティ管理システムを確立し、サステナビリティ・リ

スクを管理への取り組みを引き続き向上させていきます。当社はサステナビリティに関してグローバル

な業界のリーダーとなりつつあります。
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サステナビリティへの協力からビジネスの質を高める

2013年9月25日、ファーウェイは深圳で「Collaboration 

on Sustainability Means Better Business（サステ

ナビリティへの協力がビジネスの質を高める）」と題し

た第5回Huawei Core Partner Convention（ファー

ウェイ・コア・パートナー会議）を開催しました。こ

の会議には政府機関、NGO、サステナビリティ専門

家、サプライヤー170社の幹部、通信事業者のお客

様（British Telecom（ブリティッシュ・テレコム）、

Deutsche Telekom（ドイツ・テレコム）、Orange（オ

ランジュ）、Vodafone（ボーダフォン）など）を含む

341名が参加しました。

ファーウェイの輪番CEOである徐直軍（エリック・シュー）は同会議におけるスピーチで、ファーウェイが世

界のサプライヤーと協力しお互いに利益ある発展をしていくことの必要性を強調しました。お客様やNGO組

織はサステナビリティの動向や要件についての考えを共有し、サプライヤーの代表者は自社のサステナビリティ

関連のベスト･プラクティスを発表しました。この会議は参加した代表者から高く評価されています。

第5回ファーウェイ・コア・パートナー会議

サプライチェーン管理

2013年度は、サプライヤーのCSRリスク管理にお客様指向の方策を広範に適用したことに加え、当社のリスク

管理アプローチについても効率性管理に焦点を置いたものに転換させました。サステナビリティ要件を会社の

サプライヤー管理プロセスに取り入れ、サプライヤーがその能力と意識を高める支援をし、会社の購買効率を

大幅に引き上げたことで産業チェーン全体のサステナビリティの取り組みをリードしました。
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